















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








　CONTENTS









プロローグ

第一章　月下の海

第二章　旋風きたる

第三章　炎と閃光のアスラ

第四章　星を呼ぶもの

第五章　流星群、襲来

エピローグ















[image: ]










　我が身が紅ぐ蓮れんの炎につつまれている。

　輝ける世界パーラムより進撃してきた大魔術師、旋風のクアルダルド──その逞たくましい全身と、身にまとう青き衣が激しく炎上しているのだ。

　唐突に飛来した敵、《着装者七号》の放った炎によって。

　なんとも『地上の者』らしからぬ闘士だった。

　やせっぽちの少年なのだが、彼が鋭い身振りでクアルダルドを指さし、あるいは手のひらを向ければ──

　がりがりに痩せた手や指より、爆炎が放射されるのだ。

　さらには、鋼鉄すら灼やき切る熱線などまで。

　残念ながら、大魔術師の『守り』を打ち破れるほどの威力はなかったが。

「この者、むしろ、われらパーラムの術者に近いような……。そういえば、先ほどは自在に空を飛んでいたな！」

　ひとりごちながら、クアルダルドは見おろしている。

　炎と閃せん光こうを駆使した闘士。今も大魔術師にまとわりつく烈火を放ちながらも、その瞬間に昏こん倒とうしてしまった《着装者七号》を──。

　敵手を眠らせる呪法がついに効いたのである。

「うむ。黒と黄金の戦士……たしか『三号』とやらも強固な結界に守られていたが、この少年も同じであった。なかなか術が効かぬものよ」

　結局、一千人をもまとめて眠らせるほどの睡魔で打ち倒す必要があった。

　クアルダルドはしみじみと言った。

「あちらのように美々しき甲かつ冑ちゆうではないのが残念至極。しかし、こちらもまた極上の防具をまとっている……」

　やせっぽちの少年が腰に巻く帯──。

　へそのあたりに《祈りの輪》がはめ込んである。膨大な魔力を生み出す王家の秘宝。地上人の言うアスラフレームの動力源だ。

　尚なお、クアルダルド自身も護身の術を我が身にかけている。

　おかげで全身が火炎まみれになっても、火傷やけどどころか衣に焼け焦げひとつない。こうしている間に炎も消えた。

「さて。無防備に眠る『七号』とやらをいかにすべきか……」

　とどめを刺すか、虜囚とするか、このまま処刑か──

　実はとっくに、戦いながら決めていた。

　そのために得意の『風』を使わず、わざわざ睡魔の術を選んだのだ。ある思いつきを成就させるべく、最初の布石として。

　にやにや笑いながら、大魔術師は告げる。

「さあ少年よ……旋風のクアルダルドが直じき々じきにかける呪じゆ詛そだ。役に立ってくれ……」

　すさんだ目つきであった《着装者七号》。

　今は両目を閉ざして、眠っている。何か悪夢でも見ているのか、なんとも苦しそうな寝顔であった。

「君もなかなかの闘士であった。が、黒と黄金の戦士には遠くおよばない」

　あくまで爽やかに、クアルダルドは評価を口にした。

「やはり、あちらは風の姫君に選ばれし傑物──。幾多の咒じゆ言ごんを下賜されて、思うがままにアスラの神威を引き出せる。のみならず、あの者自身もずばぬけて機略縦横な闘士であり、折にふれて珠玉の輝きを見せる……」

　眠れる《着装者七号》はもちろん、物言わないまま。

　そんな彼へ、クアルダルドはあたたかですらある微笑を向けた。

「いや、君が見せてくれた闘気、勝利を欲する執念もまたすばらしかった。今すこし成長を遂げた君とも是非立ち合ってみたいものだが……。今は、あの者との決戦を〝最高のもの〟とするための手助けをお願いしたい」

　法文を唱え、呪法を完成させる。

　少年のまとう《七号ふれーむ》とやらは一時的に機能停止している。彼を守る結界はなく、クアルダルドの思うがままであった。




「う…………」

　巻まき志し摩まレオが覚醒したとき、ひとりきりで寝ていた。

　クアルダルドとかいう大魔術師と対決していたはずなのに。だが、いつのまにか気絶していたらしい。

　体のあちこちがずきずきと痛んだ。軽い打ち身のようだが──

「おれの負けか……」

　そう自覚しながら、レオは上体を起こした。

　やはり、重傷は負っていない。体もふつうに動く。

「とどめを刺さなかったのは何でだ？　理由があって刺さなかったのか、その余裕がやつになかったのか……」

　さばさばとつぶやくレオ。

　大魔術師の野郎を殺せなかったのは無念だが、くやしさはない。べつに、どこで終わってもかまわない命なのだ。

　むしろ異世界の魔術師どもを見て、逃げまわる方が苦痛──。

「……にしても、軽くあしらわれた事実は認めなきゃダメなようだな。やっぱり《クローンエルフ》だかがないと、大魔術師クラスには通用しない、か……」

　レオの首には、真紅のマフラーが巻かれている。

　アスラフレーム七号機《07アグニ》を管制する人工意識体の告げるところでは、《聖骸布》という超重要アイテムであるらしい。

　このマフラーと共に、レオに提供された福音ゴスペルコードは四つだけだ。

「全っ然、足りねえ。敵のボスどもを皆殺しにするには、もっと七号フレームのパワーを解放できないと──」

　ひとりつぶやくレオのもとに〝声〟がとどいた。

『レオ！　レオ！　あんた大丈夫なんか!?』

「うるさい希き里り子こ。傷に響く」

　右手の掌しように光のリングが浮きあがっていた。

　ナノマシンが活性化し、上官からの情報連結コムリンクを受信したのだ。

　軍属・巻志摩レオを監督し、指揮する立場にある軍人──彼女の声は若々しく、そして、ひどく不安そうであった。

『よかったあ……情報連結コムリンクはとぎれるわ、こっちのナノマシンが七号フレームの信号をロストしちゃうわで、大慌てだったんやからねえっ！』

　早口の関西弁がさわがしくもわずらわしい。

　ふん、と聞きながしながら、レオはつぶやいた。

「エルフの姿をした生体アクセスポイント──衛星アヴァローから福音ゴスペルコードをダウンロードできるっていうブツを見つけて、おれのものにしないと駄目なようだな……」

『何やて？　もう一度言ってくれるか、レオ？』

「うるさいよ。希き里り子このくせに、おれに命令するな」

　深い闇の宿る目つきで決意しながら、上官をあしらうレオだった。
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　今、世界は『異世界』の襲来に直面している。

　それが二一世紀の前半、地球人類を襲った〝現実リアル〟。そのことをもちろん、シャンティ・マレッタ・プトリは理解していた。

　インドネシアの首都ジャカルタで暮らす女子高校生──。

　一言で自己紹介すれば、こうなる。

　シャンティは一六歳、高校一年生なのだ。今は学校帰りなので、制服の白ワイシャツと青いスカートを着ている。

　ちなみにスカート丈は長く、くるぶし近くまである。

　アイドル好きのシャンティとしては、ミニスカートの衣装にも抵抗はないので、もうすこし短い丈でもよい気はする。

　が、たぶん、父や母はいい顔をしないので、まあこれでもよかった。

　同じ制服を着たクラスメイトふたりといっしょだった。街中の屋台に立ち寄り、買ったばかりのかき氷を三人でシェアしている。

　バニラアイスと白玉、あんこをトッピングしたかき氷には黒蜜がたっぷり。

　これを女子三人で代わる代わるスプーンですくい、口に運びながら、シャンティはスマホを操作中だった。

「──あ。『テヤン』が新しい動画を配信してる」

　シャンティの言葉に、友人たちは笑顔になった。

　ふたりともジルバブ──他の地域で言うヒジャブを巻いて、髪を隠している。多くのムスリム女性が愛用する、髪や素肌をおおうためのスカーフだ。

　もっとも、シャンティは巻いていない。

　スポーツもダンスも大好きで、とにかく体を動かしていたい性分の一六歳には、少々わずらわしいものだからだ。両親、特に母は何か言いたげなときもあるが、今のところ娘の好きなようにさせてくれている。

　シャンティは女友達ふたりにスマホを見せた。

　小さな液晶画面のなかで、たしか今年で一九歳の美男子イケメンが軽快におしゃべり中。本来はアジア系の黒髪のはずだが、金髪に染めていた。

　かなり流りゆう暢ちように英語を使い、彼は言った。

『はい、みんな！　オレを応援してくれている子猫ちゃんたちは元気かな？　オレはね、昨日の戦闘でちょおっと怪け我がしちゃった♪』

「ええっ!?　大丈夫、テヤン!?」

「結構元気そうだけど、どこを怪我したの!?」

　友人ふたりが思わずという勢いで、スマホに話しかけていた。

　もちろん返事はあるわけない。通話ではなく、一方的な動画配信なのだ。しかし、その気持ちはシャンティにもわかる。

　インドネシアの女子高校生にも大人気の男性アイドル『テヤン』。

　彼はアジア圏全体に熱狂的ファンの多いＫ－ＰＯＰグループ『ＵＮＩＯＮＺ』のメンバーであるだけでなく──

『知ってる人もいるだろうけど、オレちゃんも昨晩、出動したんだ。仁川インチヨン臨時首都に現れた異世界の《ポータル》を迎撃するため、《着装者四号》として。あとでオレと相棒が活躍してる動画も流すから、「いいね」よろしくぅ！』

　着装者四号。迎撃。

　今をときめく韓ハン流りゆうアイドルには不似合いな用語ばかりである。

　テヤンは韓国人男性の義務である兵役によって、陸軍に入隊。その後、決戦兵器アスラフレーム四号機の専任着装者となってしまったのだ。

　韓国軍の〝ほぼ総員〟を対象に、広く『適合テスト』が行われたという。

　軍に所属する者であれば、配置に関係なく四号フレームの着装実験に参加。結果、最高の適合レベルをたたき出した一兵卒がテヤンであったとか。

　彼と四号フレーム《04ミトラ》の戦功は赫かく々かくたるものらしい。

　東アジア戦線を支える守護神として讃たたえられるだけでなく、テヤンはアイドルとしての知名度ゆえに、〝広報支援隊員〟も兼務するようになった。

　こうして動画配信などで、異世界の脅威への警戒心を喚起させるために。

　短髪がルールの韓国軍にあって、チャラい金髪が認められるのも広報の一環だった。

　──スマホのなかでぺらぺらしゃべり立てるテヤンを、シャンティはじとっと見つめ、目の前にいるかのように問いかけた。

「それで？　一体どこを怪け我がしたっつーのよ？」

『……ってな感じで、昨日の戦闘は割とイージーだったんだけどねっ。オレちゃん、着装を解いたあとで疲れちゃって。ふらふらしてたら、足の親指を壁にぶつけちった。爪が割れて血まみれ。結構スプラッタ』

「そんなオチかーいっ！」

　反射的にツッコんでから、シャンティはしみじみ言った。

「やっぱりテヤンってチャラい……」

　ちなみに格好だけは軍人らしく、迷彩服を着用している。

　ひとりでおしゃべりする彼の傍らには『緑色のロボット』が片膝突いて、待機姿勢を取っていた。全高三メートルほどだろう。

　緑色の特殊装甲は、ところどころ金色で縁取られている。

　がっしりとした体形で、いかにも力強い印象の人型──ロボではなくスーツ。

　これこそアスラフレーム四号機《04ミトラ》。テヤン言うところの〝相棒〟だった。

『んじゃ、ここからはオレとミトラの戦闘シーンを見てほしい。動画を見られるみんなのところにも──いずれクリーチャーが現れるかもしれない。そのときは最優先で「命を守る行動」だ。避難して、隠れて、救助を待つ！』

　呼びかけながら、テヤンはチャラい仕草で人差し指を一振りした。

『みんな愛してる！　またどこかで会おう！』

　トークはここで終了。戦闘場面が流れはじめた。

　……銃身のやたら長い機関銃を片手で軽々と振りまわし、アスラフレーム《04ミトラ》が連射に次ぐ連射で海から迫る『敵』を射殺しまくっている。

　……海水から這はい出でてくる大蛇には、コウモリのような翼があった。

　……直立歩行するワニとしか言いようのない怪人たちは、銛もりで武装していた。

　……タコによく似た生物が空を飛びながら、二〇本近い触腕をうねうね動かして、逃げまどう人々を絡めとっては、握りつぶしている。

　動画内のクリーチャーを眺めて、シャンティはため息をついた。

「北半球は今、あちこちがこんな感じなんだ……」

「赤道圏こつちの方はまだたいしたことないから、何だかウソみたいよね。そりゃ物資が不足がちとか、いろいろ悪い感じになってるけど……」

「北からの難民も最近増えたらしいよー。ロシアとか日本、ひどいんだってね」

　友人ふたりもうなずいている。

　最初に異世界勢力の攻撃を激しく受けたのは、ロシア極東部。その分、被害も甚大であったらしい。

　そうした戦況を見て、中国・韓国は早い段階で準備をはじめた。

　人間と物資、何より軍事力を特定箇所の都市部に集中させ、前ぶれなく襲来するクリーチャーと《ポータル》を迎撃しやすい態勢の確立につとめたのだ。

　韓国などは、一度は首都ソウル陥落の憂き目に遭った。

　しかし撤退戦をよくこなし、臨時首都を設けて、しぶとく堪えつづけている。

　一方で日本などは、そうした抜本的かつ合理的な対策を取らなかった。ずるずると『敵が来そうな場所に兵力を配置し、有事にそなえる』という『日本モデル』に固執し、しまいには大水害を引き起こす魔法の発動を許し、国家崩壊に至った。

　経済活動を停止させての総力戦を、日本政府はかたくなに忌避していたらしい。

　事なかれ主義と、惰性による現状維持を好む国民性ゆえに、彼らは自滅してしまったのではないか──

　そんなことを、ニュース番組で識者が語っていた。

　アイドル好きのシャンティとしては、日本の女性グループも大好きだったので、とても残念であったし、何よりもひとりの人間として、ひどくいたましい出来事だと思っていた。

「……あ」

「どうしたの、シャンティ？」

「まずっ。用事があったの、思い出した。例のあれ、『エリクシア』へ招待されてたやつ！」

「今日だったの!?」

「あたし、急いで行かなきゃ！　また明日ね！」

「うん、さよなら。エルフの先生たちに会えたら、くわしく話を聞かせてね！」

　別れのあいさつを背中で聞きながら、シャンティは駆け出した。




　まだどうにか、ジャカルタの学校は授業を行っている。

　しかし、もっと北──たとえばベトナムやタイなどでは、学校も企業も全面的に休止となって、異世界勢力を迎え撃てる態勢作りに励んでいるらしい。

　もちろん、ここインドネシアも無策ではない──はず。

「よね……？　あたしが招待されたのも、何か国家プロジェクトの一環みたいに、先生が言ってたし」

　シャンティはつぶやいた。

　港の埠ふ頭とうにある食堂の席だ。出港まで時間がすこしあるため、フルーツジュースを注文して、暇をつぶしているのだ。

　一ヶ月前、学校で行われた身体検査──。

　何かの適性を調べるテストで〝抜群の数値〟が確認されたと担任教師から告げられた。そして、水上都市『エリクシア』に招待されたとも。

　あのとき、シャンティは大興奮した。

　うわさに聞くエルフばかりの街。赤道直下の洋上に造られた最先端の水上都市へ、シャンティ・マレッタ・プトリは招かれたのだ。美しいだけでなく、稀き代たいの天才ぞろいだというエルフ族の賢人が集う聖域へ！

「定期便とかはなくて、迎えの船がわざわざ来てくれるなんて……すごい。ＶＩＰになった気分。何をやらされるのか、全然わからないのは不安だけど」

　にまにま笑ったり、『むーん』と眉間にしわを寄せたり──

　いそがしく表情を変えているシャンティ。

　ちなみに彼女のいる食堂は、数十本の柱のみで屋根を支えている。壁や窓のない開放的な造りであった。風通しがいい。

　だから──すぐにわかった。

　食堂の外に広がる赤道圏の空に、あるまじき現象が起きた。

　翡ひ翠すい色の光彩が空いっぱいに広がって、ゆらゆら揺らめき出したのだ。妖しくも壮大な美がジャカルタ上空をいろどってしまった。

　シャンティは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「え……あれ？　そういえばテヤンが前に言ってなかった？」

　オーロラ出現は────が到来する前兆。

　何が来るのだったか？　そう。途方もなく恐ろしい、地球人類が今まで目撃したこともなかった脅威……

「あ」

　すぐにシャンティは見つけた。

　ジャカルタ湾の沖合──その上空に、巨大な岩塊と、その上に建つ神殿風の石造建築物が浮いていた。

「そうだよ……オーロラはたしか《ポータル》襲来の前兆……」

　シャンティがささやくと、さらなる異変が起きた。

　よく晴れたジャカルタの空より、ばらばらと降ってくるものがあった。熱帯圏ではおなじみのスコールのように。

　しかし、港の一帯に落ちて、次々と大地を打つのは雨粒ではなかった。

「ず、頭蓋骨ぅっ!?」

　驚嘆して、シャンティはのけぞった。

　しゃれこうべ。落下物は、人間の頭蓋骨にほかならなかった。この港湾エリア全体に数千個は降ってきたのではないか。

　シャンティはゾッとした。

　外にいたら、あれに当たって、大おお怪け我がしていたかもしれない。おそらく不幸な誰かが犠牲者になっているはず。助けにいかなくては。

　逸はやる心を鎮めながら、頭蓋骨の雨が収まるのを待って──

　シャンティは食堂の外へ走り出ようとした。

　しかし、その寸前で足を止めた。この一帯にばらまかれた頭蓋骨が──変形をはじめたのである。まず頸けい骨こつが生え、さらに胸骨、肋ろつ骨こつがにょきにょきと生まれて、ついには両手両足の骨までできあがってしまった。

　アメーバが細胞分裂で我が身を増やすように、人体の骨格が誕生する。

　この怪異は見るかぎり、全ての頭蓋骨で起きていた。しかも、この『骨』どもは生きているかのように、のしのしと歩き出した。

　シャンティは気づいた。

　動く人骨どもは皆、肉のない手に古めかしい武器を持っている。長剣。斧おの。槍やり。丸形の盾、四角い盾を持つ人骨もすくなくない。

「きゃあああああああああっ!?」

　シャンティではない女性が叫んだ。

　同じ食堂にいた人で、やはり〝外〟を注視していたのだ。また、ずっとスマホをいじっていた学生らしき少年がつぶやいた。

「スケルトンだ……。あれが異世界のクリーチャー……」

　クリーチャー名《スケルトン》を認識した直後──

　シャンティは叫んだ。

「みんな！　早く海のそばから逃げようっ。命を守る行動が最優先！　避難して、隠れて、救助を待つ、だよ！」

　もう頭蓋骨は空から降ってこないようだ──。

　空模様を見ての提案だった。

　居合わせたのは七名ほど。そろって食堂から出て、屋外へ移る。

　シャンティはいちばん最後、足が悪いらしいおばあさんによりそい、肩を貸しながら安全そうな場所を捜す──。

「わあああああああああっ!?」

　どこからか悲鳴が聞こえてきた。スケルトンに襲われた被害者だろう。

　動く人骨と遭遇しないよう祈りながら、シャンティたちはそろりそろりと、建物の陰に隠れながら、移動をはじめた。

　しかし──恐怖に耐えきれなくなったのか。

　とある中年男性がいきなり走り出した。一刻も早く危険エリアを脱出したい一心だったのだろう。止める間もなかった。

　建物の角のところで、彼が曲がった直後だった。

「そんな、ここにも──わあああっ！」

　絶望の声。悲鳴。次いで、角からスケルトンが現れた。

　手にした長剣は鮮血で濡ぬれている。逃げた中年男性は斬殺されたにちがいない。そして、次なる標的はシャンティたち──。

「神様……」

　呆ぼう然ぜんとシャンティが祈ったときだった。

　天から、今度は少女のきびきびした声が降ってきた。

「民間人は邪魔！　クリーチャー殲せん滅めつに差しつかえるから、とっとと避難して！　最優先に実行しない場合、以後は救助しないから覚悟しなさい！」

　のびやかで高い声なのに、どこかとげとげしい。

　声の主は──青い装甲のスーツによって、全身を覆いかくしていた。

　ところどころ白銀で縁取られており、荘そう厳ごんなほどの威厳をスーツから感じた。テヤンの使う四号フレーム《04ミトラ》と雰囲気がよく似ている。

　天から降ってきたスーツの少女。

　全身に金属をまといながらもひどく身軽で、そのまま空中で回し蹴りを放つ。

　──蹴り足がまったく見えないほどに速かった。

　気づけばスケルトンの持つ長剣はどこかにふっとび、動く人骨の上半身は木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散っていた。

「さっきのは《着装者五号》としての命令よ。理解できたら、さっさと行って！」

　この通告も、前の指示も、流りゆう暢ちような英語である。

　青い強化スーツは、アスラフレーム五号機ということなのか。

　シャンティは気づいた。眼前に立つ戦士の両膝から下──左右の脚部に『赤い布』がぐるぐる巻きつけてあった。
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　白銀で縁取られた青色のアスラフレーム。

　青い装甲はメタリックな輝きを帯び、銀の差し色と相まって、光輝に満ちた硬質な美を体現していた。

　体のラインはすらりとして、全体に細身である。

　頸けい部ぶのうしろには、鎖に似た形状の〝ポニーテール〟があった。

　それは生きた蛇かウナギのようにうねうねと動き、触手じみていた。先端が鋭く、槍やりの穂先のように尖とがっている。

　そして、両膝から下にはぐるぐると赤い布が巻かれていて──

　その左右の足が、めまぐるしく動く。

「哈ハ──！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に前蹴り、横蹴り、回し蹴り、踵かかと落とし。

　目にも止まらない足技を《着装者五号》が繰り出すたび、クリーチャーどもはあっけなく瞬殺されていく。

　人骨の怪物スケルトンは木こっ端ぱ微み塵じん、粉々に打ち砕かれた。

　身の丈三メートルはあろう妖精族トロウルの戦士は、トラックにでも轢ひかれたかのようにふっとんで、動かなくなった。

　武装した金属人形──メタルゴーレムの首や胴は、蹴り技で〝一刀両断〟された。

　赤い布を巻いたアスラフレームの足が刀剣と化したかのように、異世界の金属で造られたボディを斬り裂いていくのだ。

　着装者五号と《05ヴァルナ》フレーム。

　彼女たちは、ジャカルタ市内と港湾エリアを何往復もしていた。

　クリーチャーの種類も、出現箇所も、ひとつではない。だが青きアスラフレームがひとたび地を蹴り、ジャンプすれば、一瞬で数キロ先の戦場へ移動できる。そうやって各地で奮闘しているところだった。

　……時には背後から忍び寄るクリーチャーもいる。

　そんなときはわざわざ振りかえらず、『中の人』は命じる。

「ヴァルナ、あなたの方で処理しなさい！」

　五号フレームのうなじから生えたポニーテール──鎖状の触手がしなり、尖った先端部で背後にいたゴブリンを刺し殺す。

　わずかな死角も、青き決戦兵器にはないようだった。

　尚なお、彼女の武装は蹴り技とポニーテールだけではなく──

「プレイホイール、福音ゴスペルコードを詠唱！」

　とたんに腰部ベルトの『車輪』が高速回転をはじめる。

　アスラシリーズの動力源として、全ての機体に搭載された《プレイホイール》。回る車輪からは、荘そう厳ごんな男女混声の〝コーラス〟が洩もれ出てきた。




　Gateガーテー! Gateガーテー! Paragateパーラガテー!

　Gateガーテー! Gateガーテー! Paragateパーラガテー!

　Parasamgateパーラサンガテー・Bodhisvahaボーデイスヴアーハー!　Gateガーテー! Gateガーテー! Paragateパーラガテー!




　その歌声をＢＧＭとして、着装者五号《05ヴァルナ》は高らかに指示する。

「拡張ドロイド《ＭＵＶシードラゴン》、任意の砲撃で私を援護！」

　市街地で戦闘中だった『五号』の声。

　応えるものは、海にいた。ジャカルタ湾──決して水質良好とは言えない海。その海上に機械造りの『海竜』が待機していた。

　楕だ円えん形けいの船体に、自在に動く長い頸けい部ぶ。

　ただし、頸くびの先端にある頭部は開いたチューリップを思わせる形状で、その中心部より砲弾が立てつづけに吐き出される。

　楕円軌道を描いて飛んで、砲弾は市街や港湾エリアに落ちていく。

　落下点には必ずクリーチャー群がおり、空からの砲撃に為なす術すべなくふきとんでいく。

　銃弾除よけの魔法を使う怪物もいたようだが、威力が強すぎて、無力化もかなわずに抹殺されていった。

　アスラフレーム《05ヴァルナ》は海の王──。

　海戦・水中戦用の拡張ドロイドを指揮する機体なのだ。

　砲撃を行う海竜は四機もいて、いずれも陸地へと頸をのばし、的確かつ勤勉に、連射にいそしんでいた。




「青いフレームの中の人、『ちまちましたショボい銃なんて使ってられないわ！』とか思ってそう。さっきもあんなノリだったし……」

　砲撃するドロイドを見つつ、シャンティはつぶやいた。

　まだ港湾エリアにいる。このあたりのクリーチャーは見るかぎり全滅して、もう逃げまわる必要もなかった。

　ジャカルタ湾に目を向ければ、陸から近いあたりに『海竜』がいる。

　インドネシアの発展にともない汚濁した洋上に布陣して、強力な火砲をジャカルタ市内の方へ吐き出しつづけている。

「テヤンの動画でも見た拡張ドロイドってやつだよね、たぶん」

　韓ハン流りゆうアイドルにして着装者四号は言っていた。

　自分のフレームは、陸戦用のドロイド部隊を子分にする指揮機なのだと。

「陸と海の親分がいるなら、どこかに空の親分もいるのかな？　……それにしても彼女、無性にえばっていて、ちょっと感じ悪いかも」

　青きスーツの着装者。おそらく女性。

　命を助けてくれたことには感謝だが、しかし──やたら攻撃的な物言いをする女性への批判的な気持ちでもやもやする。

　だが、シャンティは思いなおした。

　地球人類の命運をまかされた決戦兵器の専任着装者。きっとストレスもプレッシャーもなみはずれたものがあるはず。

「テヤンみたいにチャラチャラしてる方が特殊なんだろうね、きっと」

　そう考えることにしたシャンティ。

　基本的に人の悪口はきらいで、いつもポジティブに振る舞いたい性分なのだ。

　文句は封印して、ジャカルタを救ったヒーローへの感謝を新たにする。

　事実、空に現れたオーロラもいつのまにか消えている。《ポータル》を地球上に維持させる魔力が切れた証あかしだ。

　動画で仕入れた情報。シャンティは笑顔で空中の魔城を見やった。

　案の定、神殿風の《ポータル》が蜃しん気き楼ろうのようにかき消えた。しかし──

「ええっ!?　何あれ！」

　シャンティは愕がく然ぜんとした。

　たしかに、空に浮かんだ敵拠点は消え去った。だが入れ替わりに、あの城塞の半分ほどには巨大であろう体格の──怪物が出現していた。

　それは全身真っ赤な肌で、背中に翼を持ち、筋骨隆々とした巨人であった。

　その両目は爛らん々らんと輝き、鼻孔と口からは煙が洩もれ出て、さらに、全身に紅ぐ蓮れんの爆炎をまとっている。

　あからさますぎるほどに、炎の魔神であった。




「クリーチャー名、識別……《イフリート》ですって！」

　五号フレーム《05ヴァルナ》のなかで、周雪麗チヨウ・シユエリーはうなった。

　中国海軍・極小粒子特務部隊に所属する。一七歳の若さで少佐の地位にあることなど、べつに自慢でも誇りでもない。

　自らの器量にふさわしいポジションは、こんなものではないのだから。

　だが、こうしてアスラフレーム専任着装者として、拳術の技ぎ倆りようと戦術家としての才気を思うさま発揮できるのは悪くない。

　まあ──いくつか不満点はあるので、決して理想的状況でもなかったが。

「炎の魔神。大魔術師クラスではないものの、魔法レベルではそれに次ぐクラスの曲くせ者もの」

　魔力が切れて、敵空中拠点《ポータル》は撤退した。

　だが、あの魔神を残していき、しばらく暴れさせる程度の魔力はあったのだろう。それゆえの置きみやげにちがいない。

「もうっ、〝あの問題〟がまだ解決できてないってときに──」

　怒りを込めて、雪麗シユエリーは叫んだ。

「腹が立つわね！」

　叫びながら、空に飛び出す。

　五号フレーム《05ヴァルナ》の脚力にまかせたジャンプ。高く、高く、一〇階建てビルの屋上にも等しい高みにまで達したあたりで命じる。

「ヴァルナ──《必滅法典ドウームズデイ・ブツク》。第二の書『飛ひ水すい瀑ばく流りゆう』を発動！」

　プレイホイールの回転がすさまじい勢いになった。

　雪麗の視界上、アスラフレームのヘルメット内に設けられたヘッドマウントディスプレイ上にウインドウが現れた。

　詩文が次々と横にスクロールしていく。

『願わくば水すい天てん尊そん、無常の法輪を転じ──』

『大だい法ほうの鼓つづみ、大法の螺かい、大法の雨を降らし、まさに深じん音のんの音みこえを演のべ給たまえ──』

　不可思議な言葉の羅列は必滅の呪文。

　雪麗の眼下──ジャカルタ市街地の大通り、アスファルトの路上より、『水』が前ぶれもなく噴き出した。

　途方もない量の鉄砲水。さながら天に向かって落ちる大だい瀑ばく布ふ。

　重力を無視して、空へ昇ってきた水の柱──。その水柱は空中にいた雪麗の《05ヴァルナ》を取りこみながら突き進む。

　海上より移動してきたばかりの魔神イフリートへ向かって！

　敵が本格的に攻撃へ転じる直前、先制の強打をたたきこむべし。

　天性の勝負勘にまかせた速攻・猛攻こそが雪麗の得意とするところ。

　はたして水柱とアスラフレーム五号機は、真下から突きあげたアッパーよろしく、巨大なイフリートの巨体を強打した。

　のみならず、真上に逆流する大瀑布の威力をもって、燃える魔神をふっとばす。

　じゅううぅぅぅぅぅぅぅううっ！

　炎と水の激突は、燃えさかる火炎を消すだけでなく、水の方も灼しやく熱ねつで蒸発させる。

　しかし、雪麗の先制パンチによって、炎の魔神イフリートは市街地の空からジャカルタ湾の上空へと一気に押し出された。

「ここなら『下』の被害を気にせずにやれるわ。反重力リフター始動！」

　エルフの空中都市をも宙に浮かべたという秘宝。

　アスラフレーム全機に搭載される飛行装置がはたらいて、青きアスラ《05ヴァルナ》は空中でも自由を得た。

　──同時に、巨大な火球が飛んできた。

「《火の玉フアイアボール》の魔法ね！　でも、何て大きさなのかしら！」

　直径三〇メートルはあろう火球。

　灼しやく熱ねつの魔法攻撃を避よけながら、雪麗シユエリーは驚嘆した。同じ魔法を何度も見ている。が、こうも巨大な火球の使い手は初めてであった。

　炎の魔神イフリートが得意の魔術で逆襲してきたのだ。

　見れば、魔神はそれなりに苦しいのか、眉をひそめた表情で《05ヴァルナ》をにらみつけている。すくなくないダメージをあたえられたのだろう。

　しかし、まだまだ戦闘続行は可能なようで──

「《ＭＵＶシードラゴン》、引きつづき私を援護！」

　ジャカルタ湾内の配下へと通達。

　洋上から拡張ドロイド四機が砲撃を開始。的確な連射を浴びて、空飛ぶ魔神は不快そうに眼下を見おろして──

　人間のように『にたっ』と笑った。

　すると、翼ある人型であった巨体そのものが同じ大きさの火球に変化した。

　下からの砲弾が当たっても、火球はゆらゆらと揺らめくばかり。

「実体を消して、物理攻撃を無効化したってことか……。これだから魔法が得意なやつの相手はめんどうだわ！」

　雪麗は舌打ちした。

　イフリートの変化した大火球から、火の粉が落ちていく。

　数え切れないほどの火の粉。それは海上に降りそそぎ、雪麗と《05ヴァルナ》に仕える拡張ドロイドたちの装甲に──

　超高熱で穴を開け、穴だらけにして、最後には機体ごと爆発させた。

　四機とも全滅。ならばと雪麗は言った。

「今のは《火薬粉ガンパウダー》の魔法……。だったら──おねがい《聖骸布》、こちらは霊剣状態モード・エクスカリバーで対抗よ！」

　アスラフレーム五号機の両足には、赤い布が巻きつけてある。

　機械造りの決戦兵器には、そぐわないとも言える布が輝き出した。神秘的な、淡い金色の光である。

　その輝く足を得た《05ヴァルナ》へ、大火球が接近してきた！

　爆炎のなかにアスラフレームを呑のみこんで、焼き尽くすつもりなのだ。

　雪麗シユエリーは──右回し蹴りを一いつ閃せん。輝く〝赤い布〟による蹴撃は、なんと物体ならざる炎をあざやかに斬り裂いてみせた。

　大火球の一部がちぎれ、霧散していく。

　そして、火の玉はふたたび魔神イフリートの姿にもどり、苛いら立だたしげに青きアスラをにらみ、威嚇してきた。

　さらには、《05ヴァルナ》の両足を険しい目つきで凝視する──。

「おまえもわかったようね？　そう、これはエルフ王家の秘宝だという《聖骸布》。おまえのような物理の通じないやつらにも、切り札となるもの……」

　雪麗は冷ややかに告げた。

「ドロイドや《必滅法典ドウームズデイ・ブツク》で一気に片づけられないのは面倒だけど。おまえごときに負けるのはもっとごめんだわ。この聖骸剣で何度でも斬り刻んで、ライター程度の火さえもつけられないようにしてあげる。覚悟しなさい……！」




　宣言どおり、ついに炎の魔神イフリートを八つ裂きにしたあと。

　空中にひとり勝ちのこった雪麗は、《05ヴァルナ》のなかで晴天の空を見あげ、深くため息をついた。

「赤道上空の高度三万六千キロ──静止軌道を衛星アヴァローは周回している」

　アスラフレームと、雪麗のようなナノマシン移植者を支援する軍事衛星。

　地上のいかなる重要施設よりも、アスラシリーズにとっては大きな意味を持つ。まさに天上の聖域であった。

　しかも有人衛星──。

　詳細は機密事項だが、国際宇宙ステーションさながらに人間が滞在可能なスペースを擁しているらしく、ふたりの重要人物がいるという。

　着装者九号。アスラフレーム《09ヴィローチャナ》をまとう戦士。

　そして、彼を補佐するクローンエルフ。通称《太陽の王子》らしい。雪麗も会ったことがないＶＩＰであった。

「でも、この聖骸布を授けてくれたのは、空の上のエルフ氏……」

　衛星軌道から、下界を見守っているのだという。

　そのクローンエルフは地上から適性の高い着装者のデータを受信したら、聖骸布と福音ゴスペルコードをいくつか転送してくれるのだ。

　だが、直に対面したわけでもない不完全な関係である。

　ゆえに、アシストも万全とは言いがたい。

「私とヴァルナが受け取った福音ゴスペルコードは四つだけ。これじゃ全然足りない。特に魔法系のクリーチャーと対決するときがきついわ」

　ぼそりと雪麗シユエリーはささやいた。

「……やっぱり、私には『あの子』が必要みたいね」
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　空中の魔城《ポータル》と炎の魔神が消滅してから、一時間後──。

　シャンティは中型のフェリーに搭乗し、海の上にいた。

　非常事態のあとだから、てっきり今日の〝お呼ばれ〟は中止だと思ったのだが。スマホに連絡が入ったのである。

「こちらも急を要する用件だから、このままぜひ来てくれなんて」

　シャンティはさっきの電話を思い出した。

　音声通話だったので、相手の顔はわからない。しかし若そうな男性の声で、ひどくやさしげかつ、すばらしい美声であった。

「電話の向こうで話してたの、やっぱりエルフのひとだったのかな……」

　クリーチャー襲来の直後である。

　動揺もしているし、早く家族の顔を見たい。

　だが『うわさのエルフ』たちへの好奇心と、何より『急を要する用件』という言葉に引っかかって、素直に迎えの船へ乗りこんだ。

　何の変哲もないフェリーだが、乗客はシャンティのみ。

　定期便ではなく、自分ひとりを出迎えるためだけに派遣された船なのだ。ひどくぜいたくな状況がどうにも心苦しい。

「誰か相乗りしていれば、まだよかったんだけど……」

　つぶやいた瞬間だった。

　──ひゅんっ。機械の作動音を聞いた。

　シャンティのいたフェリーの甲板に、何かが飛んできたのである。それは、駆動音がおそろしく静かな機械だった。

　着地の際にも一切、音を立てなかった。

　身長二〇〇センチ程度の人型で、青い装甲はメタリックに輝いている。

「さっきのアスラフレーム!?」

　愕がく然ぜんとして、シャンティは二度見した。

　すると、目の前にいる《着装者五号》の姿が一変した。青い強化スーツはたちまち光の粒子群となって、消え去ったのである。

　……すらりとした美少女がそこに立っていた。

　つややかな黒髪をおさげにして、左右の肩に垂らしている。

　背は高めで一七〇センチ前後だろう。顔立ちがととのっているだけでなく、どこか物憂げアンニユイな雰囲気があり、とにかく人目を惹ひきそうだった。

　とても儚はかなげで、繊細そうで──

　シャンティはつい見とれてしまったのに。

「何か？　私に伝えるべき情報があるなら、さっさと言いなさい」

　じろっとシャンティを見つめて、黒髪の美少女は冷ややかに言った。

　まちがいない！　ついさっきも聞いた《着装者五号》の声！　こんなに素敵なルックスの娘こが中の人だったのだ！

　あの、感じ悪かった人──封印したはずの感想を思い出しつつ、

「え、ええと、ごめんなさい！　急に姿が変わったから、びっくりしちゃって！」

　シャンティは言いわけした。

　中国系らしき黒髪の少女は、トレーニングウェアを着ていた。

　体にぴっちりと貼りついたピンク色のパーカーに黒いタイツ、ショートパンツ。艶のある吸水速乾素材の衣類だった。

　動きやすさ・戦いやすさを最優先した結果なのだろう。
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　それだけに体のラインもあらわで、モデルのようにスリムなことと、十分に女性らしい起伏あるスタイルだということが一目瞭然だった。

　存在感ありすぎる黒髪少女は、不機嫌そうに眉をひそめた。

「びっくりした、ですって？　あなた、水上都市行きの船に乗っているくせに、アスラフレームやナノマシン技術を知らないというの？」

「だって、招待されたのは今日が初めてだし」

「へえ……」

　初めてと申告したら、黒髪の少女にまじまじと見つめられた。

　かなりぶしつけな視線だったので、シャンティは居心地悪くなった。気まずさをごまかすために、あわてて言う。

「どういう理由で招待されたのか、全然わからなくって、不安なんだけど」

「バカね。ナノマシン適性が高いからに決まっているわ！」

　黒髪の少女は自信たっぷりに断言した。

「今、世界で最も必要とされている人材なのだから。あなた、名前は？　そう、シャンティというの。じゃあシャンティ、ナノ移植を受けたら私──周雪麗チヨウ・シユエリーの部下になりなさい。破格の好待遇を約束してあげるわ」

「え──ええっ!?」

　問われるままに名乗ったら、いきなりのスカウト。

　シャンティは困惑して、問いかけた。

「い、いきなり何でそうなるの!?」

「無駄な時間を減らすためよ。今は非常時、余計なプロセスは省略すべきだわ」

「そもそもナノなんとかって何!?」

「亡命エルフの賢人たちが開発した次世代テクノロジー。人体にナノマシンを移植して、適合が進むと、ふつうはできないようなことが可能になるの」

　唖あ然ぜんとするシャンティをよそに、麗しき着装者はつづけた。

「我が国でもナノ適合者を探しているけど、まだ数がすくなすぎる。この私──無双の国士である周雪麗をサポートするメンバーさえ、十分にそろえられていない。だったら、国外からスカウトするしかないわ」

「そもそも、あたしにその適性があるかもわかんないし！」

　雪麗なる少女、かなりせっかちな性格らしい。

　相手の勢いに負けじと、シャンティは声を張りあげた。

「テヤンの動画だと、たしか五号フレームは中国に配備されたって──じゃあ、我が国って中国よね？　あたし、インドネシアから出る気ないもん！」

「ますますバカね」

　周雪麗チヨウ・シユエリーはあっさりと言った。

「国境や所属なんて気にしていたら、もう異世界のやつらに対抗することは不可能だわ。いずれ必ずボーダーレスな迎撃体制をととのえて、世界全体で戦わなきゃいけないときがくる──いいえ、この私の手で、そういう体制を必ず作ってみせるわ。あなたにその手伝いをさせてあげようっていう親切心なの。忘れないで頂戴」




　予想外の出会いがあったものの、船旅はつつがなく終わった。

　ジャカルタ湾内を抜けて、ジャワ海に出てすぐのあたりに水上都市『エリクシア』は浮かんでいた。

　円形の中央ブロックは、直径一〇キロほど。

　そこに都市生活を支えるインフラの大部分が集結し、中心には高さ三〇〇メートルのセントラルタワーが建つ。

　この中央ブロックに、外縁ブロックが円を描くように付設されていた。

　空から見れば、『蓮はすの花』にも似た人工の街。日本など世界数箇所に水上都市は存在し、どれも同じ様式で建築されたという。

　シャンティと同じ地球人種も大勢、はたらいていた。

　が、やはりエルフのひとびとに注目してしまう。

　初めて出会う異世界の種族。耳が長く、美貌かつ長命。特に、地上へ亡命してきたグループは天才ぞろいなのだという。

　亡命エルフの美男美女とすれちがうだけでなく、言葉も交わした。

　シャンティを出迎えてくれた男性エルフは完璧な紳士だった。おだやかな物腰で水上都市のあちこちを案内してくれた。

　次世代ドロイドの実験場。無人農場。最先端の医療施設。

　電力供給の要だという巨大プレイホイール。

　観光案内のあと、セントラルタワーのきれいすぎる一室で、案内人のエルフ氏はおもむろにナノマシン適性について説明をはじめた。

「……というわけでシャンティ。君はきわめて貴重な資質ギフトの持ち主なんだ。よければナノマシン移植を受けて、わたしたちの研究を手伝ってもらいたい──」

　まさに予告されたとおり。

　返答に困って、硬直したシャンティのそばには、予言者役をつとめた周雪麗が当然のようにいた。壁にもたれながら、

『ほら、言ったとおりでしょう？』

　とばかりに、みごとな〝どや顔〟をしていた。

　ちょっと腹立たしい。雪麗の前でイエスともノーとも言いたくないので、シャンティは保留することを選んだ。

「す、すこし考える時間をください……」

「もちろん、いいとも。そうだ、もうすっかり夜になっている。部屋を用意するから、今夜は泊まっていくといい」

　案内人のエルフ氏に勧められて、外泊も決まった。

　母親には数時間前、無事をスマホで報しらせていたが、今度は外泊の許可をもらうために電話をかけて、

「はぁぁぁぁ」

　シャンティは深くため息をついた。

　一応、ナノマシン適性についても母に説明したが、次世代の近未来技術はちんぷんかんぷんだったらしく、まったく意味のある会話にならなかった。

　ともかく外泊許可をもらったシャンティ、ひっそりとつぶやいた。

「ほんと……どうしたらいいんだろ？」

「決まってるわ。さっさと移植を済ませて、私のスタッフになる。凡庸な人生を送るしかなかったあなたにとっては、最高のチャンスとなるはずよ」

「だあっ！　それはもういいから！」

　徐々に《着装者五号》への遠慮が薄れてきたシャンティ。

　失礼な物言いにキレて、ついに文句をつけた。

「あなた、着装者四号のテヤンと同じで軍人なんでしょっ!?　早く自分の部署だか部隊だかに帰らなくてもいいの!?」

「問題ないわ。最初からここに泊まる予定だったし」

「うえっ、あなたも!?」

「そもそも私の部隊の管轄区は東シナ海、南シナ海、中国沿岸部──。理由もなく、ジャカルタくんだりに居合わせるはずないでしょう？」

「救助に駆けつけてくれたものだとばっかり……」

「そうなった可能性も高いけど、そのときはもうすこし到着が遅れたわ。この水上都市『エリクシア』を訪ねる必要があったからこその僥ぎよう倖こうよ」

　つまり、軍の許可を得たうえでの単独行動なのだ。

　きょとんとしたシャンティへ、見た目こそ儚はかなげなくせに真逆の内面を持つ中国人少女はきびきびと告げる。

「ちょうどいいわ。私の用事につきあいなさい」

「ど、どうして!?」

「ナノマシンのこと、亡命エルフのこと、もっと知りたくないの？　移植を受けるにせよ、断るにせよ、判断材料のひとつにはなると思うけど」

　根が素直な性分のシャンティ・マレッタ・プトリ。

　周雪麗チヨウ・シユエリーの傲慢さに腹を立てつつも、『たしかにそうかも』と思いなおした。




　雪麗は慣れた足取りで先を行く。

　水上都市の中心にそびえ立つセントラルタワー。その上層階へ昇るための高速エレベーターに乗って、やってきたのは五二階だ。

「なんだかホテルみたい……」

「居住エリアよ。亡命エルフの賢人たちが暮らしているの」

　廊下にたくさんのドアが並んでいる。

　ただし、ドアとドアの間には十分なスペースがあり、部屋の広さは申し分なさそうでもあった。この廊下をふたりは進んでいる。

　やがて、ホールに出た。

　美しいエルフの男女が十数名いて、立ち話をしたり、ソファに腰かけて歓談したり、あるいは書類に目を通したりして、優雅に時を過ごしていた。

　雪麗は彼らを無視し、ホールの中心へとずんずん歩いていく。

　……そこにひとり、少女のエルフがいた。

　異世界からの亡命者たちには『みんな若々しい』という種族的特徴がある。

　だが、その少女は人間で言えば一五、六歳ほどに見えて、ほかのエルフよりもどこか幼い顔つきであった。

　耳が長く、褐色のシャンティと同様に肌の色が濃い。

　インドネシア人である自分よりも赤みがかっていて、赤褐色の肌だった。

　そういえば、すれちがったエルフ族のなかには黒い肌の人物もいた。地球人類と同じく、彼らの種族も多様性に富んでいるのだろう。

　赤褐色の肌を持つエルフ少女は、どこかあどけない、可か憐れんな顔立ちだった。

　床に敷いたカーペットの上で横座りをして、横長の弦楽器──琴の一種らしきものをつまびいていた。

　その旋律に合わせて、エルフ少女は歌う。




　Gateガテー・Gateガテー・Paragateパーラガテー──

　Parasamgateパーラサンガテー・Bodhisvahaボーデイスヴアーハー──

　Gateガテー・Gateガテー・Paragateパーラガテー──

　Parasamgateパーラサンガテー・Bodhisvahaボーデイスヴアーハー……




「すごく素敵……どんな意味なんだろ？　エルフの言葉ってことだよね」

　不思議な響きの歌声に、シャンティは顔をほころばせた。

　歌の邪魔になりたくないので、あくまで小声でのつぶやき。返事を期待してのものではなかったが──雪麗シユエリーがさらりと言った。

「往ゆきし者よ、往きし者よ、この世の彼方かなたまで往きし者よ。完全なる到達者、その覚醒に幸いあれ……そんな意味の歌よ」

「あの言葉がわかるの……!?」

「ある程度は。せっかくだから勉強中なの。あれはエルフ語というより、異世界パーラムで最も標準的な共通言語らしいわ」

　すらすらと雪麗は語る。

「地球で言うサンスクリット語と同一ではないけど、よく似た言語でもある。私たちの地球文明と訳のわからない異世界──おそらくは太古の昔から、何らかの形で交流があった傍証と見なすべきでしょうね」

「へえ……」

　どうやら周チヨウ雪麗、えらそうなだけではなく、頭脳明めい晰せきでもあるようだ。

　考えてみれば、戦闘時に披露した格闘技の動きもみごとだった。今も英語でやりとりしているが、シャンティよりもかなり流りゆう暢ちようだ。語学に堪能なのだろう。

　きっと努力を惜しまないエリートなのだと、彼女を見直したとき。

　雪麗は大きな歩幅で赤褐色のエルフ少女に近づき、いつもの高圧的な物言いで、単刀直入に詰めよった。

「これで三回目の表敬訪問になるわね、クラン」

「…………」

　びくっ。クランと呼ばれたエルフ少女は明らかにおびえていた。

　だが、かまわずに雪麗はつづける。

「三顧の礼も尽くしたことだし、そろそろ『イエス』の返事をいただきたいわね。あなたもクローンエルフのひとり──地の王家、だったわね？　そこの最後の王であった《星の女王》のクローン体なのだから」

「…………」

「アスラフレームとその着装者を補佐する使命に従事して、この私と五号機ヴァルナを助けて頂戴。あなたも《星の姫》と呼ばれているわけだし、姫らしくノーブレス・オブリージュの義務感に目覚めて欲しいわ」

「…………」

　クランはよほど無口なのか、臆病なのか。

　ぽんぽんと雪麗がまくし立てても、まったくの無言だった。ただ顔を背け、中国人少女の美貌を正視しないようにして、身をすくませている。

　事情はよく呑のみこめないが──シャンティはお節介を焼くことにした。

「ちょっとちょっと！　この娘こ、すっかり怖がってるじゃない！」

「仕方ないの。私の五号フレームの強化はアジア圏、ひいては世界全体の防衛にも影響する最優先事項なのよ。悠長にお願いしてられないわ」

「だからって、言い方ってものがあるでしょう！」

　地上人種の女子ふたりで言い合い。

　結局、まわりにいたエルフの賢人たちが割って入ってきた。雪麗シユエリーをなだめるべく、優雅な言葉を尽くしてくれたのだ。

　……その間、エルフの少女クランは、シャンティのうしろに隠れていた。

　結局もう時間も遅いので、今夜は解散となり、雪麗は不機嫌そうにあてがわれた客室へと去っていったのだが。

　別れ際に、クランが『ぎゅっ』と両手でシャンティの右手をにぎりしめた。

「…………」

「さ、さよならってこと？」

　ここに至っても、クランはまだ無言。

　身長一六〇センチのシャンティよりもひとまわり小柄だ。だが、ダンス好きで無駄な肉などない女子高生よりも、グラマーな体つきだった。

　上目遣いで自分の顔を見つめるクランの気持ちが読めない。

　シャンティは戸惑いながら、あいさつした。

「じゃ、あたしもここで……。よかったら明日も会いましょ」

　クランの口元がかすかにほころんだ。

　じっとシャンティの目を見つめながら。たぶん『イエス』の意思表示なのだ。

　それからエルフの少女クランは、この場を小走りに離れていった。無口なせいか、やることがいちいち小動物っぽい。

　──今日は初めて聞くことばかりだった。クローンエルフ。ナノマシン云うん々ぬん。

　疲労感を覚えたところで、シャンティは気づいた。

「手が……光ってる？」

　見まちがいではなかった。

　シャンティの右手。すこし前、クランの両手でつつみこまれた手のひらがきらきらと、淡い光を帯びていたのである。

「ええええぇぇぇぇぇーっ!?」

　子細を訊たずねようにも、エルフの賢人はもう誰もいない。

　大いにあせり、シャンティは誰か歩いていないかと廊下をうろつきはじめた。





　　　　　　　　　４






　ジャカルタの夜は更け、まもなく日付も変わるという頃──

　市内の路上数カ所で動き出すものたちがいた。

　はじめ、それは〝小さな鬼火〟であった。ひとりでに現れ、宙に浮いて、ゆらゆら揺れながら燃えていた。

　が、徐々に大きくなり、一軒家も呑のみこめるほどのサイズにまで膨張。

　巨大な火の玉となったうえで──ジャカルタ市街地の上空を、ふわふわと漂いはじめたのである。

　ときどき『ぼうっ！』と炎のかたまりを吐き出しながら。

　それを浴びて、市街地の建物が火事となる。木造ならば瞬時に全焼し、鉄筋コンクリートのビルなどでも、ほんの数分で火が回りきってしまう。ふつうの火事ではありえない猛火、爆炎であった。

　市内上空に現れた火の玉は四つ──。

　いつしか、球体であった姿がどれも『人型』に変わっていた。




「ジャカルタ市内の四カ所に《イフリート》が出現。それも四体同時に!?」

　報告を聞いて、周雪麗チヨウ・シユエリーは顔をしかめた。

「──昼間のやつだけではなかったということ？」

「そのようだね。今日、襲来した《ポータル》の主あるじ……選ばれしダルヴァの門主は炎の魔神を五体、残していったんだろう」

　美しい亡命エルフの男性賢人が言った。

　水上都市『エリクシア』のセントラルタワー、その最上階である。三六〇度どちらを向いてもガラス張りの展望ホールだった。

　一〇分前、客室でくつろいでいた雪麗に『敵襲』の報しらせがあった。

　すぐに身支度し、このホールに駆けつけた。もちろん眺望を楽しむためではなく、緊急出撃するために。

　いまいましさを押し殺して、雪麗は冷ややかに言った。

「一体は囮おとりにして、こちらが油断した頃に潜伏させていた四体を解きはなつ──そういう意図だったと見るべきね。大魔術師のやつら、こちらの被害が拡大するように、細々と工夫を凝らしてきて……本当に腹立たしいわ」

　正直、無能な味方よりもよほど気の利く輩やからなのだ。

　自分にも同じくらい頭を使うスタッフ、上官がいてくれたらと思いつつ、雪麗は美貌の男性賢人に訴えた。

「クランに私のバックアップをお願いしてくれる？」

「まかせてくれ。だが知ってのとおり、星の姫と君──着装者五号の相性は決してよいとは言えない。あまり期待はしてくれるな」

「もうっ。これは戦争だってのに、相性って何なのよ！」

　思わず文句がこぼれ出る。

　一対一でも手こずったクリーチャーが四体も出現。非常事態だというのに。だが、ここで臆して引きこもるなど、周雪麗チヨウ・シユエリーには許されない──。

「じゃ、あとはよろしくね……着装」

　大量のナノ粒子が雪麗の右手からあふれ出た。

　次の瞬間、青いナノ装甲に身をつつみ、アスラフレーム《05ヴァルナ》の着装者として飛び出していった。

　展望ホールの天井、その一角がすでに開き、非常口となっていた。

　反重力リフターによる飛行でそこを抜け出て、空を突き進む。今夜は満月。ジャワ海の海面が月光を浴びて、光り輝いていた。




「ねえクラン、あたしをどこに連れていくつもりなの!?」

　何度訊きいても、クローンエルフの少女は答えない。

　ぐいぐいシャンティの右手を引っぱって、廊下を足早に歩いていく。クランはあいかわらず無口だが、必死の面持ちであった。

　ついさっき、シャンティの泊まる客室を訪ねてきたのである。

　ドアを開けたら、右手をつかまれ、エレベーターまで引っぱっていかれた。

　やってきたのはタワーの二〇階。その廊下をエルフと人間の女子ふたり、ずんずん突き進んでいる。

　尚なお、セントラルタワー内は深夜だというのに騒がしかった。

　館内放送、行きかうエルフや人間の会話を洩もれ聞きくに、ジャカルタ市内にふたたびクリーチャーが出現したらしい。

　市内の両親や友人たちの安全を、シャンティが祈っていたら──

　クランがあるドアを開けた。セキュリティチェックなのか、ドアの横のタッチパネルに手のひらを押し当てて。

　室内は広く、博物館のようであった。

　展示ケースがいくつもならんで、雑多な品々が収まっている。

　刀剣、楽器、ぶあつい本、アクセサリー類。シャンティは頭をひねった。

「どういうところなの、ここは？」

「…………宝物庫」

　シャンティはハッとした。ついにクランがしゃべった！

　かぼそいが、楽器の音色を思わせる声は聞きとりやすく、可か憐れんであった。その声でクランは重ねて言う。

「…………あの怖い人とヴァルナを助けてあげて」

「？　ミズ雪麗シユエリーと五号フレームってこと？　え、ええと、そういうことをあたしに頼むの、ちょおっと無理があると言うか、不可能？」

　シャンティとしては、当然の回答であったわけだが。

　クランがすっと右手をあげて、奥にある〝もの〟を指さした。

「あれって──」

「…………ソーマ。八番目のアスラ」

　指ししめされたものは、白銀に輝くスーツであった。

　シルバーを基調とする装甲にはあちこち丸みがあり、どこか女性的だ。ヘルメットの『顔』に当たる部分も不思議と柔和に見える。

　ところどころ黒い差し色が入って、銀器のようにきらびやかだった。

　そして──

「えええっ、何これ!?　この布、何ぃっ!?」

　シャンティの右手のひらがきらきら輝き出したかと思うと、その光の粒子は急に浮きあがってきて、形を得たのである。

　手の上に──マフラーに似た形状の細長い布が落ちてきた。

　紫色の生地であった。なぜだろう？　この布きれにふれた瞬間、シャンティはクランの歌を思い出した。

　往ゆきし者よ、往きし者よ、この世の彼方かなたまで往きし者よ──

　完全なる到達者、その覚醒に幸いあれ──

「こ、これはまさか、あたしにアスラフレームを着てくれっていう……流れ？」

「…………そう」

「ウソでしょ、神様！」

　と、クランと夢中で話していたら。

　新たにふたり、宝物庫に入ってきた女子たちがいた。にぎやかに会話中だ。

「ふぅぅぅ……一三時間ものフライト、ほんとに疲れました……」

「しかし飛行機とやら、なかなか楽しいな。できれば、この手で操ってみたいという要望をかなえて欲しいところではあったが」

「アインさんなら、そのうち本当に操縦覚えちゃいそうですけどっ」

　黒髪のエルフ少女に、中学一、二年とおぼしき女の子が訴えていた。

「アリヤたちを乗せるなら、その前にみっちり練習してからですよ！　飛行機事故で墜落死なんて絶対にゴメンです！」

「なに。そのときはユウに助けてもらえばいい」

「今回、わざわざ飛行機を乗り継いで日本から来たのだって、おじさんの言ってた八号フレーム《ソーマ》の起動実験のためなんですからっ。重大イベントの前に、おっかないこと言い出さないでください──あ。先客さんですね」

「おお」

　黒髪の、威風堂々としたエルフ少女がにこっと微笑ほほえんだ。

　シャンティの隣にいるクラン、同族の少女の顔をまじまじと見て。

「こちらにいるとは聞いていたが、もう会えるとは僥ぎよう倖こう。地の王家を治めた《星の女王》の複製体だな？　お顔に見覚えがある」

「…………あなたは《風の姫》？」

「ああ。今世での名はアインという。よろしく頼む」

　快活でいて明朗な物言いに、思わずシャンティは好感を持った。




「イィィィーヤーァァァァァァッ！」

　気合いの声も高らかに──

　雪麗シユエリーは空中にとどまりながらの連続蹴りを放っていた。

　高度一〇〇メートル前後。遥はるかな眼下にはジャカルタ市街が広がる。その空に反重力リフターの飛行力で駆けあがってきた五号フレーム《05ヴァルナ》は今、炎の魔神《イフリート》の一体、その胸板へ、左右の直蹴りを何十発とたたき込んでいた。

　ダダダダダダダダダダダダッ！

　赤い聖骸布を巻いた足がイフリートを蹴るたび、快音がとどろく。

　猛烈なること、爆竹のごとし。そして打撃の密なること、まさしく豪雨が大地を間断なく抉えぐるがごとし。

　この蹴りを地上で使えば、あまりの速さゆえ、蹴り足の影が落ちることもない。

　まさに無影脚。必殺の連撃であった。

　しかも、昼の戦い同様、逆流の《必滅法典ドウームズデイ・ブツク》で痛打を浴びせてからのフィニッシュブローである。

　迅速果敢な速攻で、雪麗はまず四体いる敵の一角を崩す寸前まできていた。

　だというのに──連続蹴りで炎の魔神を追い込んだ雪麗の背後に、二体目の魔神が飛んできて、口から爆炎を吐いたのである。

「堪えて頂戴！　ヴァルナ、対魔術外殻アンチマジツクシエル！」

　アスラフレームに命じつつ、雪麗は尚なおも蹴る。蹴る。蹴る──。

　スーツ内の温度が急上昇するなかでの猛攻。しかし、そこに三体目が来て、《大爆裂ヒユージ・エクスプロージヨン》の魔法を仕掛けてきた。

　ドゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥンッ！

　爆発と衝撃波にさらされて、五号フレーム《05ヴァルナ》はふっとばされた。

　魔法を無効化し切れなくなったのだ。とどめを刺すはずの連続蹴りも中断となり、雪麗シユエリーと海のアスラは落ちていく。

　ガンッ！　とある高層ビルの屋上に激突した。

　もちろん、この程度でアスラフレームが傷つくはずもない。

　雪麗は即座に立ちあがった。いまいましい想おもいで空を見あげながら。せっかく一体しとめかけていたのに、最後まで詰められなかった。

　炎の魔神イフリートが四体、雪麗のいるビル屋上に飛来してくる。

　だが、ある程度まで近づいたところで止まった。接近戦を避け、魔法で逆襲するつもりなのだろう。

　四体そろって、呪文を詠唱しはじめた。

「く──っ。聖骸布、ヴァルナと私を守って！」

　足に巻いてある赤き布をちぎり取り、宙に投げる。聖骸布のかけらはたちまちほどけて、幾千本もの細かな繊維となって、雪麗のまわりをただよい出した。

　この繊維の一本一本が対魔法の防御壁となるのだ。

　だが、イフリート四体の合同魔術にどこまで耐えられるか──。

　背を伝う汗が冷たい。さすがの雪麗も焦りを覚えてしまった。ほかに何か妙手はないものか……。

『情報連結コムリンクの相互認証を請う』

　不意に、メッセージのウインドウが視界内に現れた。

　誰かナノマシン移植者が、雪麗のナノ因子にアクセスしてきたのだ。

「こっちはそれどころじゃないっていうのに──誰!?」

　苛いら立だちながら、ウインドウをちらりと一いち瞥べつ。視線入力によって『承認』した。

　すると──男性とも女性ともつかない、中性的な声がとどいた。

『君と、そして五号フレームとも連携したい。フォローを頼む』

「連携ですって!?」

『ああ。緊急時みたいだから、もう準備してある。アイン、福音ゴスペルコードを頼むよ』

『了解した。風の獣も出番を待ちかねているところだぞ』

　新たな声は、はっきり女のものだった。

　性別不明な発信者のチームメイトなのだろう。

　だから雪麗とも情報連結がつながった。顔もわからない彼女は凜り々りしくものびやかな美声で、寒々しい詩文を口にした。




　──三さん界がいの罪つみ人びとは犯せし罪を知らず、四し生せいの愚者は愚ぐなることを識しらず

　──生まれ生まれ生まれて生の始めに暗く、死に死に死んで死の終わりに冥くらし




　禍まが々まがしい力に満ちた言葉の数々。雪麗シユエリーは確信した。

「使うのね、《必滅法典ドウームズデイ・ブツク》を。あなたも──アスラの着装者レジスタなのね！」

『そういうことだね。……ルドラ、嵐の王の名前にかけて、やってくれ』

　やけにクールな、すこし気取った物言い。

　ルドラ。三号フレーム《03ルドラ》にちがいない。

　ということは、日本の着装者三号？　いいや、彼はとっくに戦死したとの報告が中国軍にはとどいていた。

　すぐに雪麗は状況を理解した。

「そう……あなたが二代目セカンド──。新たな着装者三号レジスタ・ゼロスリー。それも先代より遥はるかに優秀な！」

　日本の国防軍所属だった先代──。

　結局、聖骸布すら授かれないまま戦死した。実力不足であった彼と、そのような者を選抜する日本政府を、雪麗は心底軽蔑していたものだ。

『さあ？　その辺は僕の口からは言いづらいな』

　情報連結コムリンクで通信する雪麗と三号フレーム《03ルドラ》。

　その眼前に──烈風地獄が具現していた。暴風がうずまき、吹き荒れ、空中のイフリート四体を巻きこんでしまった。

　怒ど濤とうのごとき風が魔神たちのまとった火炎をはぎとり、ふきとばしていく。

　しかも暴風にまぎれて、白い『豹ひよう』──煙のごとき肉体を持つ四足獣がイフリートＡに飛びかかり、喉笛を食いちぎっていた。

　二体目イフリートＢは魔風によって、ついに天高くへ運ばれていった。

　そのまま爆発。炎の魔神は木こっ端ぱ微み塵じんに爆裂し、爆風となって地上から消えた。

「今が最大の勝機……ということね！」

　雪麗は気づいていた。

　嵐の烈風地獄、その渦中にいるというのに、五号フレーム《05ヴァルナ》はそよ風を浴びている程度の風圧しか感知していなかった。

　守られているのだ。嵐と空の王《03ルドラ》に加護されて。

　ならば──雪麗はふたたび天へと駆けあがった。空中で暴風に苦しむ三体目、イフリートＣの頸けい部ぶに回し蹴りをたたき込む。

　足に巻いた聖骸布が輝き、霊剣エクスカリバーとなって、魔神の頸くびを断ち切った。

　そして最後の四体目、イフリートＤのもとへ飛来する者がいた。マッハ五にも達する超音速の飛ひ翔しようだった。

　音速の壁を超えたアスラは、黒と黄金のナノ装甲を有している──。

『……これで試合終了だ』

　着装者三号はイフリートＤに体当たりしていった。衝撃空気流ソニツクストリームをまき散らしながら、鋼の鉄てつ槌ついと化して。

　炎の魔神はその一撃であえなく消滅──。完勝だった。

「……まだクローンエルフがいたのね。そして、二代目三号と共にいるんだわ！」

　五号フレームのなかで、雪麗シユエリーが見つめる映像ウインドウ。

　天あま翔かける空の王《03ルドラ》の拡大映像が流れている。首に巻いた聖骸布は黄色、雪麗の持つそれとはちがう。

　クランの聖骸布は紫色だと、耳にしていた。

　さっき情報連結コムリンクに加わってきた『アイン』。三人目のクローンエルフなのだ。

「私の運気、いよいよ上がってきたようね……」

　五号フレーム《05ヴァルナ》着装者・周チヨウ雪麗。

　彼女は今、青き仮面の下で雄々しく微笑ほほえみ、闘志を燃やしていた。
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　突如、天空の城《ポータル》と炎の魔神が出現したジャカルタ。

　襲撃から一夜明け、一いち之の瀬せユウは熱帯圏の朝を迎えていた。ただしジャカルタ市内ではなく、洋上の水上都市『エリクシア』で。

「うわあ。こっちは五月でも暑いんだねえ！」

　ユウは感嘆した。

　午前九時台だというのに、もう陽ひ差ざしがギラギラしている。

　セントラルタワーのエントランスを出て、外気と朝日を浴びたところだった。冷房の効いたタワー内とは別世界である。

　今朝のユウはＴシャツにハーフパンツ姿。

　着の身着のままで水上租界『那な由ゆ多た』から来たので、急きゆう遽きよここ『エリクシア』で分けてもらった衣類である。

「昨日は飛行機を三度も乗り換えましたけど」

　後輩の東とう堂どうアリヤが言った。

　こちらも薄手のワンピースを着て、すっかり夏仕様である。

「上海シヤンハイ、ダナン、シンガポール……この三カ所はまだどうにかクリーチャーの襲撃に持ち堪こたえている感じでしたね。ひさしぶりに『大都市』を見られて、感動でした」

「でも上海って、思ってたのと全然ちがってたな」

　ユウは不思議がった。

「空港にもあまり人ひと気けがなくて。飛行機の窓から『下』を見たときも、大都市なのに車とか人もすくなかったし……」

「先輩。上海は何ヶ月か前に、人口の半分以上をよそに移動させたんですよ」

　アリヤに教えられて、ユウはのけぞった。

「い、移動!?　たしか何千万人もいたんだよね!?」

「はい。異世界の《ポータル》とクリーチャーを迎撃しやすい要塞都市として生まれ変わるための施策だったんです。市内にはドローン部隊が常駐して、地下避難所なんかも造られて──市民の住居も基本、戦闘の影響を受けにくいエリアに新設した公営住宅にして……」

「す、すごく大がかりな工事とか必要そうだけどっ」

「クリーチャーと大魔術師たちがロシアで猛威を振るっていた間に、国を挙げて準備に取りかかって、ぎりぎり間に合ったらしいです」

「うわあ」

　国力の差と言う以上の格差を思い知って、ユウはため息をついた。

　それだけの計画性と危機感がどこかの国にもあればとは、もはや言っても詮無きこと。代わりにユウは〝相方〟を見やった。

「そういえばアインたちの国って、どんな気候だったの？」

「われらの王国は日本国よりも寒冷で、空気も乾いていた。だが、クランどの──あの姫の王国などは、当地と同じほどに暑く、常夏の風土であった」

「地球と同じで、異世界の気候もいろいろなんですねえ」

　エルフの姫が語った異世界事情。アリヤが感じ入る。

　ちなみにアイン、今朝は白いＴシャツの上に花柄のロング丈カーディガンを羽織り、ボトムスはデニムのショートパンツであった。

　仲間の波は多た野のなつきから借りてきたそうで、あらわな脚線美がユウにはまぶしい。

　麦わら帽子もかぶって、完璧な夏の装い。遠征先が暑いと聞いて、わざわざ持参するところが衣装好きのアインらしい。

「さ。今日はいよいよ、本格的に実験開始ですね」

　アリヤが言った。

「完成直後から動作が不安定になって、今では起動すらしなくなった八号フレーム……なつき先輩の六号みたいに、アリヤがどうにかできればいいんですけど」

　休眠状態のアスラを覚醒させる力──。

　そのような能力に、ハーフエルフの後輩はめざめつつあるらしい。

　舞まい鶴づるで三号フレーム、水上租界『那な由ゆ多た』で六号フレーム《06ヴリトラ》が起動した〝本当の理由〟、アリヤのナノ因子だったのでは？

　この仮説を確認し、戦力を増強させるために自分たちはやってきたのだ。

「さて……ユウ」

「何、アイン？」

「予定どおりに行けば、まもなくわたしたちは離ればなれになる。となれば、生きわかれとなる恋人同士にふさわしい時間の使い方があると思うんだが？」

「あ、あの！　ツッコミどころ多すぎ！」

　しれっとしたアインの発言に、ユウは大いにあわてた。

　さらにアリヤまで、にやにや笑いながら合いの手を入れてくる。

「それってつまり、アリヤが気を利かせて、席を外した方がいい系のイベントですね。面白いから、このままいっしょにいるつもりですけど」

「クロエの娘よ。その悪戯いたずら心は王への叛はん逆ぎやくと取られても抗弁できないぞ」

「だって気になるじゃないですかー。ユウ先輩がこのピンチをどう切り抜けるのか、押し切られちゃうのか」

　おしゃべりで盛りあがっていたユウたち三人。

　だから、〝彼女〟がすぐ近くに来るまで、気づかなかった。

「ここにいたのね、あなたたち」

「……あ」

　聞き覚えのある声に、ユウは気づいた。

　目の前にすらりとした黒髪の女性がいる。波は多た野のなつきと同年代だろう。

　朝のジョギングのあとなのか、速乾吸水素材のトレーニングウェアを着ていて──まちがいない。

　この声は中国海軍に所属だという《着装者五号》！

「私は周雪麗チヨウ・シユエリー。よろしく。──それで、あの人はどこ？」

　唐突に問われて、ユウは困った。

「あの人って？」

「三号フレーム《ルドラ》の着装者。あなたたち、彼のスタッフでしょう？　そして聞いたわ。三人目のクローンエルフ……アインというそうね？」

「たしかにそうだ。海と深しん淵えんの王どの」

　いつもの王族らしい鷹おう揚ようさで、アインは認めた。

「昨夜の戦いぶりはみごとだった。それこそ空と嵐の王である《ルドラ》の操者とも見劣りせぬほどに」

「そうでしょうね、当然。私、実戦では常に完璧だもの」

　アインの賞賛を受けて、雪麗は平然と肯定してみせた。

　なんという自信。思わずユウはアリヤと目配せを交わした。これはまた、ナダル理事に次ぐ新手の奇人が登場したようだと。

　その雪麗がさらに言う。

「ただ──ひとつ訂正させてもらうわ。昨晩は明らかに、私よりも三号の方が功績では勝っていた。見劣りしない、とは言えないでしょうね」

（あれ？）

　ユウは意外に思った。

　やたらとプライドが高そうな超・自信家。

　昨日からのやりとりで、それはとっくにわかっていた。なのに、あっさり『三号の功績が上』と発言した。

　そこまで負けずぎらいでもないのだろうか──

「ま、それもあなた……アインのサポートがあったからよ。条件が同じなら、まあ互角か、たぶん私の方がいい働きをしたでしょう。彼、三号くんは幸運よね？　この私よりも早く、アインに出会えて」

「…………」

　ユウはコメントを控えた。やっぱり超・負けずぎらいだ。

　代わって、アインが超然と答えた。

「その出会いも運命の導きがあればこそだ。……それにただの幸運であっても、いくさ場では何よりも大切だぞ。強運に愛された戦士ほど、頼もしいものはない」

「へえ。あなた、エルフなのに私と気が合いそうね」

　雪麗シユエリーはどこか獰どう猛もうな笑みを浮かべた。

「賢人の先生方と来たら、どいつもこいつも腰の抜けた茶坊主みたいなことばかり言ってて、正直、話していてイライラすることが多いの」

「風の王家は尚武の家門。わたしもまた戦士だからな」

「気に入ったわ！　あなたこそ、私を補佐するにふさわしいクローンエルフ！　三号くんともども周チヨウ雪麗の軍門に降くだりなさい！」
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「ぐ、軍門に降くだる？」

　雪麗シユエリーの勢いに圧倒されていたユウ。だが、ついに口を挟んだ。

「どういう意味、それ!?」

「私をかなわない相手と素直に認めて、指揮下に入れという意味よ。ま、三号くんもなかなかやりそうなインプレッションはあったけど、ちょっとスカしてて、気取ってて、あんなノリじゃ私の燃えるような闘志にかなうはずないもの」

「はあ」

「パワーレンジャーのリーダーはたいていレッドなの。三号くんは、まあブラックかブルーのポジションよ。トップの器じゃない」

　どうやらスーパー戦隊ものの話題のようだ。

　もしかしたら雪麗、日本の特撮にくわしいのかもしれない。〝親友〟伊い集じゆう院いんと話が合いそうな──と思いつつ、ユウは困惑していた。

　彼女の熱量に、素の一いち之の瀬せユウではたしかにかなわない。

　一方、雪麗はまじまじと、そのうえ、不審そうにユウの顔を見つめはじめた。

「ところで君…………誰？」

「一之瀬、ユウ。着装者三号……のマネージャー、みたいな」

「そう。だったら彼に伝えて。私の副官待遇で部隊内にポジションを用意してあげるから、連絡をくれって。条件面の相談をしたいわ」

「……わかった」

　独特すぎるテンションだが、きわめて有能そうではある周チヨウ雪麗。

　着装しないと対抗できる気がしない。ユウは自己主張や反論をあきらめ、この場をやりすごすモードになった。

　尚なお、アリヤはにまにまと、アインはくすりと微笑ほほえんでいた。

　正体を隠した『三号』と雪麗のやりとりが面白いようだ。他ひ人と事ごとだと思って、気楽だな──とユウは疲れを覚えた。

「じゃあアイン。次に会うときまでに三号くんとよく検討して、すぱっと私のスタッフになる決心を固めて頂戴。三顧の礼とか、まだるっこしくて大きらいなの」

　そう言いのこして、雪麗は去っていった。

　ちなみに今までの会話、全て英語で交わされていた。

　日本国外へ出るにあたり、ユウのナノマシンに英会話ツールがインストールされたおかげだった。

「変な感じ……今、頭のなかで考えてる内容も英語になってるよ」

　ユウはつぶやいた。

「違和感とか全然ないし。エルフの先生たちが作るものって、本当にすごいな」

「それに頼りすぎると言語感覚がメチャクチャになるから、必要ないときはオフにしておく方が安全らしいですよ」

　説明するアリヤは同じツールを未使用である。

　何気に学業も超優秀なハーフエルフの少女は、自前の語学力で英会話もこなせるのだ。それはアインも同じだった。

　異世界の女王のクローンである相方は、日本語に切りかえて告げた。

「さあユウ。さっきの話の続きだ。愛し合う者同士にふさわしい別れをしよう」

「あ──僕、もう行かないと。じゃあアイン、さよなら！」

「ユウ！　このとおり、わたしはあなたの『ハグ』を待ってるんだぞ。この間、劇的な逆転ゴールを決めたときみたいに、熱く抱擁し合おう！」

　両腕を広げて、アインが呼んでいる。

　しかしアリヤも見ているし、見ていなくても気恥ずかしいし、とても応えられず、ユウはナノ粒子を右手から放出させた。

　着装──。黒と黄金のスーツをその身にまとう。

「先に日本へもどっている。八号フレームの件、がんばって」

　もう押しの弱い一いち之の瀬せの声ではない。

　男とも女ともつかない中性的な美声であり、ちょっとスカしてて、気取っている着装者三号としての言葉だった。

　ぷりぷりと怒るアインにも、さっと気き障ざな手振りで別れのあいさつとする。

　反重力リフター、始動。そのままユウは飛び立った。超音速で日本へ帰り、『野や暮ぼ用よう』を済ませてしまうために。
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「いやなものだな」

　ナダル・ラフタル・タァシュサハリントンはぼそっと言った。

　水上租界『那な由ゆ多た』の理事にして、亡命エルフの賢人。天才集団のなかでも策謀・知略を担当するポジションであった。

　彼は今、ひどい仏頂面で愚痴っていた。

「われわれの清らかな租界を出て、汚濁と腐敗にまみれた今の日本に上陸するというのは……。ああ、気を悪くしたのなら申し訳ない。これは君たち地球人種の反知性主義と動物的気質を皮肉ったのではなく、単に私の潔癖症ゆえの感想だ」

「いや、理事にいつも悪気がないことは承知しておりますがねえ……」

　微妙に苛いら立だった顔つきで、佐さ久く間ま武官は応じた。

「もうちょっと、言葉選びに気を遣っていただけると、こちらとしても助かります」

「留意しよう。だが、むずかしいかもしれんな」

　ナダルはしれっと付け足した。

「何しろ、私の語彙はきわめて多い。君たち平均的日本人を凌りよう駕がするほどに日本語にも精通している。君らに理解しづらい言いまわしを使ってしまうことも多いだろうから、そのときは容赦してくれ給たまえ」

「ははは……。たしかに、天才の先生方ほど頭よくはないですねえ」

　うつろに笑いながら、佐さ久く間まはしかめ面をした。

　つい先日まで日本の国防軍（正確にはその残党）に所属していた。その頃は謹厳実直かつ忠誠心あふれる国防官だったのだが。

　水上租界の専任武官となった現在、上司にしばしば批判的になる。

　見た目も中身もたくましい好青年である佐久間──

　まっすぐな気性である分、ちょくちょく皮肉とへらず口を吐き出すナダルの『護衛役』でストレスを溜ためこんでいるのだ。

　逆に、もうひとりの護衛役、志し波ば十じゆう郎ろう太たは平常運転だった。

「……ナダル理事。もうすぐ徳とく島しま県庁です」

「うむ」

　志波の運転する電動自動車は、徳島市内を走っていた。

　和わ歌か山やま湾に浮かぶ水上租界を出て、〝四国〟に上陸中なのだ。助手席には佐久間。ナダルはひとりで後部座席を占領している。

　尚なお、亡命エルフの理事は〝お気に入り〟のコスチュームだった。

　有名ＳＦ映画でフォースを操る騎士たちがまとうフード付きローブと修行着だ。金髪を丸刈りにして、耳が長い──異世界からの亡命者には妙に似合う。

　佐久間は迷彩服、志波は作業用ブルゾンなので、統一感はゼロであった。

　この面子メンツで徳島市を訪ねるのも、早くも四回目である。

「どうだね、君たち。私が予測したとおりになったろう？」

　ナダルは言った。

「あと二ヶ月以内に、徳島市は福ふく岡おかにこもった日本政府の援助をあきらめ、われわれの租界を頼ってくると──われわれも地上に拠点を持ちたい頃合いだったから、非常に都合のよい申し出だった」

「徳島市内の内偵、進めてましたもんねえ……」

　かく言う志波も諜ちよう報ほうドロイドを操作し、それに加担した。

「ま、租界からの援助物資──食糧やら生活用品やら医療品やらがとぎれると、徳島サイドも文字どおり生命線が断たれるから、エルフの先生方の〝指示〟にはきわめて従順になるでしょうしね……」

「ちがうぞ志し波ば。指示ではなく、あちらの行政への助言──でしたね、ナダル理事？」

「うむ、佐さ久く間まくん。建前上はそうしておこう」

「理事！　それではあまりに、日本国民をバカにしすぎだ！」

「いちいち気にしない方がいいですよ、佐久間さん。こういう方ですもん……」

　そうこう話すうちに、目的地に着いた。

　徳とく島しま市内にある徳島県庁──。

　市庁舎や警察署などと共に、現在の徳島市民と難民をどうにかとりまとめ、苦しいなりに生活を成り立たせてきた人々の拠点となっている。

　元公務員や警察官が中心になり、そこに市民の有志が加わったという。

　だが──今日、ここでナダル理事と面談する相手は、徳島市とは無関係だった。




「それで、本日のご用件は？」

　県庁舎のとある会議室──。

　テーブルに着くなり、ナダルは問いかけた。両隣には志波と佐久間がすわる。そして対面には五名の男性が陣取っていた。

　国防陸軍の制服を着た者が三名、国防空軍の制服が一名。

　最後のひとりだけは、ふつうの背広である。もとは高級品であったと思われるが、クリーニングもままならない現在、すこしくたびれていた。

　五名の〝使節団〟へ、ナダルはさらに言う。

「今の時世でわざわざ『福ふく岡おか』から旅してこられたのだ。困難の多い旅路であったろうと推察する。そうまでして、われわれ水上租界に何をお話しいただけるのかな？」

「ほかでもない。『三号』の件だ」

　相手方──福岡サイドの国防官、そのひとりが口を開いた。

「そちらの水上租界に《着装者三号》が帰還したとの情報を入手した。大至急、あの者を当政府にひきわたしていただきたい！」

「ふうむ」

　ナダルはわざとらしく、両目をぱちくりさせた。

「政府、とおっしゃったように聞こえたが──私の勘ちがいだろうな。現在、『福岡』には各地から逃げこんできた難民があふれかえり、臨時政府を僭せん称しようする元軍人や元議員らによって、無為無策のまま放置されていると聞く。そうまで愚劣な集団を〝政府〟と呼称することは、日本語への冒ぼう涜とくではないかな？」

「無為無策などと──事実無根だ！」

「ふむ。まあ、発展途上国の武力紛争を制したゲリラ勢力も、その後は政権を握って、国をよくするどころか、己と身内にのみ利益を供与するために権力を駆使し、腐敗していくもの。なるほど、今のあなた方とそっくりだ」

「このエルフめ！　やはり貴様らは──」

「いやあ、耳が痛いお話です！」

　国防官のひとりが険しい顔で何かわめこうとしたとき。

　ひとりだけ背広を着た人物──三〇代とおぼしき青年が明るく言った。

「おっしゃるとおり、今の福ふく岡おかは何かと行き届かないことばかり。でも、ぼくたちはそのなかでベストを尽くしたいんです！」

　やけに熱気のこもった話しぶりだった。

　さわやかな熱血青年という面持ちで、体つきは痩せていた。溌はつ剌らつとして、仏頂面のナダルとはまさに真逆である。

「だから！　ぼくたちは三号さんに──救国のヒーローである着装者三号に帰ってきて欲しいんです！　彼にこれまでの感謝を伝え、共に立ちあがり、いっしょに日本を再生させていきたいとっ」

「ほほう」

「どうか、ぼくたちにチャンスをいただけませんか！」

「さて……感情をアピールするばかりで、論理に欠ける君のセリフの添削はいくらでもできるが。しかし、とりあえず基本的な事項を二点、語らせてもらおう」

　ナダルは淡々と言葉を重ねた。

「ひとつ。そもそもアスラフレーム三号機《ルドラ》本体は、日本政府ではなく、われら亡命エルフの『財団』に帰属する国宝である。諸君らが正式に日本を代表する立場であっても、これを請求する権利はない」

　押し黙る使節団をじろっと見わたして、亡命エルフの策略家はつづけた。

「ふたつ。そもそも《ルドラ》の専任着装者だが──ああ、いや。これはもう本人から伝えてもらう方がよいな」

　ナダルは使節団の背後を、手振りで指ししめした。

「ちょうど帰ってきた」

「お──おおっ!?」

　背後を振りかえって、五名の使節団が驚きよう愕がくした。

　この会議室は県庁舎の一〇階にある。だというのに、窓の外──空中に静止し、腕組みをして、室内を観察する者がいた。

　黒と黄金のナノ装甲をまとった戦士。

　着装者三号とアスラフレーム《03ルドラ》にちがいなかった。




「ふうん」

　三号フレーム《03ルドラ》のなかで、ユウは気のない声を出した。いつもどおり、ボイスチェンジャーによる中性的な美声で。

「悪いけど、軍人だったのは〝先代〟だからね。あんたたちが国防軍だろうと、官僚や大臣だろうと、したがう義理はないね」

「なんだと!?」

「僕は善意と義務感からボランティアしてるだけの……一市民ってやつだよ。誰かがピンチになっていて、そこが僕の飛んでいけるところなら全力で駆けつけるけど。軍人でもないのに軍隊に加わる気にはなれないな」

「しかし、日本国民であるなら──！」

「たしかに僕は日本語を話す。でも、アスラフレームを脱いだ僕が日本人だと……誰にわかるんだ？」

　日本語の話し手であれば、みんな日本国籍。

　なんとも時代遅れかつ、短絡的な知見を露呈しかけた国防官のひとりへ、ユウは冷ややかな視線を仮面越しに投げた。

　今朝は、インドネシア領海内の水上都市『エリクシア』にいた。

　そこから超音速で北上し、昼過ぎから開始する面談に駆けつけたのである。

　福ふく岡おか陣営がこのタイミングで連絡を入れてきた理由、六五％の確率で《着装者三号》の帰還であろうと──

　ナダル理事が推測したために。

　この面談は、四日前にいきなり申し込まれたもの。

　すでにインドネシアへの遠征が決まっていたユウ。考えた末、単独飛行でとんぼ返りすることにした。どうしても『日本国外の現状』、世界が今どうなりつつあるのかを我が目で見ておきたかったのだ。

　短い遠征だったが、行ってよかったと心から思う。

　そして帰ってきてみれば、どうにも感じの悪い国防官たちにからまれて──ちなみに〝元同僚〟である佐さ久く間まは、ずっと苦い顔で沈黙していた。何か思うところがあり、自分自身の心と向き合っているのかもしれない。

　だいぶ気まずい雰囲気──しかし、場ちがいに明るい声がまろび出てきた。

「いやあ。でもよかった！」

　ひとりだけ背広を着た、福岡使節団の青年だった。

「新しい三号くんの言葉どおりだと……君は、ぼくらの拠点である福岡に《ポータル》が現れたら、すぐに駆けつけてくれるんだね？　われわれと福岡市民を救助して、クリーチャーどもを倒すために？」

「もちろん。僕は〝みんな〟を守るために戦う」

「ありがたい！　その話を聞けただけで大収穫だよ！」

　背広の青年、急に歩みよってきた。

　ナノ装甲につつまれたユウの右手を両手でにぎりしめ、感謝の意を大げさに、満面の笑みと共にアピールする。

「代替わりしたって、着装者三号が救国のヒーローであることに変わりない。福ふく岡おかの住人みんながよろこぶ大ニュースになること請け合いだ！」

「何を言う、伊い集じゆう院いん先生！　こちらにだって、なな──」

　はしゃぐ青年に、国防官のひとりが怒鳴ろうとして。

　あわてて口をつぐんだ。すると『伊集院』と呼ばれた青年はすぐにその国防官へ駆けよっていった。

　自分より歳とし上うえの軍人──その両肩に両手を置いて、ひそひそと言う。

「もちろんわかってますよお。でも、あれは何かと制御がむずかしいとも聞いております。救い主が多いに越したことはないですから。ねっ」

　ふつうなら、ユウの耳にはとどかない小声だった。

　だが、三号フレームのセンサーはあっさり聞きとってしまった。どうも伊集院青年、かなり如才ない性格らしい。

　そして、強引に場をとりまとめてしまう熱気の持ち主であった。

（あれ？　僕の友達の伊集院と同じ名前……？）

　ユウはひそかに思った。偶然なのか、まさか血縁なのか。

　一方、今のやりとりを超然たる面持ちで静観していたナダル理事は「ふむ」とつぶやいて、つるりとしたあごを撫なでた。

　エルフ族は体毛がうすく、髭ひげもほとんど生えないのである。
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　徳とく島しま県、徳島市──。

　四国の東部に位置する地方都市だ。

　県庁所在地でもあるから、このエリアのまさに中心地であった。だが『大撤退』以来、人口は一〇分の一以下に減少していた。

　避難先を求めて、市外へ出た。

　襲来するクリーチャーによって、殺害された。

　医療機関がまったく十分に機能できていないため、適切な治療を受けられずに死去した──等々、人がいなくなった理由は多々あった。

　ともあれ現在は、二万人ほどの市民が息をひそめて生活していた。

　いつ出現するかもわからない《ポータル》とクリーチャーの影におびえながら。

　物資や食糧は貴重なので、配給制になった。

　各家庭に規定の分だけを少量ずつ販売するのだ。

　しかし、それだけで生活が成り立つはずもない。住人同士であれこれと物々交換し合ったり、こっそりと闇市よろしく売り買いして、どうにか糊こ口こうをしのいでいる……。

「行政や警察の人たちが結構がんばってるみたいだにぇー」

　波は多た野のなつきがのんきにコメントした。

「なつきさんがあちこち見てまわった関西の街より、だいぶ平和にやってたみたい。ま、道を歩いてる人もたいしていなくて、活気とか全然ナッシングだけど」

「難民街みたいなとこは、活気ありすぎて殺伐としてたッス」

　これは伊い集じゆう院いん高たか丸まるのコメント。

　ふたりとも、ナダル理事といっしょの船に同乗し、四国入りした。

　あんな性格ながらも重要人物である亡命エルフの理事に、万一のことがあった場合、即座に救出できるよう──。

　なつきはいまや、六号フレーム《06ヴリトラ》の使い手。

　伊集院もすっかりナノマシンのあつかいに慣れ、貴重な戦力なのだ。

　例によって派手な振袖をコート代わりに羽織ったなつき。その下はタンクトップとデニムのショートパンツで薄着だった。

　傾かぶいた格好の元・女子高校生は苦笑した。

「商売とか喧けん嘩かするの、よくも悪くもエネルギーいるもんねー。この街にいる人たちからは、だいぶあきらめムードを感じるよん」

　いつもどおりにおどけた口調のなつき節であった。

　悪目立ちする先輩の言いぐさに、伊集院は深くうなずいた。

　こちらはピンクという珍しい色のパーカーを着ている以外、どこにでもいそうな〝太った一四歳男子〟である。

「もう一年近くもこんな暮らしをつづけたら、みんなそうなるッスよ。どこかから救助が来るとも思えないわけッスし」

「ナダルのおっちゃんはたぶん、こうにゃるのを待ってたんだろねー」

　しみじみとなつきは言った。

「ここの人たちが疲れ切って、出口のない迷路で迷いつづけてる気分に落ちこんだ頃合いを見て、仲間っつーより子分にならないか勧誘して──」

「おかげで、全然揉もめずに『同盟』が成立したッス」

　ふたりの現在位置は、橋のたもとだった。

　県庁の近くを流れる新しん町まち川がわにかかっている橋だ。かなり立派で、八車線もある。ただし、一台の自動車も走っていない。

　通行人もたまにしか見かけない地方都市を眺めつつ、伊い集じゆう院いんは言う。

「もしかしたら、戦国時代みたいな異世界でも、こうした方法で勢力をのばしてたのかもしれないッスねー。特にアインさま、武将感が半端ないですし」

「たしかににぇー──って、おおっと」

　不意になつきが目を輝かせた。

　橋とつながった車道の彼方かなたを見つめている。

「いいもの見つけた！　今日のお昼と晩ご飯にするよん！」

「うえっ？　どうしたんスか!?」

　下級生のとまどいをよそに、振袖を羽織った少女は走り出した。

　先輩がめざす先で、何か黒い点のようなものがのしのし歩いているような──伊集院の視力ではそうとしかわからない。

　波は多た野のなつきの身体能力・視力は異様に傑出している。

　もはや常人とは比較にならない。ナノマシン移植が彼女の肉体にいちじるしい変化を起こした結果である。




　県庁での実りない会談に出席したあと──

　一いち之の瀬せユウは着装したまま、ふたたび空へと移動した。ゆるやかに飛びながら光学迷彩をオン。常人の目には映らない状態となる。

「伊集院となつき先輩は……こっちの方か」

　ナノマシンによる情報連結コムリンクで大体の居場所は聞いていた。

　あとはふたりの反応を三号フレームにトレースさせて、そのとおりに飛ぶだけ。空から眺めていれば、そのうち見つけられるだろう……

「あ、いた。でも──何がはじまってるんだ？」

　三号フレーム《03ルドラ》をまとったまま、ユウは驚いた。

　川沿いの、大きな橋の近くである。

　まわりには商店もあれば、住宅もある。ただ現在の徳とく島しま市内ではあまり通行人を見かけない──はずだったのに。

　橋のたもとあたりの路上に、三、四〇名ほどの人だかりができていた。

　ここで三号フレームのセンサーが〝あるもの〟を拾った。ヘルメットのヘッドマウントディスプレイにウインドウが出る。

　ごきげんで笑うなつき先輩と伊集院の顔がアップで映っていた。

　だが空から見れば、笑顔ではしゃいでいるのはそこにいる全員だった。

　若者もいれば、子供、中年、シニア世代と多彩な顔ぶれの男女が笑い、おしゃべりに興じている。

「どういうことだろ？」

　ユウは建物の陰に着地して、着装を解いた。

　Ｔシャツにハーフパンツと五月の日本ではちょっと寒い格好で、人の輪のなかへと入りこんでいった。

　……肉を焼いているらしい。食欲をくすぐる匂いがただよってきた。

「先輩！　伊い集じゆう院いん！　どうなってるの、これ？」

「おお親友！　よく無事に帰ってきたなあ。しかも絶好のタイミングで！」

「ちょろっとこいつをしとめたからさあ！　みんなにお裾分けして、ついでにうちらもご相伴にあずかってんの！」

　笑顔でユウを迎えた伊集院となつき先輩。

　ふたりの背後には、ブルーシートに横たわるイノシシが二匹いた。どちらもかなりの巨体で、しかも死んでいる。

　そのうえ路上に、いくつもテーブルと調理器具がならんでいる。

　ガスコンロの上では大鍋が煮込まれ、炭コンロの網では大量の肉がじゅうじゅう焼けつつあった。

　イノシシの死体を親指でさして、伊集院が笑う。

「なつき先輩が見つけてさあっ！　街中をのしのし歩いてたの、走って、追いかけて、一匹目のおでこに飛び蹴り一発！　二匹目は正拳突きでしとめて、三匹目はバックドロップでやってくれたんだよ！」

「素手でイノシシを狩ったんですか!?」

　唖あ然ぜんとしたユウ。なつき先輩はへらっと笑う。

「言わなかったっけ？　なつきさん、拳法とかも得意なの」

「そういえば、お父さんが殺た陣てとかアクションの振付師で、武道をいろいろ教えてくれたんでしたっけ……」

　いや、技以前になつきの身体能力があればこその離れ業だが。

　ユウとちがい、彼女は生身のままでも剛強なのだ。殊勲の元・女子高生はとある一軒家の方を見やった。

　車庫が開け放たれ、そこでは『解体作業』が進行中だった。

　初老の男性が天井から吊つるしたイノシシの死体を、手際よくさばいて、切り分けている。

「ユウくんやアインさんとちがって、ああいうのなつきさんにはできないしね。近所の家をどんどん訪ねて、肉を分けてあげるから手伝って～って頼んだら、猟師さんが呼び出されて、炊き出しみたいになって──」

「プチ宴会がはじまったわけなんだ！」

　なつき先輩と伊い集じゆう院いんが口々に語ってくれた。

　ふたりの持つ紙皿には、焼けたイノシシ肉が大量に盛られている。

「ほい、ユウくんにもお裾分け」

「あ、どうも──美お味いしい！」

　なつき先輩が自分の箸で肉を一枚取って、ユウに食べさせてくれた。

　インドネシアからロングフライトでの帰国直後。道中、休憩も食事も取らなかったので空腹だったのだ。

　脂たっぷりの肉汁が口内にあふれ、空すきっ腹ぱらに染みわたる。

　一瞬で完食したあと、そういえばなつき先輩の箸で食べさせてもらうなんて、こんなことしてもらっていいのだろうか──ユウはどきどきした。

「ひひひ。アインさんにはないしょね♪」

「…………は、はい」

　なつき先輩にウインクされて、さらにユウはあせった。

　一方、ばくばく脂まみれの肉をほおばるので、伊集院は忙しそうだった。

　狩りの成果をいただく機会が多い昨今だが、親友は淡泊なシカ肉などよりも断然、脂肪たっぷりのイノシシ派なのだ。

　皿に載せた分を完食して、伊集院は言った。

「いやあ。この市内、やけに人がいないなーと思ってたら、山からイノシシとかシカが下りてくるようになって、危険だからなんだってよ！　駆除したくても弾丸は今、貴重品だから取っておきたかったそうで──」

「うん。猟師のおっちゃん、言ってたもんにぇー」

「そうか。クリーチャーたちが来たときにそなえて……」

　ユウは事情を悟って、納得した。

　まわりの人々がはしゃぐのもわかる。ひさしぶりにあった〝いいこと〟なのだ。

　食糧の配給もすくなく、危ない野生動物がうろつく今の徳とく島しま市内では。ともあれユウもよろこんで宴席に加わり、ひとしきり食べて、飲んでいたとき──

「あ」

　上空にいきなり翡ひ翠すい色のカーテンが現れ、揺らめき出した。

　なんとも幻想的なオーロラの光。その輝きを見あげて、ユウはおののいた。まもなく天空の魔城《ポータル》がやってくる！

　はしゃいでいた人々も、一斉に押し黙った。
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　空に浮遊する巨石の上に、石造りの魔城がそびえている。

　ユウにとっては、見なれた景色であった。

　舞まい鶴づるになかば閉じ込められていた頃、空の向こうに現れた蜃しん気き楼ろうとして、よく眺めていたものだからだ。

　冬から春にかけて、舞鶴湾上空に何度も出没していた城塞──。

　あの城だった。主あるじの名は《旋風のクアルダルド》だと、今のユウは知っている。

　男らしい美貌が印象的だった大魔術師。

　戦国の異世界を転戦しつづけ、数多あまたの勝利を勝ち取ってきたがゆえの凜り々りしさ、風格、そして何より恐ろしさをそなえた大英傑……。

　だが、ユウは不思議に思った。

　たしか『旋風の砦とりで』という名前の《ポータル》は空に浮かぶばかりで、一向にクリーチャー群を降下させてはこない。

「ただ……ちゃんと戦力はそろえてるんだよなあ……」

　ＨＭＤゴーグルをかけた伊い集じゆう院いんがつぶやく。

　そのディスプレイ上には、空へ送り出した偵察用ドロイド《ＭＵＶバンブルビー》による空撮映像が映っているはずだ。ふたたび着装したユウの視界上にも、同じ映像のウインドウが現れている。

　──天空に浮かぶ孤城。

　──その城壁をとりかこむように、八体もの巨人まで宙に浮いている。

　──身長なんと一二、三メートルはあろう巨体。筋骨隆々として、青白い肌である。涼しそうな生地の、白い貫かん頭とう衣いとズボンを着ていた。頭にはターバンを巻いて、金の腕輪を両手に付けている。皆、おそろいの格好だった。

「なんか地球こつちの砂漠とかで見かけそうな衣装だよな……」

「そういえば、あの城のボスも頭にターバンを巻いていたよ」

「手下のクリーチャーともども、暑いところに住んでたのかもよんねー」

　伊集院、ユウのやりとりに、なつきも加わった。

　三人はとある雑居ビルの屋上から、徳とく島しま市の空を見あげていた。オーロラ揺らめくなかに天空の城がそびえるという、異様すぎる状況であった。

「三号フレームがクリーチャー名を検索してくれたぞ。《クラウドジャイアント》……げっ。魔法も得意みたいな説明文まで出てきた」

　伊集院が言った。

　とにかく、手をこまねいているわけにもいかない。

　着装したユウはなつきにうなずきかけ、ボイスチェンジャー越しの声で伝えた。

「まずは僕が突入します。で──」

「あいよぉっ。ユウくんが目立っている間に、なつきさんもこっそり忍びこんでおくから、城内で合流しよう！」

　波は多た野のなつきの手には、すでに青せい龍りゆう偃えん月げつ刀がにぎられている。

　これこそ、完全攻撃型のアスラフレーム六号機《06ヴリトラ》であった。

　そして──ユウは飛び立った。

　反重力リフターによる緊急加速。あっというまにマッハ四にまで到達し、あっさり『旋風の砦とりで』と同じ高みにまでやってきた。

　高度一八〇メートル。ユウの眼前には今、浮遊する巨石と魔城がある。

　じろり、じろりと、城をとりかこんでいたクラウドジャイアント八体が一斉に、着装したユウを睨ねめつけた。ただし冷静だ。

　こちらを食い殺そうという凶暴さはなく、門番のようでもあった。

「よく来てくれた、黒と黄金の戦士どの！」

　いきなり呼びかけられた。

　見れば、城壁の上にいつのまにか大魔術師が立っていた。

「いや、いや。使いを送って、ちょうど君を招こうとしていたのだ！　君の方から来ていただけるとは、実に重畳！」

　ゆったりとした青いローブを着て、頭には同色のターバン。

　手には木の杖つえ。『いかにも』という魔術師らしい格好で、旋風のクアルダルドは精せい悍かんに笑っている。

　びゅうびゅう風が吹き荒れる高空。彼とは三〇メートルほど距離もある。

　だというのに、クアルダルドの声は朗々と天に響きわたり、アスラフレームのセンサーに頼らずとも、容易にユウは聞き取れていた。

　さすが大魔術師という神秘を、さらりと見せつけてくる。

　だが、一いち之の瀬せユウもかつてとはちがう。異世界の英傑にもひるまない。

「──で？　何の用があって、僕と会いたがっていたんだ？」

「おお！」

　初めてボイスチェンジャー越しの声で返事したら──

　クアルダルドは目を輝かせた。

「感じるぞ、君の成長を……。うむ。やはり、いくさはいい。戦場の土を踏み、風を浴びることで人は変わる。より強く、より猛たけ々だけしく──」

「残念ながら、あんたの意見には賛成できない」

　ユウは冷ややかに切り捨てた。

「戦闘だの戦争だのにいい面があるなんて、バカバカしい。こんなものをありがたがるようなやつらは──それだけで僕の、《着装者三号》の敵だ」

「あいわかった」

　クアルダルドはうれしそうに言った。

「それでいい。いや、それでこそいい。われらは不ふ倶ぐ戴たい天てんの仇きゆう敵てき同士。いざ、存分に力比べと参ろう！　……と言いたいのは、やまやまなのだが」

　ずっと前のめりだった大魔術師は、不意に肩の力を抜いた。

「残念ながら、今日は〝あること〟をたしかめにきただけだ。もちろん、多少の力比べはするつもりだ。しかし、ほかに優先すべきことがある」

「何だって？」

「まあ、すこしつきあってくれ。君の方も五分程度の力で構わないとも」

　ぶんっ！　クアルダルドが杖つえを一振りした。

　すると──小さな竜巻が発生する。ユウの背丈と同じほどのサイズである。

　この小竜巻が風の速さで飛んできて、一いち之の瀬せユウと三号フレームに直撃した。だが、こちらの対魔術外殻アンチマジツクシエルも機能する。

　一瞬、ユウはアスラフレームごと全身がねじ切られそうな苦痛を感じた。

　うずまく小竜巻が強烈に回転しながら、こちらの体を呑のみこんで、そのまま回りつづけようとしたからだった。

　まるで洗濯機に放りこまれた気分──しかし、すぐに小竜巻は消滅した。

「うむ。やはり一撃では無理か。それ、それ！」

　クアルダルドが何度も杖を振る。

　そのたびに高速の小竜巻が生まれ、飛びまわるユウめがけて殺到し、四方八方から襲いかかってきた！

　最初はナノ装甲の対魔術外殻に頼り、消滅させていたユウだが。

「く……うぅ──っ。だんだん消すのが間に合わなくなってきた！」

　何度も全身をねじり切られそうな苦痛を味わった。

　数秒で消えるといっても、連続ではフレーム内の肉体もきつい。

「竜巻の数、今どれくらいあるんだ──一三七個!?」

　ユウは驚きよう愕がくした。

　しかも、クアルダルドはさらに杖を振りつづけ、着々と小竜巻を増やしている。彼の魔力と制御力はまだまだ限界ではなさそうだ。

「だったら！」

　ユウは加速した。音速飛行で小竜巻の包囲網をかいくぐればいい！

　マッハ一、二、三、四──この速度域でも超機動できるからこその空の王、アスラフレーム三号機であったが。

　どどど──おおおおおんっ！

　すさまじい爆音を聞いたと思った瞬間、ユウは撥はねとばされた。

「わあああああっ!?」

「その速さ、みごとと言うしかない。私に極大音撃の術を使わせる雄敵と出会えたのは、いつ以来であろう……」

　しみじみと、かつ満足そうに、クアルダルドがつぶやいている。

　視界上に現れた小さなウインドウには、今まで使われた魔法名が表示されていた。『竜巻密集フオース・トルネード』『超音波動エクストリーム・ソニツクブラスト』。

　補足説明をぱっと見るかぎり、後者は超音速の衝撃波を放つ魔法らしい。

　本当ならユウの体はふっとばされるだけでなく、ボロボロに打ちのめされ、原型をとどめないほどに破壊されていたはずだ。

　だが対魔術外殻アンチマジツクシエルのおかげで、数十メートルはじかれる程度で済んだ──

「僕とルドラがよく使うやつと同じか……！」

　衝撃空気流ソニツクストリーム。ユウはハッと気づいた。

　そこに地上の伊い集じゆう院いんからの情報連結コムリンクがとどく。

『い、一いち之の瀬せっ。その《ポータル》のボス、旋風のなんとかが名前だって、さっき言ってたよな……!?』

「困るな、伊集院。着装中の通信で本名を呼ばないでくれよ」

『バカ野郎、緊急事態であわててんだよ！　それよりもその大魔術師、風属性だっつー三号フレームと得意技がいっしょじゃないのか!?』

「やっぱりそう思う？」

『ああ。風っつーのが大気や空気もふくむなら、そいつを震わせて音を出したり、音速の攻撃を繰り出したりもできるんだよ！　たぶん！』

　今の一幕で、親友もユウと同じ危惧を抱いたらしい。

　とにかく反重力リフター、再始動。体勢を立てなおし、高度を上げる。ユウと三号フレームのいるあたりに、また小竜巻の軍団が殺到してきたからだ。

　しかも、新手が現れた。

　開いたままの《ポータル》城門から、青い巨獣が飛び出てきた。

　全長三〇メートルはあろう体たい躯くはトカゲに似て、びっしり硬い鱗うろこにおおわれている。

　コウモリのような両翼を広げ、空を駆ける──《ブルードラゴン》であった。天あま翔かける爬は虫ちゆう類るいが大口を開けると、稲妻の息ライトニング・ブレスがほとばしる！

　ただし、標的は三号フレームではなかった。

『ぬわっ!?　こいつの狙いはなつきさんの方か！』

「なつき先輩！」

　青せい龍りゆう偃えん月げつ刀型のアスラを抱えて、空中に上がっていた波は多た野のなつき。

　襲ってきた稲妻の波は濤とうへ、偃月刀の刃を向ける。

　すると、その切っ先を中心に、球状の対魔術結界アンチマジツクシエルが広がった。

　なつきのいる防御フィールド内に、青竜のブレス攻撃は浸透できなかった。

　さらに偃月刀の切っ先からは、レーザーの閃せん光こうが走り出る。なつきの背後を取ろうと急旋回したブルードラゴンには当たらなかったが──。

『しゃあないっ。こっちはこっちでバトってるよ三号くん！』

「お願いします！」

　なつきからの情報連結コムリンクに、ユウは答えた。

　形状は手持ち武器でも、反重力リフターを内蔵した六号フレーム《06ヴリトラ》。装備者は飛行可能になる。

　その機能によって、先のスカールシャンス戦を再現するつもりだった。

　まずユウが派手に暴れて、敵の注意を集める。ひそかに接近したなつきが機を見て、奇襲攻撃を仕掛ける──。

　だが戦場が見晴らしのいい空中になったため、なつきはすぐに発見された。

「黒と黄金の戦士どの……。知っているだろうが電光、稲妻もまた風と大気の盟友。私も得意とする呪法でね！」

「く……っ！」

　いつのまにか近くにまで飛んできていたクアルダルド。

　かざした杖つえの先に光がともり、それはたちまち人間大の球雷となって、ユウと三号フレーム《03ルドラ》へと襲いかかる。

　高速飛行で球雷を振り切ったユウのもとへ、またも小竜巻の軍団が押しかけてくる。

「ルドラ。アインから福音ゴスペルコードをあずかってるだろう？」

　ユウは愛機に呼びかけた。

「あいつを使って、《必滅法典ドウームズデイ・ブツク》の用意を頼む。僕はしばらく時間を稼ぐ！」

　キュィィィィィィィィンッ！

　腰のベルトにある《プレイホイール》が高速回転をはじめた。

　さらに男女混声の歌声が、今回はすばらしく勇壮な響きで洩もれ出てくる。




　Gaガー──teテー──! Gaガー──teテー──!

　Paraパーラ──gaガ──teテー──!

　Gaガー──teテー──! Gaガー──teテー──!

　Paraパーラ──gaガ──teテー──!




　機械の姿をした嵐の魔神ルドラが闘志を高めている。

　ユウもユウで必死に飛びまわり、クアルダルドと小竜巻軍団による雷と風の疾しつ風ぷう怒ど濤とうをかいくぐり、耐え、どうにかしのぎきった。

『System Now Booting, Doomsday-Book〝VIDYA-MANTRA RUDRA 2〟』

「よし。やってくれ！」

　視界に現れたウインドウの英文。ユウは指示を発した。

　目の前に《風獣》が顕現しはじめる。白い気体で形作られた『豹ひよう』。大竜巻を引きつれ、獲物を暴風によって八つ裂きにし、ふきとばす──。

　この獣魔を構築したのは、三号フレーム《03ルドラ》が唱えた呪文だ。

　視界上のとあるウインドウが表示中だった。

『三さん界がいの罪つみ人びとは犯せし罪を知らず、四し生せいの愚者は愚ぐなることを識しらず』『生まれ生まれ生まれて生の始めに暗く、死に死に死んで死の終わりに冥くらし』と。

　こうして、ユウが魔導の一撃で反撃に出ようとしたとき。

「我が眷けん属ぞくたちよ。雲に住まう者ども、おまえたちにまかせた！」

　クアルダルドの檄げきであった。

　すると──今まで不動だったクラウドジャイアント八体が動いた。

　八体で城壁を取り囲んだまま、戦闘を静観していた連中だ。雲の巨人族は一糸乱れぬ動きで巨大な両手を組み合わせた。『△』の形に。

　ユウはハッとした。

　ああいう手の形を印契ムドラーというらしい。アインに教わった。

　魔術、呪術を使うときの精度を上げるのだとか。そう。ずっと気になっていたのだ。あの意味ありげな巨人部隊はいつ参戦するんだと。

　クラウドジャイアントたちは、ぶつぶつ呪文まで詠唱し出して──

「これは……！」

　ユウは愕がく然ぜんとした。

　天高くに、光で描かれた『△』の記号が八つも現れ、次々と降ってきたのである。

　顕現したばかりの風獣、ユウの切り札めがけて。

　八つもある光の三角形は拘束具のように、豹にそっくりの四足獣をがっちり押さえ込んでしまった。

　風獣は動き出そうともがくも、八つの拘束は小揺るぎもしない。

「僕らの《必滅法典ドウームズデイ・ブツク》対策だったのか……！」

　クアルダルドの意図を悟って、ユウは戦慄した。

　彼はしっかりとこちらを研究して、対策を練ってきている。

　すくなからぬ傲おごりがあった先日の大魔術師、スカールシャンスよりも遥はるかに戦術家として優秀だった。




「やべえ！　やべえ！　やべえぞ！」

　地上の雑居ビル屋上。

　伊い集じゆう院いんはＨＭＤゴーグルに映る戦況を目の当たりにして、大いにあせっていた。

「やっぱりアインさまがいないときちいっ！　あのひとがいてくれたら福音ゴスペルコードの種類も増えるし、パワーも上がるのに！」

　実は戦闘開始前から、この点をみんなで危惧していた。

　あのとき一いち之の瀬せユウが教えてくれた。中国軍の着装者五号はその弱点を克服すべく、アインをスカウトしていたと──。

「例のやつ、急がないとまずいぞ……」

　旅立つ前にクローンエルフのアインが教えてくれたこと。

　その言葉を思い出しながら、伊集院は天をにらんだ。日本の四国上空にオーロラが揺れている。まさに怪異だ。

　だが、この空の向こうには──

『太陽を探せ、伊集院。と言っても、本物の太陽ではないぞ』

　アインはこう言っていた。

『天におわす太陽のごとき存在……。その気配、存在感を探すんだ。おまえもずいぶんプラジュナの智ち慧えの鍵──ナノマシンのあつかいに長たけてきたからな。十分に可能なはずだと、わたしは思っている』

　これこそがクローンエルフの不在をくつがえす一手となる、らしい。

　伊集院は両目をぱっちり開いて、できるだけ耳を澄まし、とにかく『感覚を研ぎすます』っぽい行為にいそしんだ。

「存在感を探せ、なんてアインさまも無む茶ちや言うよ……。仙人の修行じゃあるまいし、そういう漠然としすぎたヒント出されてもなあっ！」

　愚痴っていたときだった。

　何か──空の彼方かなた、いや、伊集院の現在地から見て南西方面の空。そちらの方角から放射されている波動めいた何かがあるような……。

「まさか、これなのか？　衛星アヴァローにいるっていう──着装者九号とアインさまのお仲間の位置情報！」





　　　　　　　　　５






　ジャワ海に浮かぶ水上都市『エリクシア』。

　その中心、セントラルタワー最上階の展望ラウンジ──。

　ここは三六〇度ガラス張りで、きわめて見晴らしがいい。

　南の方角に目を向ければ、ジャカルタの港と市街。それ以外の方角を眺めれば、広大な熱帯の海を一望できる。

「日本国はこちらの方角に位置するという──」

　北東方面の海と空を、アインはじっと凝視していた。

「来るなら、そろそろのはずだが……」

　出立前、伊い集じゆう院いんにこう教えた。

『九体目のアスラ《ヴィローチャナ》は太陽と光の王。それを補佐するクローンエルフも、火の王家を治めた《太陽王》の複製体。その両名に守護される衛星アヴァローは……太陽炉によって稼働する九号フレームの分身。余人にはできずとも、ナノマシンを持つおまえには──燦さん然ぜんと輝くアヴァローの波動を捉えられるはずだ』

『あとは智ち慧えの鍵を使い、天上の星に願う』

『我が盟友である二体のアスラ、風のルドラと竜王ヴリトラを衛星アヴァローの庇ひ護ご下に加え給たまえと』

　ナノマシンによる情報連結コムリンクは、数十キロ圏内でしか行えない。

　移植者同士のナノ因子を共鳴させることによって、情報をやりとりするからだ。携帯電話などとちがって、電波を用いない通信なのだ。

　だが、あるレベル以上に覚醒した移植者のナノマシンは──実のところ、遥はるか天上の衛星アヴァローとも交信できる。

　赤道上空の高度三万六千キロに浮かぶ軍事衛星。

　実際、アインらクローンエルフは衛星アヴァローから福音ゴスペルコードをダウンロードし、アスラフレームに提供してくれている。

　そして、従来の衛星電話と同様に──

　衛星の回線を介して、超遠距離の情報連結も可能であった。

　十分に覚醒したナノ移植者が二機のアスラ、《03ルドラ》と《06ヴリトラ》へ、衛星アヴァローの位置情報を伝達してやれれば。

『ユウとなつきは戦闘に専念させてやるべきだ。だから伊集院、この役割はあなたのものとなる。しっかり励めよ』

　このような事情で、アインは待機していた。

　日本の徳とく島しま市で戦闘がはじまったと聞いて、自分の出番が来るかもと──。

　そして、果たして。

『アインさま！　三号となつき先輩が大苦戦してるッス！』

　国境を越えて、伊い集じゆう院いんからのメッセージがついに来た。

『どっちのフレームも衛星アヴァローに接続済みなんで、例のやつ頼んます！』

「よし！　よくやった、伊集院！」

　アイン不在の状態でも、《必滅法典ドウームズデイ・ブツク》は使用できる。

　福音ゴスペルコードをいくつか預けておけばいい。しかし、アスラフレームが保存できるコードの数は四個程度である。

　いかに人造の魔神といえども、やはり機械仕掛け。

　魔術の呪文という〝超自然の産物〟には、エルフ聖王家の末まつ裔えいたちほどには適合できないことが原因であった。

　何より、祈りの輪に力をあたえる讃さん歌か──。

　あの呪言は、王家の裔すえが唱えてこそ真の霊験を発揮する。

　アインは高らかに唱えた。




　往ゆきし者よ、往きし者よ、この世の彼方かなたまで往きし者よ！

　完全なる到達者、その覚醒に幸いあれ──！




「本当に来たよん、三号くん！」

「はいっ。アインからの福音ゴスペルコード……カウンター、いきましょう！」

　徳とく島しま市上空にて、苦戦中の着装者ふたり。

　ユウは三〇〇以上にまで増えた小竜巻に、ふたたび追いまわされていた。

　なつきはブルードラゴンとの空中戦という、今までとは勝手がちがいすぎるフィールドに手を焼き、防戦一方に追い込まれていた。

　しかし、離れて戦う両名のもとにアインの歌声がとどき──

　すぐに着装者同士、情報連結コムリンクで意思を統一した。

　三号フレーム《03ルドラ》のベルトと、青せい龍りゆう偃えん月げつ刀である六号フレーム《06ヴリトラ》の石突きには、魔力と電力を無尽蔵に生み出す神器がある。

　祈りの輪《プレイホイール》はすさまじい高速回転の真っ最中だった。

「ルドラ！　もう一度、君のしもべに伝えるんだ！　力は十分にあたえられる……だから、今度こそ思う存分、暴れてこいと！」

「ヴリトラくん！　うちらもやるよ、超必殺技！」

　ユウは八つの『△』に拘束された風獣へ、魔力を送りこめと命じた。

　一方、なつきは約二〇メートルの距離を置いて、ブルードラゴンとにらみ合っていた。青せい龍りゆう偃えん月げつ刀をかまえて、空中の一点で静止して。

　青竜はそのなつきのまわりをゆっくり旋回しながら、機をうかがっていた。

　というのも、六号フレーム《06ヴリトラ》が放射する『球状の防御力場』に、波は多た野のなつきの全身は守られているからだ。

　ほんのり輝く力場は驚くほど堅けん牢ろうで、ドラゴンの爪も牙も通さずにきていた。

　だが逆に、これを展開しているかぎり、力場の外には刃やいばがとどかない。なつきがなかなか攻勢に出られなかった原因である。

　そして今、なつきは青龍偃月刀の柄をぐっとにぎりしめた。

　ナノ因子による情報連結コムリンクが機能中。遥はるかインドネシアの地にてアインの唱える福音ゴスペルコードが聴覚にとどいていた。




　──乾けん坤こん、孤こ杖じようを立てる地なし。且しや喜きすらく人にん空くう、法も亦また空くうなり

　──珍重す、大元三尺の剣。電でん光こう影えい裏り、春しゆん風ぷうを斬る！




　美しくも妖しい詩文こそが必滅の序曲。なつきは叫んだ。

「いくよぉっ！　ヴリトラくんの《必滅法典ドウームズデイ・ブツク》第一の書『龍せい星りゆう抜ばつ刀とう』、初公開だあ！」

　その刹那、なつきを守る防御力場が激しく光った。

　今までのほんのりとした輝きとは段ちがいの、燦さん然ぜんたる光量である。

　そのまま偃月刀の切っ先を突き出して、なつきは直進していった。まばゆい輝きの防御力場をまとったまま。

　光の尾を引きずりながらの直線飛行。さながら彗すい星せいであった。

　なつきは発光する防御力場ごとドラゴンの胴体にぶつかり、突進の勢いと力場の堅牢さで巨獣の腹部を圧迫し、標的の動きを止めさせた。

「でやああああああああっ！」

　ヴリトラの長大な刃をまっすぐ突き出す。

　障壁となるはずの防御力場。だが、なつきの眼前の一点だけに隙間ができ、そこへとみごとに突き込んでみせた。

　ブルードラゴンのウロコと筋肉を抉えぐる手応えがあった。

「このままやっちゃえ！」

　なつきとヴリトラは輝く力場をまとい、彗星のごとく突進中でもあった。

　その突進が止まらない。ブルードラゴンの腹から背中へと突き抜けていった。串刺しにされた格好のクリーチャーはたまらず絶命した。

「まだまだいくよぉっ！」

　竜殺しを果たしてもなつきは止まらず、敵《ポータル》をめざす。

　防御力場と光の尾を引きつれて、必滅の彗すい星せいと化したまま。

　そうして八体のクラウドジャイアントへ突撃をつづけ、青竜と同じ要領で打ちのめし、つらぬいて、次々と武勲を立てていった。

　尚なお、雲の巨人部隊が斃たおれるよりも前に──

　彼らによって拘束された風獣、三号フレーム《03ルドラ》のしもべも動き出していた。嵐のアスラが生み出した膨大な魔力を注ぎこまれて、そのパワーにまかせて拘束の光を引きちぎっていたのである。

　──ゴォォォォォォォォオオオオオオオオオッ！

　風獣が飛び、跳ねるだけですさまじい暴風が吹き荒れる。

　ユウとルドラの眷けん属ぞくはそのまま、巨大な竜巻と化した。圧倒的かつ暴力的な大風の渦によって、小竜巻どもが呑のみこまれていく。

　集団でユウを追いまわし、苛さいなんでいた魔術の風が──。

「行け、風獣！」

　三号フレーム《03ルドラ》のなかでユウも命じた。

　小竜巻の軍団をあっさり呑みこんだ大竜巻は、余勢を駆って、クアルダルドの『旋風の砦とりで』へと迫る。

「我が盟友に請う──熱砂の地と灼しやく熱ねつの空より来たれ！」

　クアルダルドの呪文だった。

　ずっと開いたままだった《ポータル》城門から、砂まじりの突風が吹き出す。それを浴びれば、たちまち人間の肌など焼けただれ、全身に火傷やけどを負って死ぬほどの──すさまじく熱い風だった。

　砂さ塵じんまじりの熱風は、迫りくる風獣の大竜巻を止めてしまうほどの勢いだった。

「ルドラ──出力最大！」

「アリアドンナの魔風よ！　数多あまたの王国を滅ぼしてきた偉業にかけて、地上世界の英雄にあらがってみせよ！」

　ユウとクアルダルドは指示した。

　じりじり、じりじりと、竜巻がすこしずつ前進し、天空の城へと迫る。かと思えば、城門が吐き出す熱風に圧倒されて、逆にじりじり後退してしまう。

　そんな攻防が数十秒もつづいて──

　ついに双方の『風』はそろって力尽き、同時に消滅していった。

「ふふふふ、やはりな……」

　いつのまにかクアルダルドが近くに来ていた。

　身ひとつで当然のように空を浮遊し、ユウのそばまで飛んできたのである。

「やはり王家の加護を受ける〝君たち〟の方が強敵だった。〝例の品〟ができあがるまで、すこし時を置いた方がよさそうだ！」

　などと、胡乱うろんなことをつぶやきながら。

　ユウは冷ややかに告げた。

「時間稼ぎしたがる敵を逃がすほど、僕らは間抜けじゃないつもりだけど？」

「そうそう！　このまま、いざ尋常に勝負で決着つけちゃえば、万事解決さあ！　白黒つけよう、男前の大魔術師さん！」

　六号フレーム《ヴリトラ》をたずさえて、なつきも飛んできた。

　クアルダルドは目を細め、傾かぶいた元女子高校生の雄姿にうなずきかけた。

「たしかに道理だ。だが許せ。私はもっと君たちとの戦いを──愉たのしみたい」

　手にした杖つえを、大魔術師は天にかかげた。

　ユウは気づいた。この杖、金属製で長さ五〇センチほど。さっきまで持っていた『いかにも魔法使いの杖』という木製品ではない。

「《星を呼ぶもの》よ。地上の英雄たちの注意を惹ひいておくれ」

「……えっ？」

　警告のウインドウが視界上に現れて、ユウは驚いた。

　映像であった。前もって付近に放っていた空撮ドロイドが送信者だ。

　──発光する物体が雲を割って、秒速一五キロで墜落中。予測落下ポイントは現在位置である徳とく島しま市上空より、三二キロほど東南の海上。

　そして、ウインドウのなかで発光体は海面に激突し──大爆発が起きた。

　爆風と衝撃波が落下点より巻き起こり、とんでもなく大量の海水が空へ噴きあがる。

　それは三〇キロ以上も離れたユウたちのもとにまで、ビリビリとした衝撃と強い爆風がとどくほどの威力であった。

　クアルダルドが陽気な声で言う。

「おっと。この街の上に落とすつもりがしくじった。見てのとおり星を招きよせる魔ま杖じようなのだが、狙いをつけるのがなかなかにむずかしい！」

「ほ……星を呼ぶ？　まさか隕いん石せきってことか!?」

　ユウは叫んだ。以前に動画で見たことがある。

　ロシアの大地に隕石が落ち、大爆発が起きるさまを録画したものだ。今の一幕はあの動画とよく似ていた！

　しかし、ユウの質問に答える者はいない。

　いつのまにかクアルダルドの男らしい姿が消え失うせていた。

『ふふふふ……いずれまた会おう、地上世界の英雄諸君！　クアルダルドとの再会を心待ちにしていておくれ！』

　ただ彼の声だけが空に響くのみ。

　上空で揺れていたオーロラの光帯も消え、天空の魔城も蜃しん気き楼ろうとなって、どんどんうすれていく──。

「やばいよユウくん！　うちらのアスラフレームみたいな魔法のお宝、たぶん、大魔術師の連中もいろいろ秘蔵してるんだよ！」

　なつきの声は、珍しく切迫していた。




　徳とく島しま市の海辺に、巻まき志し摩まレオはたたずんでいた。

　かつて海水浴場であった砂浜である。ただし、広漠とした海を眺め、感傷にひたっているわけではない。

　凝視するのは、まぶたの裏に投影されている映像のウインドウ。

　市内上空に放った空撮ドロイドから送信されるものを、レオの体に移植されたナノマシンが〝再生〟中なのだ。それはアスラフレーム三号および六号とその専任着装者たちの戦いぶりだった。

　そして今、激闘がついに終わり──

　天から降ってきた隕いん石せきが海上に落ち、その隙に大魔術師は撤退した……。

　一部始終を見とどけて、レオは両目を開いた。

「クローンエルフってやつのあるなしは、やっぱ大きいんだな……」

　ぼそぼそとつぶやく。

　冷静に戦力分析。自己精査。さらに言う。

「つまり、おれもエルフのやつらを『追加パーツ』にできれば、あいつら大魔術師クラスにも負けないということ──希き里り子こ」

「なんやの？」

　レオのうしろに待機していた上官が返事した。

　梶かじ希里子、一九歳。もとはレオと同じ、西日本のナノテクノロジー研究所所属の移植者であり、今は福ふく岡おか臨時政府軍の『准尉』であった。

　階級などというものを拒否したレオより、一応は上位である。

　だが、あくまで傲岸にレオは通告する。

「軍の連中に伝えろ。近いうちに着装者三号とその専用装備──クローンエルフを福岡に連れてこいと」

「あのなあ。レオも聞いてたやろ？」

　あきれたように希里子が言う。

　水上租界『那な由ゆ多た』代表と、福岡の政府使節団。

　その会談の内容を、出席する国防官のポケットにもぐり込ませた拡張ドロイド《ＭＵＶマーキングランプ》に盗聴させて、レオたちも聞いていたのである。

「あんたといっしょ。あの新しい三号も誰かの命令を聞くようなタマやないって。バカなこと言わんといて」

　希き里り子こは決めつけた。

　ベージュに染めたショートボブの少女で、国防陸軍の制服が似合っていない。世が世なら『ふつうの大学生』でもやっていたはずなのだ。

　とはいえ数少ないナノ移植者。それも、そこそこの覚醒レベルにある。

　だから、身近に控えることを許している。レオは〝相方〟の察しの悪さにややいらつきつつも、説明してやった。

「できるさ。自分で『呼ばれれば行く』と言ってたんだから」

「えーっ？　あいつ、あのときそんなふうに言わなかったやんか。あくまで、市民を守るためなら、みたいに──」

「つまり、そこを利用すればいいってことだ」

　希里子の発言をさえぎって、レオはさらに言う。

「そして、軍のやつらには……二代目三号をひきつけてもらう」

「どうやって!?」

「やり方なんか、いくらでもある。おれの言うとおりにやればいいよ」

「まあたそれかいっ！　あんた、本当に性格悪いなあ！」

「うるさいよ、希里子。そろそろ黙れ。……とにかく重要なのは──おれが今よりも、誰よりも強くなること……」

　ぴしゃりと命令してから、レオはひっそりとつぶやいた。

　無限につづく闘争と、そして最強の力を求めて──。

　それにしても、あのクアルダルドとかいう魔術師との戦闘、詳細を思い出せない。それが腹立たしい。

　たとえ敗戦でも、苦い記憶を噛かみしめれば何かしら教訓を得られる。

　何よりも敗北の悔しさと怒りが、レオにさらなる力──己を戦場に駆り立てるモチベーションをあたえてくれるはずなのに……。





[image: ]














　　　　　　　　　１






　北きた九きゆう州しゆう市、門も司じ港──。

　早朝の七時。いつものメンバーがそろっていた。一いち之の瀬せユウ、アイン、伊い集じゆう院いん高たか丸まる、波は多た野のなつきである。

　ここまでは水上租界『那な由ゆ多た』の輸送船に運ばれてきた。

　いっしょに降ろしてもらった電動自動車を使い、福ふく岡おか市をめざす予定だった。

「アリヤ後輩がこんな長期間いないの、変な感じだよな」

「ずっといっしょにいたもんねえ」

　伊集院の言葉に、ユウはうなずいた。

　ジャカルタと赤道圏の水上都市を訪ねた日から、すでに二週間。同行したアインはすでに帰国していたが、東とう堂どうアリヤはあちらに残った。

　アスラフレーム八号機《08ソーマ》の起動実験──。

　目に見えた進展はなく、アリヤは試行錯誤しているのだという。

　五月も終わり、すでに六月に入っている。まだ梅雨ははじまっていないものの、気温と湿度はすこしずつ上昇中だ。

　最年長のなつきがへらっと笑い、言った。

「でも、ほんとに来たねえ、救援要請。福岡にこの頃、炎のクリーチャーが出没するから、退治しにきて欲しいって」

「炎の……ジャカルタに出たのと同じやつかな？」

　ユウは思い出した。クリーチャー名《イフリート》の脅威を。

「火の魔法が得意で、五号フレームの着装者が苦戦してたけど……」

「なに。ユウとなつきにはわたしがついている」

　アインが力強く請け合った。

「油断につながるから『安心しろ』などとは言わないが、必要なときには必要なだけ助け船を出す。後顧の憂いなく戦うといい」

「あははー。前回はアインさんいなくて苦労したもんにぇー」

「でも、アスラフレームと衛星回線の接続は、初期化しないかぎり、つなぎっぱなしなんスよね？　また成功する自信ないから一安心ッス」

　談笑しながら、なつきは運転席へ。伊い集じゆう院いんは助手席に収まった。

　ユウとアインはふたりで後部座席に。電動自動車はスポーツタイプのＳＵＶ、五人家族でも乗り込める。

　なつきの運転で走り出すと、アインがさらりと言った。

「ま、実のところ……ユウたちと旅立つ前に、わたしが二機のアスラを導いて、アヴァローとつないでやってもよかったんだがな」

「うえっ。そうだったんスか!?」

「ああ。だが、そろそろ伊集院の覚醒が次の段階に進むと面白い──。そうも思ったので、あえてやらずにまかせてみた」

「その親心、むしろ迷惑ッス！　オレ、今のままでも十分なんで！」

　伊集院の意識低い発言に、アインが鷹おう揚ように苦笑する。

　王者の風格を持つ美しいパートナーへ、ユウはふと訊たずねた。

「でもさ。ナダル理事が変なことを言ってたよね？」

「──あれか。『せっかくの機会だから、福ふく岡おか市内の内偵も進めてくれ』という。ナノ移植を受けたみんなの感覚に期待しているんだろう」

　アインはすこし考えこんでから、

「どうもナダルは、福岡にもアスラの一体があると疑っているらしい」

「……そんなことってありえるの？　福岡にアスラフレームがあるなら、うわさになっていても不思議じゃないのに。あそこの政府の人たちも宣伝とかしそうだし」

　ユウとしては、納得しがたい推測だったのだが。

　アインは嘆かわしげにつぶやいた。

「ありえないとは言えないだろう。たとえば日本政府が接収したと周知されれば、国際問題になるような機体であれば──保有の事実をおおっぴらにはできまい。十分とは言えない他国からの支援物資がさらに減る原因にもなるだろうし」

「そんなことって、ありえるの？」

「いや一いち之の瀬せ。たとえばさ」

　すかさず伊集院が発言した。

「どこか外国の着装者が戦闘で負傷して、日本の国防軍に救助を要請したはいいけど治療中に死亡……なんてことがあったとしたら、どうよ？」

「そうか」

　友人に言われて、ユウは呑のみこめた。

「その事件を隠蔽して、アスラフレームだけ手元に残して──もできちゃうんだ」

「そ。国防軍も日本政府も、都合の悪いことはすぐ隠蔽してたしなあ……」

　ユウたちを乗せて、自動車は港から市街地へと移動中。

　今回はあえて、陸路で九州北部を行くことにした。このエリアの現状を間近から見ておきたかったからだ。

　海路やアスラフレームによる飛行では、やはり実情をつぶさに見聞できない。

「半分水没した関東とか関西とちがって──」

　伊い集じゆう院いんが車の窓を全開にして、外を眺めていた。

　海沿いの街には人っ子ひとり歩いていない。まるで廃はい墟きよだった。

「四国や九州はたいして海岸線の浸食もないッスねえ。昔と変わらない感じの景色で、道路も走りやすいし」

「関西の方とか、特に山んなかは倒木がひどいもんにぇえ。電柱もばきばき折れたし」

　なつきが指摘する。ユウも疑問を口にした。

「どうして、この辺に誰も住んでないんだろう？　福ふく岡おか市内は難民の人たちでいっぱいだって話なのに」

「かんたんさあ、ユウくん。めぼしい食糧とか物資は全部あっちに運び出されたんよ」

　あっさりとなつきが答えた。

「福岡の臨時政府が国防軍の残党を動かして、九州はもちろん四国や本州の近場を回って、いろんなものを強引にかき集めたの。武器をちらつかせて」

「武器!?」

　唖あ然ぜんとするユウ。なつきはさらにつづけた。

「当然、物資を奪われた側の人たちは生きていけないから、難民として福岡まで押しかけて──っつー話なんだにゃ」

「それ、完璧に略奪じゃないッスか！」

「そうとも言うにぇー」

　伊集院のコメントに、傾かぶ奇き者ものの女サムライは肩をすくめた。

　関西を中心になつきは各地を転々としていたらしい。舞まい鶴づるに閉じ込められていたユウたちよりも事情通なのだ。

「ただ、苦労して福岡まで避難しても、配給される食糧とか超すくないのよん。節約のためっつーのもあるらしいんだけど」

「……だけど？　節約以外に何があるんですか？」

　ろくでもない話が出てきそうだ。予感しながらもユウは訊きいた。

「いやねえ。あくまで風のうわさだよー。福岡の臨時政府に出入りしてたと自己申告してたおっちゃんから聞いた話だよー。あそこの政府のえらい人が口走ったんだって。『食糧不足で難民の数が減ってくれたら、むしろ都合がいい』とか何とか」

「ふうむ」

　アインが腕組みして、さらりと言った。

「もしや臨時政府に関わる者や、そこに近しい者だけは食糧その他に不自由しない暮らしを送っている……。そんな話もあるんじゃないか？」

「アインさん鋭いにゃー。特に国防軍のえらい人は羽振りいいみたい」

「…………」

　ユウはため息をこぼした。

　真偽の定かでない──しかし、非常にうなずけるうわさ話。また福ふく岡おかでも人間のいやな部分をさんざん目撃することになりそうだ。




　舞まい鶴づるから大おお阪さか方面を車で目指したときは、倒木や倒れた電柱に道をふさがれて、何十回も一時停止を余儀なくされた。

　だが、北きた九きゆう州しゆうエリアの道路状況はそこまでひどくない。

　市街地を抜けて山間部の舗装路に入っても、割と順調に走行できていた。

　だから、自動車を止めようと伊い集じゆう院いんが主張したのは、まったく人間サイドの都合によるものであった。

「みんな──持ってきた弁当はあるけど！」

　助手席から車内の全員へ、伊集院は熱く訴えた。

「せっかく陸地まで来たんだし食糧、つーか肉の確保をしとかないか!?　アインさまもライフル持ってきてるっしょ！」

「ま、伊集院の提案にも理はある。行きがけの駄賃というものだな」

　狩りのリーダーであるアインの一言で決まった。

　適当なところに車を止めて、四人で外へ出る。北九州市内の山道であった。舗装路を離れ、茂みをかき分けて、山林へと入っていく。

「いかにもシカとかイノシシとかいそうな山だよもんねえ」

　お気楽なノリでなつきが言う。

「さっきおサルさんも見かけたし、絶対何か住んでるよおっ」

「荷物になるから、大物は見逃そう。鳥を何羽かしとめていきたいところだ……」

　アインが冷静に言った。

　さりげない目配りで樹上を見やりつつ、山中を進んでいく。

　肩にはベルト付きの二〇式小銃を掛けてあるものの、力まず、自然体であった。そのうしろにつづくユウは──丸腰だった。

　今日はあくまで《着装者三号》として福岡へ赴くつもりだったからだ。

　しかし。

　どこからか悲鳴が聞こえてきた。

「わあああああっ!?　だ、誰か助けて！　人を呼んでーっ！」

　まだ若いと思われる男性の声だった。

　ユウは三人の仲間たちと目配せを交わした。指示も出す。

「行こう、なつきさん。アイン。伊い集じゆう院いんはあとからゆっくり来て」

「す、すまん！」

　親友の返事を背中で聞きながら、ユウは走り出した。

　なつきとアイン、女性陣ふたりがすでに先行している。木立があり、茂みも多く、走りにくい山道を一列になって駆け抜けて──

　開けたところに出た。一瞬、クマがいるとユウは思った。

　へたりこんでいる三〇歳前後の青年へ、『獣』が飛びかかろうとしていたのだ。

　毛むくじゃらの巨体はちょうど身の丈二五〇センチ程度で、まさにヒグマなどと似たようなサイズだった。

　ただし、その面構えはむしろ『ミミズク』であった。

　口は尖とがっていて、クチバシのよう。頭には角のように尖った耳がふたつある。

「クリーチャーだ……アイン！」

　ユウは相方に呼びかけながら、着装した。

　ただし、右肘から先だけ。ユウの右腕だけが黒と黄金のナノ装甲におおわれる。着装者として成長したおかげで、こんな芸も可能になった。

　アインも二〇式小銃を美しいフォームで構え、引き金をひいていた。

　ミミズク似の後頭部に、みごと弾丸が吸いこまれる。

　ユウも開いた右手を突き出し、圧縮空気機銃を斉射した。五指の先から超硬質カルシウムの弾丸を射出する兵装だ。

　数十発の弾丸は全て『ミミズクグマ』の巨体を抉えぐった。

「じゃあ、とどめはなつきさんの担当だ！」

　こちらも丸腰だった元・女子高校生は高々とジャンプ──

　みごとな空中回し蹴りを『ミミズクグマ』の太い首にたたき込んだ。ごきりという鈍い音はたぶん、頸けい骨こつが折れた証あかしだ。

　異世界のクリーチャーはこうして瞬殺された。

　呆ぼう然ぜんとへたりこむばかりの青年には、アインが近づいていく。

「さて。どうしてこのようなところにいるのかを教えてもらえないか？　もちろん、訊きいてもよいことであればだが」

　聞き取り調査をコミュ力抜群のパートナーにまかせつつ。

　ユウはすばやく右腕の着装を解いた。青年の死角から発砲したので、絶対に見られていないと断言できる。

　復活した《着装者三号》の正体を明かすわけにはいかないのだ。
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　クリーチャー名《オウルベア》。

　ユウたちに倒されたミミズクグマの登録名であった。

　あの戦闘のあと、助けた三〇歳前後の青年も車に乗せて、彼の『家』まで送ってあげることになった。

「本当に助かりました。今度こそ、もうおしまいかと……」

　彼の道案内でやってきたのは、山間部の小村だった。

　ただし、元の住民はとっくに避難していた。適当な空き家を借用し、二〇～三〇代夫婦とその子供たちが五家族ほど暮らしているという。

　彼らから事情を聞いて、伊い集じゆう院いんが驚いた。

「じゃ、みなさんはもともと福ふく岡おかにいたんスか!?」

「あそこにいたら、遅かれ早かれ死ぬしかないと思ったんでね……。食べ物も残りすくないし、治安も悪いし……」

　男性難民のひとりが語った。

　大人はユウたちのもとに集まり、子供たちは離れたところでじゃれ合い、追いかけっこなどをして遊んでいる。

「思い切って山に入ってみたら、自然が近い分、まだ水と食糧を確保しやすくて」

「あー。オレらも舞まい鶴づるの山んなかにいたからわかるッス」

「でも、野性の動物はもちろんだけど、クリーチャーなんかも最近はうろつき出したんだ」

「なのにここから逃げないのは──」

　なつきが口を挟んだ。

「福岡にいた頃よりも居心地いいのかにゃ？」

「ああ。そりゃ足りないものはいっぱいだけど、あっちにいるよりはずいぶんマシだよ」

　尚なお、ユウとアインは話に加わっていなかった。

　代わりに調理器具を借り、昼食作りに忙しくしていた。

　とある難民一家の家に集まっていたのだが、その庭先を借りて、アインがニワトリやヒヨドリといった〝獲物〟をさばいたのだ。

　ユウの方はいつもどおりに調理担当である。

「このニワトリ、たぶん村で飼われてたのが野生化したやつだよね？」

「雌がいたら、卵を産ませるために育てるのもいいだろうが……こやつだけだったからな」

　ユウのつぶやきに、アインがあいづちを打ってくれた。

「子供たちも決して満足に食べているわけではなさそうだ。たまには大盤振る舞いといくのもいいと思う」

「じゃ、こんなのがあったから、炭火焼きなんてどうだろう？」

　炭火を使うダッチオーブン。

　丸ごとのニワトリの腹を開き、ユウは詰め物をした。

　難民家族らが栽培したというジャガイモとニンジン、その辺に生えていたセリも香草代わりに。塩とニンニクも表面にすり込んでおく。

　これを予熱しておいたダッチオーブンに仕込み、じっくり一時間半ほど焼く──

　丸まる鶏どりのローストチキンだった。

　ただ、すぐには完成といかないので、切り分けたヒヨドリの肉や野菜もバーベキューグリルで焼いていく。

　ここで暮らす一家には、狩猟の心得がある人はいないそうだ。

　だからだろう。肉の焼ける匂いが立ちこめ出すと、子供はもちろん、大人までユウたちのそばに集まって、わくわくとした顔で調理を見守った。

　ひとしきり食事を共にしたあと、ユウたちはふたたび旅立つのだが。

「一応、これを渡しておくッス」

　別れ際に、伊い集じゆう院いんがある紙を彼らのひとりに手渡した。

　水上租界『那な由ゆ多た』、その難民移送船の周回航路図であった。

　希望する者たちを新たな市民として迎え入れる──そういう試みが『那由多』ではじまっていたのだ。それに反対していた国防軍の残党が力を弱め、亡命エルフの理事たちが租界の運営を完全掌握したからこその変化である。

「今の福ふく岡おかはちょっとした地獄みたいなものだから……気をつけてね」

　最後に──

　難民女性のひとりが疲れた口調で、実感あふれる言葉を口にした。




　思わぬ出会いを経験したユウたち。

　料理と食事でかなり時間を使ったが、北きた九きゆう州しゆう市から福岡市までの路面状況はずいぶんと良好だった。

　ノンストップで走破できたため、午後三時には福岡市内に入れていた。

　めざすは市の中心地。臨時政府の『政庁』もあるという天てん神じん・博はか多た地区。なつきの運転する電動自動車は軽快に走っていたのだが。

「ものすご～く雰囲気が悪いにぇえ」

「本当に……想像していたよりもずいぶんとすさんでるよ」

　なつきのつぶやきに、ユウも同意した。

　髪を赤く染めた元女子高校生は、車のスピードを落とした。

　かつては大都市であった福ふく岡おか市内。当時なら車道は行きかう自動車が数え切れないほどだったはずだ。しかし今、ほとんど車を見かけない。

　だからか──車道にすわりこむ難民が多かった。寝ころがる難民までいる。

　危なくて、とてもスピードを出せないのだ。

　ちょうどビルの多いオフィス街を通過中であった。

　だが、どこかの窓が割れたビルばかりだ。大きなビルの前には、人が集まっていることも多かった。

　もちろん、勤め人などではない。

　くたびれた衣服を着て、疲れた目と表情ですわりこんだり、陰気な顔つきでおしゃべりをしていたり──である。

　ぐったり路上で寝そべる者も多い。例外なく、ひどく疲れている様子だった。

　ビルの前で焚たき火びし、大鍋を出して、煮炊きする光景もよく見た。

「うわあ。ここで暮らしてる感、半端ないぞ」

　伊い集じゆう院いんが嘆くように言った。

「難民用の仮設住宅とか、全然見ないもんな……。だから空いてるビルとかでみんな寝起きしてるんだよ。浮浪者みたいに……」

「なんだか子供だけのグループも結構見るね……」

「それはね、ユウくん。たぶん、親御さんと死に別れた子たちだよ」

　なつきが珍しく超然とした面持ちで言った。

「面倒見てくれる人も今はほとんどいないから、ああして子供だけで集まるの。結構あちこちにいるよ」

「ああ……」

　思えば、今現在の自分たちもそうなのだ。

　納得しつつ、ユウは彼らの目つきが険しいことに気づいた。

　ガリガリに痩せた子供ばかり。また、なかには鉄パイプや工具などを片手にたむろする一〇代前半の少年グループもあった。

「察するに──」

　アインが軽くため息をついた。

「そうした子らのなかには、暴力によって欲するものを手に入れる悪習に染まった者もそこそこいそうではあるな」

「あいかわらずアインさんは鋭いにゃあ」

　口調だけおどけつつ、なつきが今度はぼやき節で言う。

「海外から支援物資とか難民救済のボランティアさんとかが来るようになれば、いろいろ変わるんだろうけどさっ。子供たちが自助でなんとかしなきゃって場合、そういう方向に行かざるを得ないよねえ」

「そういえば、女の人をほとんど見かけないよ」

「そりゃそうだろ。こんな空気の街を歩きたくないに決まってるぞ。何をされるか、わかったもんじゃないぞ！」

　ユウが言うと、伊い集じゆう院いんは切羽詰まった声で応じる。

「うちの家族、福ふく岡おかにいる可能性が高いはずだけど──本当に大丈夫なのかよ！」

「さっき山で会った人たちも言ってたよね。食糧の配給は一日に一度きり。それも水に溶いた小麦粉を焼いただけのやつとか、具のないすいとんのみのときもあるって……。なんてところなんだ」

　込みあげてくる怒りにユウは気づいた。

　もちろん、こんな状況を生み出した元凶は異世界の軍団だ。しかし、仮にも臨時政府を名乗る集団のお膝元がこんな有様とは──。

　不ふ甲が斐いない大人たちへの怒りを実感したとき、アインが言った。

「ところでなつき。気づいているだろうが……」

「あい、あい。わかってるよぉ。うちらの車、結構注目されてるよねー。気をつけて進んでいきましょ」

　ユウたちの車は、すでに博はか多た地区まで来ている。

　道中、しげしげとこちらを眺める難民はたしかに多かった。

「どうやら……今の福岡では、こうして車を乗りまわす者は珍しいようだな。しかも、そうした輩やからは、民から決してよく思われてはいないようだ」

「たしかに。やけに殺気立った目で僕らを見ている人がときどきいるよ……」

　アインの見立てがユウを警戒させた。

　自動車の窓から、外の様子をきょろきょろ眺める。

　対向車線に──こちらへ走ってくる車がいた。黒塗りの、いかにも高級車という外観のセダンタイプだった。

　国会議員や都知事などが使う公用車はたいていあんな感じ──

　ユウが思った瞬間だった。

　道にたむろしていた難民のひとりが石を投げた。黒塗りの高級車へ。

「政府の連中はオレたちを何だと思ってるんだ！」

「引きずり出せ！　直接、文句を言ってやる！」

　鉄パイプを持って、高級車の前に躍り出た中年男までいた。

　しかも、それにつづく男たちが十数名。

　黒塗りの高級車もユウたち同様、あまり速度を出していなかった。だからこその暴挙ではあったが──

　怒号と共に鉄パイプや金属の工具、石で高級車に殴りかかる。

　難民たちの姿から、蓄積された憤怒の烈はげしさ・深さをユウは感じとった。

　車内の運転手とスーツ姿の青年はあわてふためきつつも、〝外〟に向かって何事かを訴えている。おそらく落ちついてくれなどと。

　なつきがブレーキをかけ、ユウたちの車も停止した。

「あ」

　ユウは気づいた。車内の青年に見覚えがある。

「この間、徳とく島しまへ来た使節団の人だ。ほかはみんな制服の軍人なのに、ひとりだけ背広を着てて……そういえば名前、『伊い集じゆう院いん』って呼ばれてた」

「うえっ、マジか一いち之の瀬せ？」

「うん。あのあとのバタバタですっかり忘れてたよ」

「いやまあ、どこにでもある名字だから、オレの家族とは限らないけど──うええっ！　アニキじゃないか!?」

「ええっ!?」

　とんでもない偶然。伊集院ともどもユウはびっくりした。

　すると、なつきが車のドアに手をかけた。

「助けてあげようかにゃーとは思ってたけど、そうと聞いたら尚なお更さらだねっ。なつきさん、ちょっと行ってくるよ！」




　そして二〇分後。

　暴漢十数名程度になつきが手こずるはずもない。奪った鉄パイプを『Ｕ』の字にひん曲げるという離れ業を見せつけ、彼らを追いはらった。

　すると、伊集院青年はそそくさと高級車から出てきて、

「ありがとう、君！　本当に助かったよお！　もう感謝の言葉もないっ！」

　熱気あふれる口ぶりで礼を言った。

　その勢いでなつきの右手を取り、両手で握手しようともしたのだが、傾かぶ奇き者ものの女サムライは半歩うしろに下がって、あっさり避よけた。

「申し訳ないけど。なつきさんは誰の手でもにぎる人とは握手しないんだなー」

「あ、いやいや。誰にでもということは全然ないよ、君──」

「ウソつくなよアニキ。よく言ってるじゃんか。人をたらしこむためなら握手なんて安いもんだ。何万回でもタダでやってやるって」

「ん────おお、高たか丸まる!?」

　脇から伊い集じゆう院いん高丸に声をかけられて、青年はパッと笑顔になった。

「おまえ、生きていたのか！　もう二度と会えないと覚悟してたぞおっ。なんてめでたい日なんだ、今日は！」

「いや、オレもうれしいのはもちろんなんだけど」

　困惑した面持ちで、伊集院は『アニキ』に問いかけた。

「どうして臨時政府の仕事なんかやってんだ？　アニキ、神か奈な川がわが地元の国会議員だろ。えーとな、一いち之の瀬せ。この人はオレの従兄弟いとこで本家の次男坊、伊集院ハルキ氏。親父おやじさんから地盤とカバン受け継いで、世襲の三世議員とかやってたの」

「うーん。伊集院の実家、すごそうだとは思ってたけど……」

　ときどき感じていた『かなりの家柄なのでは？』疑惑。

　それが実証されて、ユウは驚くよりも納得してしまった。伊集院高丸、やはり正真正銘のおぼっちゃんだった。

　一方、ハルキ元議員はばつが悪そうに頭をかいていた。

「いやなあ。ここの臨時政府、ぶっちゃけ国防軍の将校たちがクーデター起こしてできた代物なんだよ。軍事独裁政権ってやつだなあ。ただ背広組も必要ってことで、運悪く『前職』を見込まれて、ぼくも巻きこまれちまった」

「運悪くぅ？　本当かあ？」

　伊集院は猜さい疑ぎに満ちた目でつっこんだ。

「ここの政府関係者、かなり羽振りがいいって聞いたぞお」

「バカ野郎！　誰か歯止めをかける人間がいないと、市民への食糧配布も減らされるばっかりで、今の二倍は死人が出ているぞ！　……それにまあ、うちは一族総出で避難してきたわけだから、すこしでもここの暮らしをよくしたいと思ってだな──」

「一族！　そうだよ、みんな無事なのか!?　うちの親はどうしてる!?」

「おじさんとおばさんは大丈夫だ。さすがに脱落者ゼロとは言えないが……」

　従兄弟のハルキ氏に教えられて、伊集院が表情を輝かせた。

　だが直後に──警報が鳴りひびいた。この一角だけでなく、福ふく岡おか市内の全域に。各地に設置されたスピーカーがけたたましく吠ほえている。

「これはつまり……敵が襲来したという意味なのだな？」

　重々しくアインがつぶやいた。
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　福岡市の中心とも言える博はか多た・天てん神じん地区。

　その路上にも、疲れ切った難民があふれかえっている。かつての活気は見る影もなく、代わりに陰鬱な倦けん怠たい感かんばかりが市中に充みち満みちていた。

　しかし今、九州を代表する大都市に、喧けん噪そうがもどってきていた。

　ただし──それは恐怖と絶望ゆえの騒がしさであった。

「ま、まただ！　怪物たちが出たぞ！」

「ちくしょうっ！　一体どこにいやがるんだよ!?」

　あちこちで火事が起きていた。

　コンビニ、一軒家、小学校、雑居ビルなど、多くの建物が燃えていた。

　その火災の原因となるものは──小さな光であった。空中から『ふっ』と光球が生まれて、ふらふら宙をただよいながら落ちていくのだ。

　光球はちょうど、手のひらに乗るくらいのサイズだった。

　これが落ちたところは唐突かつ盛大に、大炎上をはじめるのである。

「やっぱ何かのクリーチャーが魔法を使って、悪さしてんだろうな！」

　伊い集じゆう院いんが言った。

　再会したばかりの『アニキ』と別れて、いつもの仲間だけで騒動の中心地まで駆けつけていた。ユウはすでに着装済みだ。

　空撮ドロイドも放って、博はか多た・天てん神じんの状況を空から把握中。

　伊集院はＨＭＤゴーグルをかけて、空撮映像をチェックしていた。

「くそお。三号フレームに検索してもらっても、使われてる魔法が出てこないな。クリーチャーの識別もできないし……！」

「魔術で姿を隠しているのかもしれないぞ」

　アインに指摘されて、着装したユウはうなずいた。

「いかにもありそうな話だね。僕が飛びまわって、探し出してみる」

「なつきさんも地面を探してみるよ！　でも、その前に──アインさん、おねがいっ」

「了解した。頼むぞ、なつき！」




　──汝なんじ、自じ心しんの月がち輪りんに於おいて、金剛の形を思し惟ゆいせよ

　──覚かく者しやは言う。我、月輪の中に金剛を見ると……




　いつもながらの麗しい声で、アインは福音ゴスペルコードを唱えた。

　なつきが両手に持つ青せい龍りゆう偃えん月げつ刀、アスラフレーム六号機《06ヴリトラ》の柄に取りつけられたプレイホイールが回り出す。のみならず、祈りの輪からは可変ナノ粒子の大量噴出がはじまった。

　次々と構築される拡張ドロイドたち。

　それは空中に浮かぶ『雪の結晶』であった。

　テニスコートなどと同じほどに巨大で、なかば透きとおっている。《ＭＵＶスノウクリスタル》。特殊液体ヘリウムの冷却弾を射出する移動砲台だ。

　化学と魔道によって産みおとされた〝雪の花〟は計四体であった。

「もうひとつ、新入生くんにも出番あるよおっ！」

　次になつきと《06ヴリトラ》が構築したドロイド──

　今度は、睡すい蓮れんに似た形状の『金属製の花』であった。

　先に誕生した雪の結晶たちと同サイズである。花弁にあたる部分を前に向け、空中を浮遊しているところもいっしょだ。

　これも四体。《ＭＵＶウォーターリリィ》である。

　八体のドロイドは散開して、博はか多た・天てん神じん地区を浮遊しながら、火災の起きた建物にそれぞれの兵装を射出していく。

　冷却弾は《ＭＵＶスノウクリスタル》、雪の結晶の中心から。

　高圧流噴水──ウォータージェットは《ＭＵＶウォーターリリィ》の花弁から。本来、コンクリートすら掘削する威力をだいぶ弱めてあった。

　特殊液体ヘリウムと水流によって、炎上した建物が次々と鎮火していく。

　ちなみに、これらの拡張ドロイドはアスラフレーム本体より電力供給されている。磁界共鳴技術を用いた移動体への完全ワイヤレス給電──亡命エルフの賢人たちが完成させた次世代テクノロジーである。

「消火活動はあの子らにまかせて──行くよん、三号くん！」

「了解。じゃあ、僕は空を担当する」

　今のユウは着装者三号であって、一いち之の瀬せユウではない。

　中国海軍の周雪麗チヨウ・シユエリーから『スカしてる』と評された声でなつきと語らい、空中へと飛び出していった。

　火災を招く光球は二、三分おきに発生し、空から地上に落ちていく。

　しかも神出鬼没。繁華街の天神エリアで火事を起こしたかと思えば、次は海沿いの福ふく岡おかタワー周辺に降ってくる。

　光球が発生する場所に法則性などもなさそうだ。

　一体、どんなクリーチャーが生み出しているのか？

「ルドラ。魔法でも、クリーチャーの反応でも、何か検知できないか？」

　ユウの問いかけにも三号フレームは沈黙したまま。

　何の情報も提示してこない。頼もしい相棒にしては珍しい。だったら──

「聖骸布！　君も探すのを手伝ってくれ！」

　首に巻いた黄色いマフラーこそが聖骸布。

　アインから授かった神具をひとつかみ引きちぎり、宙にまく。聖骸布のかけらはたちまち粉々にちぎれ、空中に満ちていった。

　何か魔性の者がひそんでいれば、必ず見つけ出してくれる。

　その確信がユウにはあった。しかし。

「……どういうことだ？」

　聖骸布のかけらは細かな繊維となって、空に散っていった。

　だが、何をするでもなく、そのままどこかへ飛散した。ユウの首に巻かれた本体の方は、ひきちぎった部分を再生させて、いつもどおりの姿となる。

　まさか──ユウはある可能性に気づいた。

「魔法で隠れているんじゃない？　ルドラ、音だ！　何か動くものの駆動音とか、心臓の鼓動とかを捉えてくれ！」

　聴覚センサーの感度を最大限に高めた──

　その報告が情報ウインドウとして、ユウの視界の隅に現れる。

　そして、三号フレーム《03ルドラ》が感知した音。『ジジジジジ……』という、ひどく静かな駆動音であった。

　まるで反重力リフターさながらの静けさだ。

　発生源は空中を移動しているから、尚なお更さら。奇妙に思いつつも、ユウは飛んだ。

　空気流ジエツトストリームを吐き出しながら急加速。飛行する駆動音の源に一瞬で追いついて、右手をのばし、しっかりとつかんだ。

　バキッ。硬い金属製の物体をにぎりつぶす手応えがあった。

「な、何なんだ、これは？」

　ユウがにぎりしめていた物体は、葉巻のように棒状であった。

　大きさは金属バットくらい。今まで姿形がまったく視認できなかったのに、いきなり見えるようになったのである。

　とまどうユウへ、三号フレームが情報ウインドウを提示する。

「え……《ＭＵＶハイディングティンダー》。これ、拡張ドロイドなのか！　『光学迷彩機能を搭載し、隠おん密みつ行動も可能』っ!?　火をつけてまわって、敵領地内に混乱を起こすことが主な用途って──何号フレームのドロイドなんだ!?」

　ユウにつかまれて機体が破損。

　そのため、光学迷彩が解除されたのだ。

　そして、困惑するユウのもとへ、アインからの情報連結コムリンクがとどく……。




　火の災いを呼ぶ光球の発生源は何か。

　ユウとなつきが懸命に探していたとき、アインと伊い集じゆう院いんは博はか多た駅の前にいた。いつものように後方から仲間をバックアップするために。

「ん──？」

「どうしたんスか、アインさま？」

「いや……こちらに近づいてくる男児の首に、気になるものがあってな」

　伊い集じゆう院いんに問われて、アインは答えた。

　ふたりのもとへ歩いてきたのは、一いち之の瀬せユウや伊集院と同年代の少年。彫りの深い顔立ちはかなり秀麗であった。申し分なく美少年である。

　しかし、ずいぶんと目つきに険があった。

　彼の髪は真っ白だから、ずいぶんと印象的な容姿だ。痩せた体に羽織るポンチョはひどくボロボロで、灰色に薄汚れている。

　この少年の首に──赤いマフラーが巻かれていた。

「着装者三号の黄色いやつにちょっと似てるッスねえ」

「似てるのも道理だ。あの赤い布はまちがいなく聖骸布だからな」

「うえっ!?　じゃあ、あいつも着装者!?」

　警戒するアイン、驚きよう愕がくする伊集院の前まで、白髪の少年はやってきた。

「ごきげんよう、とは言っておこう。見知らぬ着装者よ」

　アインは鷹おう揚ように告げた。

「あまりに殺気と怒気がむき出しなので、友ゆう誼ぎを結べる気はあまりしないんだが。それでもあいさつは大切だからな」

「要らないよ。そんなもん」

　白髪の少年はにべもなく言った。だが。

「いや、待てよ。たしかにおまえとのつきあいは長くなるはずだから、名乗っておくぐらいはしてもいいか……。巻まき志し摩まレオだ」

　考えなおしたらしく、レオ少年は言った。

「生体パーツであるクローンエルフを、正しく運用するために来た」

「……と言うと？」

「おれの七号フレームの追加兵装として……おまえをいただいていく」

　レオがすっと右手をあげた。

　肌の手入れなど気にもしていないのか、指先は乾き、ボロボロにひび割れていた。その荒れた人差し指の先端に、ぽうっと光がともる。

　その輝きを直視した途端に、アインと伊集院は倒れてしまった。

　急に両足とも萎なえ、立っていられなくなったのだ。がくがくと全身が震え出し、心臓の鼓動も激しくなる。動どう悸きがひどい。

「ど、どうなってんだよ、これっ!?」

「さっさと意識不明になった方がいいぞ、自己管理もできない肥満野郎。七号フレームの『光学幻覚』はかなり強烈だから、下手に堪えていると後遺症もやばくなる」

「デ……デブ差別すんな、このや、ろう……」

　野郎と言いかけながらも、伊い集じゆう院いんが沈黙した。

　意識を喪失したのだ。アインもそうなりかかっていた。しかし気絶する寸前に、ふたりの着装者へ情報連結コムリンクをつないでいた。

『ユウ！　なつき！　炎と閃せん光こうの王──七号フレーム《アグニ》の着装者が来たっ。わたしを虜とりこにするために！』





　　　　　　　　　４






　市中の空にいたユウは、博はか多た駅前にほぼ数秒で移動してみせた。

　空の王ならではの高速飛行である。アインと伊集院がふたりそろって、駅前広場で倒れていた。すぐ近くに小柄な少年がいる。

　少年と仲間ふたりの間に、着装したユウは降り立った。

　ほぼ無音かつ、衝撃など一切ない着陸は、反重力リフターならではのもの。

　それを目の当たりにしても少年──真っ白な髪で、やけにすさんだ目つきの〝彼〟はたじろぎもせず、
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「──来たか、二代目三号。ちょうどいい」

　傲然と声をかけてきた。

　ユウはヘルメット越しに、白髪の少年をにらんだ。

「何がちょうどいいんだ？」

「おまえのクローンエルフは眠らせた。今、おれとおまえの装備はアスラフレームのみ……だから、ちょうどいい機会だ」

　着装者七号であろう少年は宣言した。

「おれとおまえにどれくらい力の差があるのかを測定する、な」

「ふうん」

　ユウは冷ややかに応じた。

「力の差を測定って──試合でもしようって言うのか？」

「ああ。おれではなく、おまえのもとにクローンエルフが転がりこんだのは実力差のせいか、ただの運かを知っておきたい。実力差なら、その差を埋める。運だけなら、特にあらためなくてもいい」

「もしかして、拡張ドロイドに街を襲わせていたのは──」

「おまえらを福ふく岡おかまでおびきよせるためだ。今度は断られないようにな。臨時政府の連中がもっと有能なら、こんな小細工は無用だったんだが……。まったく、あいつらの使えなさには反へ吐どが出る」

「なんてやつだ……」

　どうやら福岡の臨時政府とつながりがあるらしい《着装者七号》。

　彼のドロイドが起こした火災で、多くの建物が焼けた。ぱっと空から見ただけでも、すくなからぬ死傷者が出たことは明らかだ。

　そのうえ、仲間のアインと伊い集じゆう院いん──

　何をされたのか、ふたりともうなされながら眠っている。

　ひどく寝苦しそうだ。ユウは心の底からの怒りを覚えながらも宣言した。

「僕は──着装者三号はみんなを、僕よりも力のないみんなを守るために存在する者だ。同じアスラフレームの着装者と戦う理由なんてない」

「は──っ！」

　白髪の少年が嘲ちよう笑しようした。

「わかった。なら、この巻まき志し摩まレオがおまえよりも強いと証明できればいい──そういうことだな！　おまえなんかに守ってもらう必要はないと！」

　レオと名乗った少年は、羽織っていたポンチョの裾を勢いよく払った。

　その下に着ていた衣類があらわになる。長袖のＴシャツにジーンズ。だが、腰のベルトにユウは注目した。

　巻まき志し摩まレオの腰に巻かれたベルト、そのバックルは《プレイホイール》だ！

「やるぞ、アグニ！　お高く止まった三号さまに、おれとおまえの……着装者七号の力を見せてやろうぜ！」

　アスラフレーム七号機《07アグニ》。ベルトのみという独特すぎる機体。

　その動力源である車輪──祈りの輪が高速で回り出す。

　すると、巻志摩レオの全身がまばゆい光をまとい、すーっと宙に浮いた。反重力リフターによる飛行だ。彼と地面の間には、五〇センチほどの隙間がある。

　そして──

「でりゃああああああああああっ！」

　威勢のいい気合い声と共に、なつきが飛び込んできた。

　両手で青せい龍りゆう偃えん月げつ刀、六号フレーム《06ヴリトラ》を振りおろすおまけ付きで。ぶあつい刃やいばが襲う標的は、光につつまれたレオの頭であった。

　……なつきの鋭い斬撃が止められた。

　レオをつつみこんだ──まばゆい光の力場によって。

「三号くん。この不良少年、ヴリトラくんのと同じバリアーで守られてるよ！」

「クアルダルド戦でなつきさんが使ったやつか──！」

「正解だ！　だが、六号フレームにこれはできないだろう!?」

　レオを守る光の力場から、やにわに閃せん光こうが放たれた。

　それは熱線だった。三号フレーム《03ルドラ》の胸部に直撃する。黒と黄金のナノ装甲、その表面が赤熱していく──。

「く…………っ！」

　ユウは渋々、右手をレオに向けた。

　五指の先から超硬質カルシウム弾を連射する。しかし、レオを守護する光のフィールドは小揺るぎもしない。

「その程度で七号の光子フレームを破れるものか！」

　勝ちほこるレオをつつみこむ光明から、二本目の熱線が放たれた。

　今度はなつきが標的。が、赤毛の女サムライはみごとに先読みしていたらしく、

「ほっ！」

　青龍偃月刀の刃を地面に突き立て、防御力場を展開した。

　レオの力場はまばゆいほどに燦さん然ぜんと輝いているが、なつきのそれはもっとおとなしい輝きであった。だが、主あるじに害を為なす熱線は通さない。

　どうやら防御力は劣っていないようだ。むしろ明確なちがいは──

「同じ防御をやると、こっちは自由に攻撃できなくなるけどっ」

　なつきがくやしそうに言う。

「向こうは守りながら攻撃できるみたいっ！　ずるいぞ！」

「じゃあ──僕の方が相性いい、ということだね」

　胸部に熱線を浴びつづけていた三号フレーム《03ルドラ》。

　ついに意を決して、ユウは動いた。まばゆい光──光子フレームとやらに庇ひ護ごされた巻まき志し摩まレオの方へと飛び、空中から直蹴りを繰り出した。

　光子フレームの防御力場ごと、レオを豪快にけっとばす！

「くそ！」

　一〇メートル以上もふっとばされて、レオが毒づいた。

　だが、白髪の少年自身は傷ひとつない。光子フレームに阻まれて、ユウの蹴り足は険しい目つきの着装者にとどかなかったのだ。

「アグニ、次はこいつだ！」

　レオがかざした右手から、火炎が吹き出てきた。

　その炎は黒と黄金のナノ装甲にまとわりつき、ユウの全身をつつみこんで、焼死体に変えようと燃えさかる。

　まるで魔法だが、これもナノマシンを用いた機械兵装なのだろう。

　猛火につつまれたユウの三号フレーム。ナノ装甲の表面温度は八〇〇度超、フレーム内部も六〇度の熱さに──。

　その数字が躍る情報ウインドウをちらりと見て。

　ユウは空高くへと急上昇した。激しく空気流ジエツトストリームをまき散らしながら、ついでにその噴出によって火炎も吹き飛ばしてしまう。

「逃がすかよ！」

　光子フレームをまとったレオも、空へと駆けあがってきた。

　ユウの背中を追いながら熱線の連射。連射。連射。

　それを、空の王が得意とするアクロバット飛行──上下左右前後へと巧みに急旋回を繰りかえす動きで回避していく。

「なつきさん。アインと伊い集じゆう院いんの介抱をお願いしてもいいかな？」

『あいあいっ！　おまかせされたよおっ！』

　情報連結コムリンクによる返答にうなずいて、ユウは『敵』に集中した。

　まっすぐな高速飛行でレオに急接近し、その速度を威力に乗せて、右ストレート。《07アグニ》の光子フレームに強打を浴びせる。

「堪えろ、アグニ！　反重力リフターのパワーを上げろ！」

　殴られながらも、レオは光子フレームを出力全開で前進させた。

　ふたたびユウの打撃に押されて、はじきとばされないように。結果、今回はビリヤードの球よろしく飛んでいくことはなく、

「電磁熱波攻撃──やれ！」

　殴りつけてきたユウと三号《ルドラ》に、すかさず反撃を繰り出した。

　七号《アグニ》の光子フレームから膨大な量の電磁波が放射された。それは近距離にいる者を無差別に灼やき尽くすための兵装だった。

「く────っ！」

　ユウは後方へ飛びすさり、大きく距離を取った。というのも。

「魔法とちがって、消去しているわけじゃないから……攻撃を浴びつづけていると、ルドラにもダメージが溜たまっていくのか──」

　相棒である空の王が出してきた情報ウインドウ。

　機体の負荷がかかっている部位を図で示すものだった。ナノ装甲の表面、関節部などの一部が黄色く点滅している。

　中の人であるユウは無傷だし、まだまだ機体にも余裕はある。

　しかし、この展開を長くつづけることは、決して良策ではないはずだ。

「光子フレームって、攻防一体のすごい装備なんだな……。ただ引っかかるのは、そんなに万能なら、アスラシリーズの全部をあの仕組みにしたはずで──」

　実体装甲を持たないがゆえの攻防一体。

　ならば、そこにこそ敵の弱点もありそうなもの。

「相手が堅守速攻なら、こっちはそれに対抗しやすい戦術を選べばいい。ルドラ、試しにやってみよう」

　堅守速攻、じっくり遅攻、戦術のバリエーションは無限である。

　そのどれかにユウはこだわりを持たない。状況に応じた最適策を選び、実行できることこそが重要なのだ。

　ユウの要請に応えて、《プレイホイール》の回転が速まる。

　一回りごとに電力と魔力が生まれ、アスラフレーム三号機の出力が高まっていく。そのままユウは加速した。

　半円を描く軌道でレオの光子フレームに急接近。

　それも敵の背後へとまわり込む動きで。背中を取られた形のレオ、攻撃に出るタイミングを一瞬とはいえ逸してしまった。

「ちぃっ！」

「ルドラ──電磁熱放射」

　ユウが突き出した右腕には、拡張ドロイドが装着されていた。

　飛行しながら三号フレームに構築させたのだ。《ＭＵＶクロウガントレット》を。長い爪付きの籠こ手てである。

　自律行動するロボアームであり、近接戦用の兵装にもなる。

　ユウの突き出した爪付きのガントレット──その手のひらから、対象物を加熱する電磁波が怒ど濤とうの勢いで放出されていく。

　三号フレーム《03ルドラ》がたくわえた電力を総動員しての熱攻撃。

　たまらず、レオは叫んだ。

「アグニ！　こっちもホイールを回せっ。光子フレームの防御力を上げろ！」

「そう来なくっちゃ」

　思惑にはまってくれたので、ユウはつぶやいた。

　背後を取る形での速攻・急襲に、思わず手拍子で守勢にまわったレオ。おかげで攻防一体が崩れた。

　だから、こちらは思い切って、電磁熱放射に出力のほとんどをつぎ込める。

「!?　そういう意図か……！」

「で？　こんな状況でも僕を突き放すような手段──君にはあるのかな？」

　遅まきながら失敗を悟ったらしいレオへ、ユウは淡々と告げる。

　実体装甲のない七号フレーム《07アグニ》に、パンチやキック等の打撃でこちらを突き放すことができるのだろうか。

　それこそ、さっきユウが三号フレームでやってみせたように。

　レオのあせった顔が十分に答えであった。しかし──白髪の少年はすぐに闘志と覇気を取りもどし、決然と言った。

「福音ゴスペルコードを使え、アグニ！　あれをやるぞ！」




　Gateガーテー! Gateガーテー! Paragateパーラガテー!

　Gateガーテー! Gateガーテー! Paragateパーラガテー!

　Parasamgateパーラサンガテー・Bodhisvahaボーデイスヴアーハー!　Gateガーテー! Gateガーテー! Paragateパーラガテー!




　レオの腰で祈りの輪が回り、覚醒の歌を高らかに唱えた。

　すると光子フレームから、すさまじい量の粒子──可変ナノ粒子が噴き出して、『光り輝く腕』を生み出したのだ。

　それはまさしく巨人の腕だった。

　肘から拳までしかなかったが、その部位だけで二〇メートルほどはあった。

「ぶん殴れ！」

「拡張ドロイドで足りない部分をおぎなう──なるほど。こういう手があったわけか」

　迫りくる『光の巨人』の拳を、ユウが急旋回でかわした直後。

　地上のなつきから情報連結コムリンクが入った。

『た、たいへんだよ三号くん！　アインさんと伊い集じゆう院いんくんの様子がおかしいっ！』

「え────？」

「ふたりとも痙けい攣れんまではじまって、汗ぐっしょりで！　尋常じゃない感じ！」

　ユウの視界上に映像のウインドウが出た。

　路上に横たわりながらも、がくがくと震える伊集院。ひどい悪夢でも見ているのか、うーんうーんとうなっている。

　アインも同じく、全身を小刻みに震わせていた。

　いつも快活な彼女が眉間にしわを寄せ、険しい表情を浮かべている。

　こんなアインを見るのは初めてであった。ユウは──自分と同じく空中にいる巻まき志し摩まレオをにらみつけた。

「僕の仲間に何をした──!?」

「……『光学幻覚』つってな。七号フレームの兵装だ。これを見せた者は昏こん倒とうし、幻視症状みたいな悪夢を見ながら悶もん絶ぜつするっていう代物なんだが……」

　レオは肩をすくめていた。

「運が悪いと発作を起こして、心身に後遺症が残ることもある」

「なんだって……」

「もし、おまえの仲間がそうなってるのなら、すぐに医療機関へ運ぶべきだ。適切な治療を受けさせれば、そうひどいことにはならねえよ」

　すこし前までの闘志がうそのように、レオは冷静になっていた。

　淡々と言葉を重ねていく。ユウをじっと見据えながら。

「ただ──この福ふく岡おかで機能している唯一の医療機関は、国防軍関連のところだ。ま、おまえらの水上租界に運んでいたら、手遅れになるだろうな……」

「じゃあ──」

「口を利いてやってもいいぜ。二代目三号、おまえがおれたちに投降するのなら」

　抜け目ない目つきでレオはつづける。

「おれとしては、アインってクローンエルフが幻視症状で苦しむようになっても、福音ゴスペルコードを唱えることさえできれば十分だから、さほど問題はない。ただ……おまえがそうじゃないのなら──」

　選択肢はどうやらひとつだけ。ユウは歯は噛がみしたくなった。
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　博はか多たエリアの一角、那な珂か川がわのほとりに建つ高級ホテル──。

　繁華街の中なか洲すにも近いあたりである。かつては大勢の観光客、出張の勤め人などでにぎわっていたことだろう。

　このホテルがいまや政庁なのだという。

　数ヶ月前、『日本臨時政府』に接収された結果であった。

　尚なお、臨時政府をひきいる『政府主席』と国防軍トップの『上級大将』は同一人物であり、その地位に就任する際、嬉き々きとして新しい役職名を考案した──

　そんなどうでもいい話を、ユウは以前に聞いていた。

（これはあくまで日本を再生させるまでの特別措置である云うん々ぬんと演説したらしいが、これまたどうでもいい話だった）

　問題は、元ホテルの客室であった部屋に、ユウが軟禁中だという状況だ。

　力ずくで脱出することはたやすいが、アインと伊い集じゆう院いんが人質に取られている。その選択肢は捨てざるを得なかった。

　ちなみに、レオはなつきに対しては投降を求めなかった。

　しばらくどこかに行っていろ──なつきにそう告げて、追いはらってしまった。着装者二名をまとめて収監しても、手に負えなくなると判断したのだろう。

　囚とらわれの身の一いち之の瀬せユウは、おもむろに訊たずねた。

「一体、いつまでここにいればいいんだい？」

　ボイスチェンジャーを通した声。

　巻まき志し摩まレオとの戦闘から二時間が経たっている。が、着装は解いていない。いまだ三号フレーム《03ルドラ》をまとったままだ。

　三号フレームには着装者のコンディションを維持する機能もある。

　水分・栄養素の補給、体温調節などをフレームの方で請け負ってくれるのだ。排はい泄せつ物ぶつさえも分解処理してくれる。

　着装したまま睡眠も取れるため、一週間このままでもいられるほどだった。

　投降はしても、武装解除はしない──レオに出した条件は受け入れられ、ユウは元ホテルの一室にいる。

　ひとりの監視者につきそわれて。彼女は言った。

「実は……《着装者三号》を軍法会議にかける話が進行してはりまして……」

　申し訳なさそうな関西弁の回答。

　まだ二〇歳前の若い女性士官、梶かじ希き里り子こは言いにくそうにつづけた。

「勝手に所属部隊を離れて、正統な日本政府と国防軍の後継者である〝われら政府軍〟に造反した罪を問う──とかなんとか言うてる人たちもいるらしくてー……」

「ふうん」

　ユウは皮肉を込めて言った。

「軍人だったのは死んだ先代だけどね」

「で、でもっ。着装を解いて、素顔を見せてくれんと、その辺をうちらも確認できないわけでしてえっ！」

　准尉だという梶かじ希き里り子こは、だいぶ《着装者三号》に恐縮していた。

　あまり怖がらせるのも気の毒なので、ユウは苛いら立だちを表には出さず、意識したおだやかさで訊きいた。

「なるほど。ちなみにそれを言い出したの、着装者七号？」

「うえっ!?　どうして存じてはるんですか!?」

「勘だよ。そういう理屈を考えるの、彼は得意そうだったし」

　抜け目なく、おそらく頭も切れる──。

　それが巻まき志し摩まレオの印象だった。ユウの発言を受けて、梶准尉は「そうなんですぅ！」と前のめりで同意した。

「あいつときたら理屈屋なうえに口が悪くて、皮肉ばっかりで、相手を言いまかすのも得意なもんやから、自分に都合のいい〝へりくつ〟をいくらでも思いつけるっていう……ほんっと、超厄介な悪ガキで……！　上官のあたしにもしょっちゅうしょっちゅう逆らう悪党やし！」

　レオへの鬱憤がだいぶ溜たまっていたらしい。

　予想外すぎる梶准尉の愚痴。だが好都合だとユウはさらに訊たずねた。

「そんなやつがどうして七号フレームの着装者になったんだい？　あと君も──ナノマシンの移植者だろう？」

　ユウが軟禁された部屋。この室内では情報連結コムリンクを使えない。

　ひそかに何度も試していたのだが、仲間の誰にもつながらないのだ。ユウといっしょに入室した梶准尉が〝処置〟したせいだった。

　彼女が右手をかざすと、掌しようからナノ粒子が大量に出てきたのである。

　散布された光の粒子は部屋の壁という壁、天井、床に付着した。以来、ナノ因子による通信が不可能になったのだ。

　ナノマシン移植者である梶准尉。

　彼女はおそらく覚醒しているのだろう。一定空間内のナノ通信を遮断できる──情報操作系の能力に。

　ユウたちの身近にはいないタイプの移植者である。

　そんな相手がおしゃべりをしたがっている。情報収集のいい機会だとユウは開きなおって、水を向けてみたのだが。

　待ってましたとばかりに、梶准尉は怒ど濤とうの勢いでしゃべり出した。

「いや、それが！　あたしもレオも関西のナノテク研究所に集められた未成年やったのですけど。研究所にいたエルフの先生んところにちょうど、七号フレームがとどいたんですっ。調整したあとで台湾タイワンに送るっちゅーことで！　でも、そのタイミングで関西地方の全域が大地震と大水害に襲われて──」

　そうか。ユウは納得した。

　レオと梶かじ准尉は、自分や伊い集じゆう院いん、アリヤと同じ境遇であったのだ。

「クリーチャーも出るわ《ポータル》も出るわの大混乱のなか、レオのやつがどさくさにまぎれて七号フレームを奪って、使い出したら──」

「誰よりも上う手まく使いこなしてみせた？」

「あ、はい。で、ナノ移植していたあたしといっしょに、西へ撤退していく国防軍の部隊にスカウトされて、今じゃこんなことしてるいうわけなんです……」

　途中まではユウたちとほぼ同じ境遇。

　だが結局、正反対の選択をしたグループが福ふく岡おかにいた。

　ユウは深くため息をついた。そんな自分たちが今、クローンエルフのアインを巡って、対立している。

　本来戦うべき相手は、異世界の大魔術師たちだというのに──。




「ここはどこだ……？　伊集院は──う……っ……」

　ベッドの上でめざめたとき、アインはひどい頭痛に襲われた。

　鋭い痛みが『ずきん！』と頭頂部に走ったのだ。だが幸いにも、ただ一度だけで頭痛は治まってくれた。

　身を起こすのはまだ無理そうなので、寝たまま部屋の様子をうかがう。

　寒々とした格納庫であった。軍用車両や軽トラックなどがならんでいる。またアインが横たわる寝台は、寝室用のそれではなかった。

　車輪付きで、病人を搬送する『ストレッチャー』なる道具であった。

　自分をどこかへ移動させる途中らしい。そして、傍らには険のある目つきをした少年も立っていた。

「起きたか」

「伊集院はどうした、レオとやら……？」

「安心しな。あんなやつに興味はない。病院に置いてきた」

「では、三号フレームと六号フレームの着装者は……？」

「…………」

　肝心の質問には沈黙し、レオは無視した。

　なかなか駆け引きの上手そうな少年。年齢の割に知恵があるとアインは感じた。ただし、それは深い叡えい智ち、大だい智ちなどとは程遠い、一種のこざかしさにも思えた──。

「レオ。残念ながら」

　ずばりとアインは言った。

「われらの相性はさほど良くないだろう。我が王家に伝わる聖骸布を授けることも、同志として魔導の福音ゴスペルを贈ることもできかねる」

「へえ」

「わたしを確保しても、あなたの利益にはなるまいよ」

「……そんなことはないさ。おれが欲しいのはアスラフレームの追加パーツであって、あんた自身の意見や方針なんて、どうでもいい」

　と言って、レオはすぐそばに駐車した軽トラックを見やる。

　その荷台に横たわるもの。アインには見覚えがあった。

　保護睡眠ポッド──。舞まい鶴づるなる地でずっと眠りについていた頃のアインは、この器に満たされた生命維持液剤を寝床にしていたのだ。

　戦闘が起きたときのみ半覚醒し、福音ゴスペルコードを送信していた。

　先代の《着装者三号》へ。日本海側を転戦し、ロシア方面より侵攻してくる《ポータル》とクリーチャーを迎撃していた戦士へ。

「おれに必要なのは、えらそうな口を利くエルフ女じゃない。眠ったまま福音ゴスペルコードを送信するだけの生体パーツなんでね……」

　深い闇を宿した瞳で、巻まき志し摩まレオはつぶやいた。
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　水上都市『エリクシア』に滞在して、もう半月以上が経たつ。

　この間、東とう堂どうアリヤはひたすら覚醒実験にトライしつづけていた。いまだ起動しないアスラフレーム八号機《08ソーマ》の──。

「うあああ……覚醒信号を何度送っても応答なしです！」

　アリヤは頭をかかえて、大声で愚痴った。

「今日はもうあきらめます！　無理無理、こんなの上う手まくいくはずありませんっ！」

「おつかれさま、アリヤちゃん」

　慰めてくれたのは、最近出会ったインドネシア人の少女だった。

　シャンティ・マレッタ・プトリ。

　可愛かわいらしい顔立ちをしており、身長の割に手足は長い。スリムな体つきで、運動神経のよさをうかがわせる機敏さがあった。

　うすい青色のタンクトップに、黒いジョガーパンツを着ている。

　シャンティはジャカルタ在住の女子高校生であった。隣にはもうひとり、クローンエルフの少女もいる。

「…………おつかれ」

　名前はクラン。赤褐色の肌の彼女はひどく無口だった。

　だがシャンティともども、すっかりアリヤと親しくなっていた。今も三人でセントラルタワー五二階の実験室にいる。

　だだっ広い空間のまんなかに、作業台がひとつあるだけの場所だ。

　必要なものは壁内に収納されており、言葉で指示すれば、ロボットアームがすぐに差し出してくれる。

　その壁の反対側はガラス張りで、美しい南海が一望できた。

　そして、作業台の上には八号フレーム《08ソーマ》が寝かされている──。

　白銀に輝くスーツはどこか女性的なフォルムである。黒い差し色の入ったボディへ、アリヤは右手をぬっと差し出した。

　ナノ因子が活性化。リング状の光が手のひらに浮き出る。

　覚醒信号を送ったのだ。しかし、八号フレームは微動だにしない。

「ここに来てから、何百回これをやったことか……。もう、うんざりです！　今日はもうさぼっちゃいますよ！」

　高らかにアリヤは宣言した。するとシャンティが言う。

「さんせーい。んじゃ、食堂でコーヒーもらってくるよ。行こう、クラン」

「…………うん」

　クローンエルフの友人を誘って、ジャカルタの少女は研究室を出ていった。

　シャンティはいつもハキハキしていて、面倒見がいい。アリヤたちの到着から数日後にナノ移植を受けて以来、毎日ここに来てくれる。

　ジャカルタから小型高速船に乗って、水上都市『エリクシア』へ通っているのである。

　おとなしいクランは、すっかりシャンティになついていた。

「アインさんとは全然ちがってて、エルフの女王さまもいろいろなんですねえ」

　サボりを決めこんだことで、アリヤも気が楽になった。

　うーんとのびをして、折りたたみのイスとテーブルを用意する。程なくシャンティたちがコーヒー・お茶菓子といっしょに帰ってきた。

　となれば当然、茶飲み話にも花が咲く。

「へえ。シャンティさんはアイドルとか好きなんですか」

「うんっ。日本のもよく聞いてたよ。最近のお気に入りはＫ－ＰＯＰのＵＮＩＯＮＺ──ほら、テヤンのいるグループ」

「ああー。うわさに聞く韓国の着装者四号ですね」

　話すのはもっぱらアリヤとシャンティのふたり。

　しかし、クランも楽しそうだった。

　クッキーをぽりぽり、チョコのかけらをもごもご食しながら、身を乗り出している。

　クランの体つきはグラマラスで、十二分に大人っぽい。が、表情や仕草はむしろあどけなく、小動物っぽさがある。

　一方、ハーフエルフであるアリヤは自分語りをした。

「アリヤも音楽はよく聴いてました。これでもＤＴＭとかピアノもできますし」

「えっ、すごい！　もしかして、本格的に練習してた人？」

　目を輝かせるシャンティ。アリヤは「うーん」と考えこんだ。

「本格的ってほどでは。昔、ママに言われたんです。アリヤはたぶん賢人をめざさない道の方が向いているから、何か学門以外のことをやってみなさいって」

「アリヤちゃんのママ、たしかエルフの先生なんだっけ」

「はい。ママの亡命仲間のひとりも『アリヤには音楽の才能がある』と言ってくれて、いろいろ習いにいったわけで……。中学に上がってからは、ママの研究を手伝ったりでいそがしくなったから、たいして練習してません」

　実はアリヤ、絶対音感の持ち主でもある。

　ピアノで弾けるクラシックの曲はそこそこあるし、各種ＤＴＭソフトも趣味でちょくちょくいじっていた。素人としては十分すぎるだろう。

　話を聞いて、シャンティはクランの方を見た。

「クランも歌がすごく上手なんだよ。毎晩、日没のあとにお祈りの歌を歌ってるの。あれ、何てタイトルだっけ？」

「…………到達者への讃さん歌か……」

「あ。知ってます。うちのアインさんもよく歌っています」

「こんな話をしてたら、あたしも歌いたくなってきた！　いっそさ。みんなでこれからジャカルタに行って、カラオケ屋さんに──あ、ダメだ。この間の襲撃以来、市内は厳戒態勢みたいになってて、どこも営業自粛中だった……」

「うーん。そう聞くと、何としても歌いたくなりますね……」

　アリヤは思案した。

　ここ『エリクシア』のシステムが水上租界『那な由ゆ多た』と同じなら、たぶん──。

　さっと右手をあげる。ナノインターフェイス発動。研究室の虚空にウインドウが現れた。音楽演奏のアプリケーションだ。

「ありました！　地球諸国の楽曲をほぼ網羅した音楽文化アーカイブ──も兼ねた、ミュージックプレイヤー！　これさえあれば、カラオケもできちゃいますよ！」

　アリヤの意気に応えて、ロボアームが壁から出てきた。

　壁内収納に入っていたマイクを三つ、取り出してくれたのだ。こうなれば臨時のカラオケ大会を止められる者はいない。

　まずシャンティがノリのよいＫ－ＰＯＰを歌った。

　アリヤは日本の有名女子アイドルグループのヒットソング。次いでクランはちらりとシャンティを見やって、自分の番を辞退した。

　ならばとシャンティ、アリヤとのデュオでポップスを軽快に歌う──

「……………………」

　曲のさびが終わったあたりで、クランが宙の一点を指さした。

　データウインドウが出現していた。八号フレーム《08ソーマ》の状態を示すもの。出力を示す棒グラフは今日まで、ずっとゼロの位置から不動だった。

　だが今、ほんのわずかに上昇中で……。

　アリヤはハッとして、作業台の上の八号フレームを見た。

　腰部ベルトの《プレイホイール》がごくゆっくりとだが、回転していた。

　シャンティも同じことに気づいたらしく、ふたりはそろって歌うのをやめて──うなずき合い、笑顔になった。

「もしかして、アリヤちゃんの声とか歌には……」

「アスラフレームを覚醒させる作用があるのかもしれませんね。聞いたことない能力ですけど、仲間のなつきさんはナノ移植でフィジカル最強の人になりましたし……。ありえない話じゃないと思います！」

　あとは実験あるのみ。アリヤは俄が然ぜん、やる気を取りもどした。




　そして二時間後。

　アリヤたちは試行錯誤を経て、ある結論に達していた。

　これから、いよいよ本番。クランは床に置くタイプの琴──横長の弦楽器の前にすわって、すでに準備を終えている。

　そのクローンエルフの姫の隣に、アリヤは立っていた。

「じゃあ、ふたりともがんばって！」

　シャンティの声援が合図になった。

　クランが弦をつまびき、演奏をはじめる。ゆったりとしていて、さらに幻想的でもある調べに乗せて、アリヤとクランは歌い出す──。
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　往ゆきし者よ、往きし者よ、この世の彼方かなたまで往きし者よ！

　完全なる到達者、その覚醒に幸いあれ──！




『到達者への讃さん歌か』。

　のびやかなクランの歌声は、申し分なくみごとであった。

　が、それを追いかけるアリヤの歌声も美しく、クローンエルフの姫より細くはあったが、十分に素人離れしていた。

　絶対音感者ならではのリズム感があるおかげで、歌も得意なのだ。

　ハーフエルフとクローンエルフのふたりは合唱と演奏を繰りかえす。すると、ほどなく回転がはじまった。

　アスラフレーム八号機《08ソーマ》腰部のバックル。

　祈りの輪。《プレイホイール》と命名された部品が最初はゆっくりと、徐々に速度を上げ、ついにはぎゅんぎゅんと回り出す。

　眠れる白銀のアスラ、覚醒の瞬間であった。

　そして──

「え……っ!?」

　呆ぼう然ぜんとしたのはシャンティだった。

　横たわる白銀のアスラフレームがたちまち無数の光となって、ジャカルタの女子高校生へと殺到していったのである。

　……着装は、わずか一秒もかからずに終わった。

　アリヤたちの前には今、《着装者八号》その人が立っている。

　白銀のナノ装甲を、あちこちの黒い差し色が引き締める。女性的な丸みあるフォルムは、ほかのアスラシリーズにはないものだ。

　彼女の首には、紫色のマフラーが誇らしげに巻かれていた。

「…………シャンティ。あなたこそ選ばれし者。わたしとソーマの見込んだ操者。この世界のことをお願いします……」

　珍しくクランが長々とした言葉を伝える。

　対して、白銀と黒の女戦士は──

「ううううっ。あの話、まだ生きてたんだあ。うわあ……」

　いまだ呆然としたまま、嘆声を吐き出した。
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　一いち之の瀬せユウが囚とらわれの身となったのは、これで二回目だ。

　最初は大魔術師クアルダルドの城で、アインと共に。

　そして今は、元高級ホテルの一室にひとり軟禁されている。同胞であるはずの人間たち、福ふく岡おか臨時政府と着装者七号の差し金で──。

「ここに来てから、もう二四時間以上か……」

　アスラフレームを着装したまま、ユウはつぶやいた。

　午後の三時すぎである。結局、着装したまま一晩を過ごしたのだ。

　今いる部屋は一二階の高さ。窓の外には六月の晴れ空が広がっている。

　三号フレームのセンサーによって、盗聴・撮影等されていないことは確認済みだ。しかし、何が起きるかもわからない敵地である。

　ユウはアスラフレームの生命維持機能を最大限に活用した。

　着装したままイスに腰かけて眠り、梶かじ准尉が運んできた夕食・朝食・飲み物には一切手をつけていない。

「梶さんって人以外は、誰も訪ねてこないんだな」

　まあ、軍人たちと面談しても、話が噛かみ合うはずない。

　べつにかまわないのだが──こうも思う。

「もしかして、僕のことを持て余している人間も多いのかな？　外で見張りをしている軍人たち、モチベーション高くなさそうだし」

　元ホテルの廊下には、数名の兵士が待機している。

　三号フレームの聴覚センサーを使い、彼らのひそひそ話を聞きとったのだ。

『……新しい三号が本当に暴れ出したら、どうするよ？』

『……その気になれば、ホテル丸ごとだって破壊できるやつだからな』

『……こんな豆鉄砲だけで立ち向かえなんて、上も無む茶ちやを言うよ』

『……上じゃない、って話だぞ。またあいつが指図したらしい』

『……くそっ。誰かほかに七号フレームをあつかえる人間はいないのかよ。このままじゃ臨時政府軍はあいつの子分みたいなもんだぞ……』

　あいつ。着装者七号・巻まき志し摩まレオにちがいない。

　ユウを足止めしている理由、おそらく彼ひとりの都合によるものなのだ。

「アインと伊い集じゆう院いんがどうなったかもわからないし、いらいらするな……」

　巻志摩レオの狙いは、クローンエルフであるアイン。

　パートナーがどんなあつかいを受けているのか、ユウは心配でたまらなかった。大切な人たちを失うのは、もう金輪際ごめんなのだ──

「あれ？」

『……！　……！　……一いち之の瀬せ！　一之瀬！』

　急に情報連結コムリンクがつながったので、ユウはとまどった。

　しかも、まちがいなく〝親友〟伊い集じゆう院いん高たか丸まるの声。ナノマシンを用いた通信、昨日からまったく機能していなかったのに！

　伊集院の声はさらにつづいていた。

『聞こえたら応答してくれ。ただし、いつものやり方じゃダメだ。こいつは衛星アヴァローの電波を使った衛星通信だからな。おまえとの情報連結コムリンクが遮断されてるようだから、ダメもとでトライしてみたんだよ。アヴァローとの交信を』

「この間やったやつか！」

　ユウは驚嘆した。

　また成功する気がしない、などと伊集院は言っていたのに！

　そして、梶かじ准尉のナノマシンによる通信遮断。すごい能力だが、衛星アヴァローを経由した情報連結までは封じられなかったのだ。

　伊集院がまくしたてている。

『病院で応急処置されたあと、なつき先輩がオレを救出してくれたんだ。でも、アインさまはすでにどこかへ移送されていてなー。あちこち探してるけど、まだ見つかってない。で、何かオレにもできることはないかと思って、衛星アヴァローにアクセスしてみたら──三号フレームの位置情報確認やら、おまえとの衛星通信やら、いろいろできるとわかってさ！』

「ルドラ……伊集院につないでくれ」

　相棒であるアスラへ指示し、ユウは友人への言葉を口にした。

「すごいよ、伊集院。おかげで状況がわかった。ただ──アインを人質に取られているから、僕は当分ここを動けそうにない」

『だと思ったよ』

　衛星アヴァローを介しているからか、返信がとどくまでやや時間がかかる。

　しかし、通信手段が復活したことは大きなアドバンテージだ。

『オレたちの方で何としてでもアインさまを見つけ出してみせるっ。救出に成功したら、すぐに報しらせるからな！　それまでガマンしてくれっ！』

「頼むよ、伊集院！」




　友人との通信が終わり、ユウはふと思った。

「もしかして……僕とルドラも衛星とリンクすれば、もっとたくさんの情報を手に入れられるのかな？」

　それこそ、《03ルドラ》の支援者であるアインの位置情報など。

　ユウの期待に応えて、人造のアスラはテキストウインドウを表示した。『Connecting to satellite AVALO』の文字が躍っている。

　ふたたび、衛星アヴァローと交信をはじめたのだ。

「ルドラ。僕らのアインがどこにいるか、衛星経由で調べられない？」

　ユウは訊たずねてみた。

　しかし、三号フレームからは何のレスポンスもない。

　タスク実行中のメッセージも、実行不可能の回答もなかった。

　ユウは奇妙に思った。人造の魔神を管制する人工意識体はふだん、かなり気の利く相棒なのだ。どんな形でも返事をしてくれそうなものなのに──

　心があせる。心配と不安がまたこみあがってくる。

「まさかアインの意識がないとか？　だとしたら通信可能になっても返信をもらえないし、位置情報の確認にも何か影響があるのかもしれない……」

　クローンエルフとしてのアインが必要だと、巻まき志し摩まレオは言っていた。

　ならば、身体に危害を加える心配は──ないとはかぎらない。

　誇り高いアインが、あの傲慢な着装者七号の言いなりになるとは思えなかった。となれば、暴力で屈服させようとする可能性もありえる。

「アイン──」

　ユウはおそろしく唐突に、彼女を失いかけている現実に気づいた。

　このまま、もう二度と会えないかもしれない。そうだ。東京都北きた区くで暮らしていた一いち之の瀬せユウの家族もひどくあっさり失われた。

　大水に呑のまれた東京二三区。溺死した人々は数え切れない。

　東京壊滅の折には、水の精霊を中心とするクリーチャー群も猛威を振るい、すさまじい大風も吹いていた。

　ユウは両親と姉の亡なき骸がらを確認していない。

　だが、あの日以降、携帯電話などによる連絡は一切つながらなかった。ユウは東京から西日本へと撤退していく道のりのなかで再会をあきらめた。

「う…………」

　ずっと自分の一部であった家族ともう会えない。永遠に失った。

　東京壊滅から、もう一年が経たつ。最初の半年間は訳もなく悲しくなることが多かった。家族の記憶が脳裏をよぎるたび、すこし泣いた。

　ただ──まわりに気を遣わせるといけないので、誰にも涙を見せなかった。

　悲しみを口にすることも避けた。誰かを失ったのは一之瀬ユウだけではなく、難民となった人々の大半がそうなのだから。

　そして今、家族を失うのと同じほどの喪失感に襲われて──

「どこにいるんだよ、アイン!?　僕とルドラに教えてくれ！」

　ユウは天に向けて叫んだ。

　それだけでなく、必死の想おもいを込めた声は自然と情報連結コムリンクのメッセージとなり、衛星アヴァローへと送信されていった。

　──十数秒後、ユウはハッと驚いた。

『わたしはここだ、ユウ……』

　いつもの覇気がない。しかし、まちがいなかった。

　衛星経由の情報連結による、アインからの返答。ここ数ヶ月、ほぼ毎日いっしょにいて、唯一無二のパートナーとなってくれた少女の声だ。

　そして一瞬、ある景色が見えた。アインの記憶だろうか。

　たぶん、その施設のどこかに囚とらわれているのだ。だとしたら、捜索範囲は大幅に狭まる。アイン発見も容易になるだろう。

「ありがとう、ルドラ」

　もうひとりのパートナーへ、ユウは礼を言った。

「衛星通信をアインにつなごうとして、がんばってくれてたんだね……」

　それとも、ユウ自身の必死さが決め手になったのだろうか？　機械を介した通信だというのに、不思議とそういう気もした。

　とにかく、この情報を伊い集じゆう院いんに伝えなければ。

　決意した瞬間に、ユウは『ピィィィィッ』という警告音を聞いた。

　昨晩から三号フレームに頼んでおいたのだ。敵襲があれば、すぐに教えてと。睡眠中だったら起こしてくれとも。

　臨時政府軍の兵士か、ついに巻まき志し摩まレオが来たのか。

　身がまえてから、ユウは気づいた。いつのまにか、室内に青年がひとりいる。

「やあ。ご無沙汰していたな、黒と黄金の戦士どの！」

　ユウの眼前で、旋風のクアルダルドが晴れやかに笑っていた。
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　福ふく岡おか市内、大おお濠ほり公園──。

　水辺の公園である。たっぷりの水を蓄えた池は、かつての福岡城の外堀。かなりの広さで木々も多く、『大撤退』前は家族連れやカップルで混んでいたはずだ。

　しかし、現在はあまり人ひと気けもない。遊ぶ子供もいない。

　単なるだだっ広い空き地であり、かなり寒々しい場所となっている。

　この公園の一角、以前は人気のカフェであった店舗跡地に、水上租界『那な由ゆ多た』の面々は集まっていた。

　無人の廃はい墟きよに残されたテーブルやイスを借用して会議中。

　参加者は波は多た野のなつき、ナダル理事、ふたりの武官・志し波ばと佐さ久く間ま、そして──

「それでアニキ」

　最年少の伊い集じゆう院いん高たか丸まるは、唯一の〝部外者〟へ訊たずねた。

「アインさまの居所は本当にわかんないのかよ？」

「探りを入れてみたが、ダメだった。仕方ないだろ。ぼくの臨時政府での役職は総務委員っていう雑用係で、たいした権限なんてないんだから」

　元・衆議院議員の青年、伊集院ハルキはぼやいた。

「こうしておまえらと『密会』してるのがバレたら、銃殺だってありえるんだぞ。今の臨時政府はそれくらい平気でやるぞ」

「……だろうな」

　ナダル理事がうなずいた。

「以前、私が指摘しただろう。政府とは名ばかりの、発展途上国の政権を握った元ゲリラ組織レベルの集団が福ふく岡おかを牛耳っていると。そして伊集院元議員、君は幸運だったな。このグループのなかで、君はまだ人がましい部類だと言える」

「理事にそうおっしゃっていただけるとは光栄です！」

　そつなく、元気よく、ハルキ青年は礼を言う。

　ちなみにナダルへの態度がうやうやしいものになったのは、水上租界『那な由ゆ多た』の権力者と知った途端である。

　が、対する理事の方はいつもの『ナダル節』であった。

「勘違いしてはいけない。君がまだ人がましい知見を維持できているのは、当選回数一回のみという政権与党においては泡ほう沫まつにすぎない存在だったからだ。君の父上のように当選を重ねていけば、周囲には長いものには巻かれるイエスマンだけが集い、誰も君の不見識を指摘しなくなり──君は知性を加速度的に劣化させていっただろう。あげく上には媚こびへつらい、下にはパワハラ三昧の愚物となりはてる」

「は、はあ」

「思えば、元総理大臣を父に持つ元セクシー環境大臣も、ＳＮＳで遊ぶことを公人の仕事と心得ちがいしていた元防衛大臣も、議員一年生の頃はまだまともな言動をしていた。批判を排除したところに知性は育たないのだよ、君」

「あ、いや。環境問題をセクシーにはともかく」

　思わずという感じで、ハルキ青年が口を挟んだ。

「ネットを利用した情報発信は、十分に公務の範はん疇ちゆうかと……」

「であるなら、その情報は等しく全ての市民が受け取れるものでなくてはならない。にもかかわらず、自身に苦言を呈する相手は即座にブロックしまくる幼児性──それだけで政府の重責を担うに値しないと断言できる」

「な、なるほど……」

　ナダル節の長広舌に、さすがのハルキ元議員も困惑し、目を白黒させた。

　一方で、専任武官の志し波ばは苦笑していた。

「何だかんだでここ二、三〇年ほどの議員先生方について、プロフィールや役職以外の細かなことや発言まで、与野党問わず全員分を記憶しているあたり、さすが天才の頭脳ってところなんですけどねえ」

「本当に、こんな性格じゃなかったらな……」

　ぼそりと佐さ久く間まがコメントした。

　上官への批評を公然と言う。国防官時代にはありえなかったことだろう。

「とにかくさあ！」

　振袖をコート代わりに羽織ったなつきが言う。

　ハルキ青年の背中を『ばしん！』と軽快に叩たたいて、発破をかけながら。

「もうちょっとがんばってみてよん。ここで『使える』ところを見せたら、ナダル理事の覚えもめでたくなるよおっ。うちらの租界への移籍を考えてるんでしょおー？」

「あ、いや。あくまで従兄弟いとこの高たか丸まるを助けようと──」

「それもあるだろうけど、それだけじゃないだろ。アニキは昔から要領いいからな」

「……君たち」

　不意にナダル理事が発言した。

　騒いでいたなつき、ハルキ青年、伊い集じゆう院いん高丸が沈黙する。それを待って、亡命エルフの策略家はつづけた。

「ひとつ解決策を考えた。もしかしたら、君が突破口になるかもしれん」

「ふえっ！　なつきさんが!?」

　ナダル理事に見つめられて、なつきがきょとんとした。




　それから程なくして──。

　天てん神じん地区の市街を軍服姿で歩いていた梶かじ希き里り子こ准尉は、角を曲がった直後に旧知の少女とばったり再会して、仰天した。

「なつきちゃんやないの、どうしてここに!?」

「いやあ。ちょおっと顔を貸してもらいたくてにぇー」

　言うなり、なつきは『旧友』の肩を抱いた。

　がっちりホールドして、水上租界から運びこんだ電動自動車のライトバンに力ずくで連れこむ。世が世なら指名手配されかねない行為である。

　車内の運転席には志波、助手席には佐久間が待機していた。

「まさか国防軍の元同僚を誘拐する日が来るとは……」

「誘拐っ!?　うそやん!?」

　佐さ久く間まのぼやきを聞いて、梶かじ准尉が叫んだ。

「どういうことやの、なつきちゃん!?　関西地方が洪水と地震でダメになったあと、すぐに行方がわからなくなったから、心配してたんよ！」

「いやあ。あのあと、なつきさんはあちこちふらふらしてさ」

　傾かぶ奇き者もの女子はへらっと梶准尉に笑いかけた。

「今はエルフの先生たちのお世話になってんの。着装者三号くんとも仲間。んで、なつきさんは昔、西日本のナノテク研究所にいたからさ──頼まれたんだ。当時の顔見知りがきっと福ふく岡おかにいるはずだから、探してくれなんちて」

「なつきさんが福岡市内のナノテク施設をご存じで助かりました」

　運転席から志し波ばが礼を言った。

　さっき梶准尉が出てきたビル──おそらく臨時政府軍のナノテクノロジー関連施設から離れるべく、ライトバンを発進させながら。

　なつきはにんまり、満足した猫のように笑った。

「ユウくんたちもそうだったらしいけど、研究所からあちこちに派遣されたからにぇー」

「ううっ。それでうちらの拠点がわかったんかあ……」

　頭をかかえる梶准尉。その隣でなつきは言う。

「そ。そ。あとは施設のまわりに、うちの志波ちゃんや伊い集じゆう院いんくんが諜ちよう報ほうドロイドをたくさん出動させて、出入りしてる人の顔写真を撮って。なつきさんの知り合いがいないかとチェックしたわけさあ！」

「ま、待ったあ！　何でそこまでして、あたしなんかを誘拐すんねん!?」

「鈍いにぇー。うちのアインさんがどこにいるのか、教えて欲しいのよん。だから、なるべくおしゃべりな知り合いを選んだわけ」

「…………」

　おしゃべりと言われた一九歳の梶准尉。

　しかし、さすがに今回は深刻な顔で黙り込む。なつきは付け足した。

「何なら不良少年の居場所でもいいよん。着装者七号くんのことだけど」

「わ、わからん。クローンエルフの隠し場所も、レオが今どこにいるのかも。あいつはほんとに悪だくみが得意なやつで、自分勝手で──あたしらバックアップスタッフにも、最低限のことしか伝えないんよ」

「なるほどにぇー。でも、不思議なんだよねん」

　なつきがつぶやいた。

「あの不良少年も西日本のナノテク研究所にいたんでしょ？　なつきさん、あんな目立つ子なのに、全然覚えてないにょろよ」

「あいつ、なつきちゃんがいた頃は猫かぶってたんよ」

　はあ、と梶かじ准尉はため息をついた。

「友達も作らずに、ずっとひとりでいて。でも関西地方が壊滅したあと、しばらくして──七号フレームを無断で持ち出したんや。そしたら、いつのまにかあんなノリでブイブイ言わせるようになってしもうたんよ」

「ま、いずれにしても」

　なつきはにんまりと旧友に笑いかけた。

「梶ちゃんとアインさんの人質交換もできるかもだし。もうちょっとの間、うちらにつきあってねん」

「レ、レオのやつがそんな提案に乗るわけないやろ！」

「大丈夫大丈夫。うちらには悪だくみの天才もいるから。不良少年を出し抜く手くらい、ちょちょいと思いついてくれるよお」

　梶准尉の抗議をへらへら受けながしていたなつき。

　が、急に表情を引き締めた。仲間の伊い集じゆう院いんが情報連結コムリンクをつなげてきたからだ。

『ち、ちょっといいスか。衛星アヴァローから今、警報がとどいてっ。超ヤバイものが福ふく岡おか市に接近中なんですよ！』

「接近中って、どこからだい？」

　来た敵は迎え撃つまで。なつきはのんびりと問うた。

　空でも、海でも、陸地でも、常在戦場の心得は乱れやしない。しかし、伊集院高たか丸まるの回答はあまりに意外すぎた。

『宇宙からッス！』

「ほえ？　どういうこと～？」




　今、ユウの目の前に異世界の大魔術師がいる──否いな。

　逞たくましい美青年、旋風のクアルダルド。彼の見目よい姿のそばに、三号フレーム《03ルドラ》が情報ウインドウを表示した。

「幻影イリユージヨンの魔法……僕のところに幻だけを送りこんできたのか？」

「いかにもだ。我が宿敵よ」

　心からうれしそうに、クアルダルドは認めた。

「まだ君と──雌雄を決する用意がととのってないのでね。暫しばしの間、べつの相手との戦いで無ぶ聊りようをまぎらわせてくれと伝えにきた」

「べつに僕は戦闘なんてなくても、退屈しないけど」

　警戒しながら、ユウは訊たずねた。

「一体、何をするつもりなんだ」

「これだ」

　クアルダルドの右手に杖つえが現れた。

　いつも愛用していた品ではない。金属製で長さ五〇センチほど。この間もユウの前で使ってみせた魔ま杖じようである。

　旋風の大魔術師が《星を呼ぶもの》と呼んだアイテムだ！

「この間、隕いん石せきを落としたやつか！」

「いかにも！　だが、此こ度たびはひとつきりではないぞ。さらに多くの流れ星を招き寄せ、星の雨をこの地に降らせてみるつもりだ！」

　流星雨の召喚を宣言したクアルダルドは、あくまで快活だった。

「実は数日前より魔導の儀式を行い、この杖に祈念し、仕込みをしていた。星々の到来は──おそらく今夜。早ければ日没前にも間に合うだろう！」

「なんてことをするんだ」

　ユウは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「あんたはこの街を破壊するつもりなのか!?」

「いや、いや。このような醜い都のひとつを陥おとす程度の攻撃では、君ら地上の英雄たちに礼を失する。都はもちろん、この島の半分ほどは消し飛ばすつもりだぞ！」

　つまり、九州エリアの半分がターゲットという意味。

　目の前で雄々しく笑う大魔術師のすさまじい力と、善悪はともかく気宇の壮大さに、ユウはめまいすら覚えた。

　あくまでにこやかなまま、クアルダルドの幻影は『ふっ』と消えた。

「さらばだ、黒と黄金の戦士！　竜の大剣を持つ戦士と共に、是非愉たのしんでくれ給たまえ！」

　挑戦の言葉だけをホテルの部屋に残して──。

　そして戦慄するユウへ、三号フレームが警告のウインドウを提示した。

「衛星アヴァローからの警報……。地球に急接近する隕石群を確認。大気圏への推定到達時刻は──今日の一六時付近!?」

　推定落下地点は、もちろん日本の北きた九きゆう州しゆうエリア一帯であった。

　途方もない事態に、ユウは心からのため息を吐き出した。

　現在の時刻は午後一五時二六分。

　流星雨の到来まで、あと一時間もない──！
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　巻まき志し摩まレオは長なが崎さき県の佐さ世せ保ぼで生まれ育った。

　今でこそ髪にホワイトブリーチをかけ、本来の色を隠しているが、もとはだいぶ明るい茶髪であった。白人の米兵だった父のＤＮＡゆえである。

　ただし、父と日本人の母は婚姻関係にあったわけではない。

　母親はおめでたい性格であった。

　自分がただの遊び相手であると自覚せず、佐さ世せ保ぼの米軍基地での任期を終えた父親が本国へ帰る際に捨てられた。

　残された彼女は『忘れ形見』であるレオをひとりで産み育てた──

　という次第である。

　米軍基地のある街では、しばしば見かける話だろう。だが、より深刻な、米兵による性犯罪の傷痕として誕生する子供もいる。

　この程度の家庭事情で不幸自慢をする気など、レオにはない。

　ないが、父と会う機会があれば、刃物で刺し殺す程度の報復はしてもいいだろう。そう思っていることは事実だ。

　幼いレオを抱えて、母はずいぶん苦労したらしい。

　レオの祖父母は『私生児を産んだ娘』を勘当したため、頼る者もいなかったのだ。

　レオ自身は、幼少期は常に『腹が減った』とぼんやり考えていた。

　日に何度かスナック菓子やカップ麺をあたえられるだけ──そんな食事ばかりだった。肉と野菜はいまだに食べ慣れない。

　一四歳になった現在も、ガリガリにやせ細っているのはその名残である。

　幼い頃の栄養失調は、しばしば後年の発育に悪影響をおよぼすのだ。レオの骨格は同年代の少年に比べて、明らかに細すぎた。

　だが、それでも母親は自分を育ててくれた。

　感謝は一応している。まあ、しょっちゅう外泊し、酒びたりで、酔うと産むべきじゃなかった云うん々ぬんと呪いの言葉を吐きかけてくる女でもあった。もう二度と会えなくても、何も思わないだろうが。

　レオが『実家』を出たのは、一年半ほど前だ。

　西日本のナノテクノロジー研究所への転校を、国から強要されたためである。そこで人体実験も同様の、ナノマシン移植を受けた。

　腹立たしい話だが、おかげで家を出られた。そこはよかった。

　そうこうするうちに去年の六月、東京を中心とする首都圏が壊滅した。異世界の魔法によって、洪水と大地震を引き起こされたからだ。

　そして去年の九月、レオは運命の日を迎える。

　今度は関西圏が大雨と大嵐、さらに大地震に襲われ、崩壊の憂き目に遭った。レオのいたナノテク研究所は京きよう都との西にし京きよう区くにあり、倒壊や浸水をまぬがれていた。

　あのとき、レオはわくわくしたものだ。

「日本なんてクソな国がようやくぶっ壊れたんだ！　おれにはおれ自身を守り、敵になるやつらをぶっつぶせる力が必要になる──！」

　当てはあった。

　研究所内では、ナノマシンを用いた実験や作業に参加させられていた。そのときから感じていたのだ。あいつに求められていると──。

　エルフの賢人たちによる調整を受けるため、運びこまれたアスラフレーム。

　車輪をつけたベルトのみという特異な決戦兵器。その姿を遠目に見るたび、レオは声なき呼び声を感じていた。

　我と共に戦え。我と共に戦え。戦え。戦え。

　炎と閃せん光こうのアスラに選ばれたと確信しつつ、関西圏崩壊の混乱に乗じて、レオは格納庫に忍びこんだ。

　初めての着装──。巻まき志し摩まレオは《着装者七号》になった。




　アインはなつかしさを覚えていた。

　ただし、いつまでもこのままでいたいとは思わない。

　保護睡眠ポッドを満たす生命維持液剤のなかに浮かびながら、半覚醒状態と休眠状態を繰りかえしている──。

　舞まい鶴づるにいた頃と同じように、一糸まとわぬ姿である。

　しかし、こうなってから、まだたいして時間も経たっていなかった。

　おかげで眠りはたいして深くない。半覚醒状態のとき、アインはぼんやりした頭を懸命に叱しつ咤たして、思考を重ねていた。

（なんとか、して、ユウに伝えなければ……）

　保護睡眠ポッドに入れられる前にアインが見た景色。

　巻志摩レオと、彼にしたがう兵士らが彼女を連れこんだ場所は『空港』だった。前にジャカルタへ赴いたときも利用した。

　ひとつの都にいくつもある施設ではないようなので、よい手がかりになるはず。

（ユウ……わたしはここにいる──あなたはどこだ……なつきも、伊い集じゆう院いんも……）

　情報連結コムリンクをつなぎたい。しかし、できない。

　現在、アインのナノマシンは衛星アヴァローと交信し、福音ゴスペルコードをアスラフレームに送信する以外の能力を封じられている。

　保護睡眠ポッドの設定を、レオがそのようにいじった。

　クローンエルフに課すタスクを必要最低限にすることで、心身の負担を減らす──。そういう用途で加えられた機能を逆手にとったのだ。

（なんともあの者らしい……）

　世が世なら切れ者として成長し、頼もしい戦士となっただろうに。

　光に満ちた未来を自ら閉ざしている感もある巻まき志し摩まレオ。その才気と心の闇を口惜しく思いながら、アインは嘆いた。

（だめだ……集中、できない──）

　どうにかして、一いち之の瀬せユウと交信しなくてはならないのに。やはり半覚醒状態では限界がある──そう痛感したとき。

　声が聞こえた。

『どこにいるんだよ、アイン!?　僕とルドラに教えてくれ！』

（ユ──ウ……）

　つながった。衛星アヴァロー経由の情報連結コムリンクが。

　何より愛する少年が必死に叫び、アインを求めている事実に心が揺さぶられ──

（わたしはここだ、ユウ……！　ここにいる！　必ず迎えに来てくれ！）

　最後の力を振りしぼり、クローンエルフの姫は念を送った。

　そこで限界が来た。耐えがたい眠気に襲われて、ふたたび休眠状態となった。




「ちっ」

　苛いら立だちにまかせて、巻志摩レオは舌打ちした。
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　福ふく岡おか空港、航空局庁舎の最上階にいる。

　さほど広くないが、フロアの四方がガラス張りである。管制室なのだ。クローンエルフを収めた保護睡眠ポッドはここに運びこませた。

　今もレオの背後に鎮座して、眠れるエルフ女の生命活動を維持している。

　作業に使った連中はおとなしい技官たちと、軍のなかでもレオ──力ある者に忠実な少年兵ばかりだった。

　歳としを食った兵士・士官ほど、一四歳の《着装者七号》に反抗的なのだ。

　あの年寄りどもを、レオはまったく信用していない。だから、連中にはこの場所のことを教えるつもりは皆無だった。

　さらに言えば、口の軽い梶かじ希き里り子こにも。

　空港の航空局庁舎にはレーダーおよび通信設備もあるため、福音ゴスペルコードの発信所とするには好都合だった。あとすべきことは──

「こいつを取り返しに来る三号と赤毛女の排除だな……」

　偃えん月げつ刀型アスラフレームを装備していた赤毛女。

　見覚えがある。西日本のナノテクノロジー研究所では、中心的存在だった。ずばぬけた覚醒レベルを早くから見せ、何よりも明るい性格で友人も多く──

「ちっ」

　レオはふたたび舌打ちした。

　あの赤毛女は生理的にきらいだった。研究所ではなるべくかかわらないよう、意識して避けていた。おかげで向こうはレオを認知していなかったのに。

「こんなところでむかつくやつと再会するなんてな……」

　むかつくのは赤毛女だけではない。

　妙にすかした《着装者三号》も。こいつらをアシストしていたクローンエルフも。眠りにつく前、エルフ女に言われた。

『巻まき志し摩まレオ。あなたはあやまった道、闇へと至る道を歩もうとしている。それがわたしにはなんとも痛ましい』

『あなたにはある種、傑出した勇士になりうる資質を感じるから尚なお更さらに』

『いずれ──巻志摩レオも我が盟友のひとりになる日が来ることを天に祈ろう』

　エルフ女は恨み言も泣き言も口にしなかった。

　同情に満ちたまなざしをレオに向けながら、気高いとも言える面持ちで、真摯な言葉を伝えてきたのである。

　レオはとっさに光学幻覚を使い、彼女を昏こん倒とうさせた──。

「余計なお世話だよ。おれは……おれだけが強く、誰よりも強ければ十分なんだ。何があやまった道だ」

　ぺっと唾を吐き出して、保護睡眠ポッドのケースを汚した。

　本当は、なかで眠るエルフ女のお高くとまった精神を汚してやりたかった。
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　福ふく岡おか市上空に迫る数十個もの隕いん石せき群──。

　衛星アヴァローの解析によると、いずれもとある地球近傍小惑星より分離した『星のかけら』であるらしい。

　小さな星々の群れは数日間、太陽の周りを公転していた。

　その公転軌道が──やはり太陽に牽けん引いんされている地球の公転軌道と交わるとき。

　星のかけらは隕石となって、地表に降りそそぐ。

　天文学的確率でしか発生しない現象を引き起こしたのは、大魔術師・旋風のクアルダルドの秘儀と秘蔵のアイテム。

　この事実を知った水上租界『那な由ゆ多た』の人々は今、あるタワーの下にいた。

　高さ一〇〇メートルの博はか多たポートタワー──。

　赤い鉄筋に支えられた白い塔で、東京タワーに似ている。設計者が同じなのだ。博多港のランドマークであった。

「お、おっちゃんに言われたとおりにっ」

　亡命エルフの賢人ナダルに、梶かじ希き里り子こ准尉が報告した。

「情報連結コムリンクで仲間と連絡を取った！　そちらさんの『協力して流星群から福岡の街を防衛しよう』作戦、臨時政府の連中はあっさり承諾したんやって！」

「だろうな」

　驚いている梶准尉とちがい、ナダル理事は冷静だった。

「臨時政府軍にはほとんど航空戦力がなく、まして対空防衛システムなどあるはずもなく、またあったとしても流星群に対してはまったく有効ではない。アスラフレームを二機も擁したわれわれの助力、喉から手が出るほどに欲しかろう」

「んで、肝心の不良少年くんはー？」

　なつきが訊たずねた。

「三機目のアスラフレームも共同作戦に賛成なのん？」

「それは……あたしが今から確認すんのや。政府や軍のえらい連中、命令しても言うことを聞かないレオのこと、すっかり持て余してて」

　気まずそうに梶准尉は申告し、ため息をこぼした。

「結局、いつもあたしがあいつの操縦役なんよ……」

「梶ちゃん、あの不良少年くんに好かれてんだ！　意外！　あの子、盗んだバイクで走り出して、誰にでも噛かみつきそうな感じにゃのに！」

　目を丸くしたなつき。しかし、梶かじ准尉は苦笑した。

「好かれてるん、ちゃう。あいつ──レオの『ツボ』を心得てるだけや」

「へえ！　さすが梶ちゃん、その若さで合コンの女王になるだけあるにぇーっ！」

「まあた、なつかしすぎる話を……。ま、ちょっとやってみるよって、待ってて」

　梶准尉はさっと左手を振った。

　その動作に合わせて、虚空に灰色のウインドウが投影された。

　体内のナノマシンを起動させて、亡命エルフらが愛用するウエアラブル型のモーション操作ＰＣと同じ機能を使えるようにしたのだ。

　空中に投影されたウインドウは灰色で塗りつぶされている。

　そこへ、梶准尉は呼びかけはじめた。

「レオ。レオ。緊急事態なんよ。早く応答してや」

『……何だ？』

　灰色のウインドウに、巻まき志し摩まレオのすさんだ顔画像が表示された。

　ナノマシンによる情報連結コムリンクが彼とつながった証あかしである。

「送ったデータ、もう見てるやろ？　衛星なんとかーが送ってきた警報。もうすぐ流星雨が降ってきて、福ふく岡おかと九州の北半分をどかんとふきとばす──」

『見た。ということは、どこかで大魔術師がその魔法を使うはずだな』

　愉たのしそうにレオは言った。

『おれはそいつを潰しに行く。おまえにしてはいい情報だったぞ、希き里り子こ』

「あっかーん！」

　梶准尉は声を張りあげた。

「衛星なんとかーの報告によると、ええと──観測された隕いん石せきの総数は七二個……地球の大気圏に突入する推定時刻は一六時〇三分前後……隕石のサイズはいずれも直径一五メートルから二〇メートル……ちゅうことなんで」

　資料の情報ウインドウも呼び出し、ちらちら横目で確認しながらの呼びかけ。

　巻志摩レオの顔画像へ、梶准尉は訴えつづける。

「あんたは七号フレームを使い、成層圏の超高空まで移動して、隕石群へ熱攻撃を加える──。サッカーやバスケで言う『ＦＷフオワード』の役目をまかせたいんよ。成層圏を突破される前に、全ての隕石を燃やし尽くすんや」

『…………ほおう』

「隕石ってのはもともと、地球の大気に入ってくると断熱……圧縮？　何かそういうのが原因で燃え出すらしいから、その燃焼を七号フレームの力でさらに激しくすれば、理論上は問題なくいける……らしいんよ。あんたがこの役目に最適なんや！」

『なあ希き里り子こ』

　冷淡な声でレオの画像が告げた。

『おまえらしくもない、ずいぶんと理屈っぽい指示だな。誰の入れ知恵だ？　臨時政府の間抜けどもでもないはずだな？』

「ア、アホ言いなさんな！　あたしにだって、これくらいの作戦──」

　強弁しようとして、梶かじ准尉の目が泳ぐ。

　この場に居合わせた面々──なつき、専任武官の志し波ばと佐さ久く間ま、伊い集じゆう院いん高たか丸まるの視線が『真の作戦立案者』に注がれた。

　ナダル理事はいつもの仏頂面で聞き役に徹していた。

『どうせ水上租界の連中が言い出したことだろ？　あのエルフの親父おやじなんて、いかにもそういう口出しをしそうだからな』

「いや、まあ、そこまでお見通しなら、もう否定はせんよ」

　急に梶准尉の雰囲気が変わった。

　今までが横暴な不良少年に手を焼く職場の同僚なら、今は──さしずめ『歳とし下したの厄介者をやさしくなだめる年長の友人』であった。

　どこか姉らしい、落ちついた声で、彼女は訴える。

「実はいろいろあって、あの人らと一時休戦した。つっても、あたしらは何も揉もめてなくて、あんたひとりがつっぱって、悪さしてただけやけどな」

『うるさいよ。おかげで、おれはまたひとつ強くなれた』

「なら──その強さを、あたしらのために使って欲しい。誰かを守ることに興味なんかないことは知っとる。でも、どうせどこかで戦うんなら今や。あたしらは命が助かる、あんたはこっちに大きな貸しを作って、さらにでっかい顔ができるようになる」

『…………』

「どうせあんた、今すぐにでも暴れたいんやろ？　手に入れた力を試したくて、うずうずしとるんやろ？　それなら、おたがいウインウインになる選択をすればいいんよ。そもそも隠れとる大魔術師を見つけるの、すごくむずかしそうやん？」

『…………ちっ』

　画像の向こうで、レオが舌打ちした。

『いいだろう。おまえたちの案に乗ってやるよ』

「ありがとう！　それでな、もうひとつお願いが……あのクローンエルフのお姉さんを解放して、水上租界の人らもバックアップさせたってくれないかなーなんて……」

『バカを言うな。あれはもう、おれ専用の装備だ』

　そこで情報連結コムリンクが切れた。レオの側から拒絶したのだ。

　はあ──と、梶准尉は深いため息をついた。

「なつきちゃん、ごっめーん！　堪忍や！　エルフさんは取りもどせなかった！」

「いやいやあ。なかなかみごとな猛獣使いっぷりだったにょろん！」

　両手を合わせて謝罪する旧友へ、なつきはにかっと笑いかける。

　すると梶かじ准尉は、照れくさそうに微笑ほほえんだ。

「猛獣使いっちゅーか、まあ、あいつと折り合うコツは無闇に怒らないで、肚はらを割って、こっちの気持ちを伝えることでなあ……」

「へえー」

「そうすると、レオのやつも一〇〇％の悪党じゃないんやなーって思えるときも、ごくたまーにある。そういうことなんよ」

「なるほどねえ。あの不良少年、やっぱり梶ちゃんを気に入ってんのかもねん」

「あはは。ないない、それは本当にない！」

　尚なお──

　梶准尉とレオの交渉中も、女子ふたりではしゃいでいる今も、最年少の少年・伊い集じゆう院いん高たか丸まるはずっと無言だった。

　余計な口出しを避けていた、というのもある。

　だが何よりも、ひそかに〝親友〟との衛星通信でいそがしかったのである。

　梶准尉と巻まき志し摩まレオのやりとりを邪魔しないよう、声は出さず、テキストメッセージを送受信していた。

　それをひととおり終えたところで、伊集院は言った。

「いや大丈夫ッス。これで状況は全部ととのって……アインさまもオレたちのところにもどってくるはずッス。いち──三号がやってくれます！」
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　福ふく岡おか空港の滑走路より、巻志摩レオは飛び立つ。

　七号フレーム《07アグニ》の光子フレームをまとい、反重力リフターを始動し、ロケットの打ち上げさながらに、一直線に高度を上げていく。

「クローンエルフ。福音ゴスペルコードを送信しろ」

　レオの命令に応えて、渇望していたものが送られてくる。




　──汝なんじ、自じ心しんの月がち輪りんに於おいて、金剛の形を思し惟ゆいせよ

　──覚かく者しやは言う。我、月輪の中に金剛を見ると……




　麗しいエルフの美声による詠唱。

　そこにはいかなる感情もこもっていない。ただ機械的に読みあげただけ。だが、これこそ巻まき志し摩まレオが必要とするものであった。

「よし！」

　腰のベルトでは《プレイホイール》の回転が最高潮に達している。

　祈りの輪も男声・女声が入り混じった歌声を合唱し出した。

　Gateガテー・Gateガテー・Paragateパーラガテー──!　Parasamgateパーラサンガテー・Bodhisvahaボーデイスヴアーハー──!　Gateガテー・Gateガテー・Paragateパーラガテー──!　Parasamgateパーラサンガテー・Bodhisvahaボーデイスヴアーハー──!

　レオをつつみこむ光子フレームから、大量の可変ナノ粒子が散布された。

　すさまじい量の輝く粒子は、ある形状を創りあげていく。昨日の戦闘時、三号フレームを『光の腕』で押しかえしたときのように。

　今度は──腕だけではなかった。

　両手両足、頭部、胴体も完璧にそなえた人型。全長四〇メートルほど。いわば『光の巨人』の誕生であった。

　頭部の『両目』に相当するところは、黒い空洞になっている。

　さらに、背中には二枚の『光の羽』が生えていて、見方によっては、翼ある天使に似ているとも言えた。

　光の巨人、その体内の心臓に当たる部位にレオはいた。

　これこそ七号フレーム《07アグニ》が持つ──最強の拡張ドロイド。今までは腕のみしか構築できなかった。

　クローンエルフの唱える『到達者への讃さん歌か』。

　これがあると、やはりホイールの生み出す電力・魔力が格段に高まる。おかげで『光の巨人』の全身をようやく完成させられた。

「全ての隕いん石せきを破壊できるか──性能テストのはじまりだ、アグニ！　クローンエルフは有効そうな福音ゴスペルコードをあるだけ送信しろ！　《必滅法典ドウームズデイ・ブツク》と拡張ドロイド、今まで使えなかった機能の封印を全て解け！」

　レオは高らかに宣言し、命令した。




　そして、同じ頃──。

　着装したまま、一いち之の瀬せユウはホテルの窓際にいた。

　ただし、外を眺めてはいない。ひそかに送り出した空撮ドロイド、クマバチ型の《ＭＵＶバンブルビー》より転送されてきた映像のウインドウを見ている。

　──空を急上昇していく『光の巨人』。背中に二枚の羽がある。

　七号フレーム《07アグニ》の拡張ドロイドらしい。ついに巻志摩レオがクローンエルフの助けを借りて、最強の力を手にしたのだ。

　だが、これこそ待ちわびた時でもあった。

　すこし前、友人の伊い集じゆう院いんと衛星通信によるやりとりをした。

『伊集院！　アインの居場所がわかった。探しに行ってもらえる!?』

『それが──こっちも大おお事ごとになっててな！』

『わかってる。もうすぐ流星群が降ってくるんだろう？　アインを救助してくれたら、僕もすぐにそっちへ行くから──』

『いや、待った。このままいくと……おまえ、自由に動いても大丈夫だぞ』

『えっ？』

『着装者七号はたぶん隕いん石せき群の迎撃に出動する。その隙を突けばいい』

　はたして、伊集院の予告どおりに巻まき志し摩まレオは飛び立った。

　地球の大気圏に迫る流星群を、遥はるかな高空にまで昇り、撃滅するために。地上のユウを妨害する手立てはもうない。

　伊集院からの衛星通信があったからこそ、状況を理解し、決断できた。

　ユウは友人に感謝しつつ、つぶやいた。

「アイン……今、行く」

　黒と黄金のナノ装甲をまとったまま、ユウも飛び立った。

　ホテルの窓を全身で突き破り、反重力リフターのなめらかすぎる加速であっというまにマッハの領域へ到達する。

　めざすは福ふく岡おか空港。そこに唯一無二のパートナーがいる！
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　ユウがアインと初めて会った場所は、舞まい鶴づるの展望タワーだった。

　民間の施設を国防軍が接収して、福音ゴスペルコードの送信所に改修したのだ。通信設備を後付けで増設して。

　だから、ユウはすぐにぴんと来た。

　福ふく岡おか空港を上空から俯ふ瞰かんすると──滑走路沿いのとあるビルの上部。そこに電波塔らしき鉄塔がいくつも立っていた。

　しかも、最上階は四方がガラス張りで展望室風。

　ここがあやしいと、ユウは三号フレーム《03ルドラ》をまとった姿で、その最上階へ飛びこんでいった。ガラスを体当たりで突き破って。

　はたしてアインはいた。

　忌まわしい保護睡眠ポッドに閉じ込められ、一糸まとわぬ姿で。

「アイン──！」

　すぐさま彼女のそばへ走り、右手を差し出した。

　ナノ装甲に守られた手のひらで保護睡眠ポッドにさわる。

　超振動音撃を最低出力でオン。透明素材のポッド表面がすぐさま粉々に砕け散る──だけではない。

　保護睡眠ポッド全体があっさりと崩壊し、粉々の残骸に変わりはてた。

　もちろん、生命維持液剤は床にあふれ出てしまう。

　そこに浮いていたアインの美しい肢体を、ユウはしっかりと抱きとめた。

「来て……くれたんだな。ユウ……」

「当たり前だよ！　僕は──僕はもう二度と家族を失いたくない！」

　朦もう朧ろうとつぶやくアインへ、ユウは思いの丈をぶつけた。

「君を永遠に失うかもと思ったとき、自分の半分以上がなくなるような気がした。僕とアインが……最終的にどういう関係になるかは、まだまだわからないけど」

　それはたぶん、一いち之の瀬せユウがまだ子供すぎるから。

　恋愛や男女の間柄のことなど、まったく実感がわかない。しかし。

「でも今日、はっきりとわかった。君はもう、僕にとってかけがえのないパートナーだし、家族のひとりなんだ。アインを失わないためなら、僕はできるかぎりのことを全部やる。君とこれからも支え合っていきたい」

「ふふふふ……まるで結婚の申し込み、だな……」

「えっ、そうなのかな!?」

　思うところを素直に語っただけなのだが──

　そういう解釈もできるのかと、ユウはびっくりした。

　覚醒したばかりのアイン。まだ声が弱々しい。しかし、いつもの快活さと鷹おう揚ようさを取りもどしつつある。

《着装者三号》に抱かれながら、アインは黒いナノ装甲の胸に顔をうずめた。

　まるで恋人同士が抱擁し合うように。

「まあ……こうして救いに来てくれたことだし。今はこれで……よしとしよう。ありがとうユウ、あなたに救われたこととさっきの言葉、とてもうれしく思う」

「僕の方こそ、アインを取りもどせてよかった。でも──」

「ああ。眠りながらも状況のおおよそは認識していた。とんでもない事態になっているようだな……」

　ふたりは抱擁を解いて、うなずき合った。

　本当の苦難はこれからなのだ。のびやかな裸体をむき出しにしたアインのために、ユウは聖骸布──首のマフラーをひとつかみちぎった。

　神秘の布きれはたちまち膨張し、毛布並みのサイズになる。

　それをエルフの姫君にかけてやりながら、ユウは《着装者三号》として言った。

「僕はもう行くよ。なつきさんも君を待ってる」

「承知した。力の限り、あなたたちとアスラを支えよう！」

　アインの声を背中で受けとめながら、ユウは飛行を開始した。

　ガラスを突き破った窓から外へ飛び出せば、そこは陽ひの傾きはじめた空の上。現在時刻は一五時四八分であった。

「急ごう、ルドラ！」

　遥はるかな超高空をめざして、ユウはもうひとりの相棒へ呼びかけた。




「おっしゃあ！　三号くん、えらいっ。アインさんを救出したってよん！」

　なつきは『ぐっ』と拳をにぎりしめた。

　三号フレームを着装した一いち之の瀬せユウからの情報連結コムリンク。受け取るや否いなや、すぐそばにいる梶かじ希き里り子こへ報告したのである。

「やったやん！　これでレオだけでなく──」

「そ。なつきさんのアスラフレームもパワー全開で参戦できるよん♪」

「まさか、なつきちゃんまで着装者になってたなんてなあ！」

　伊い集じゆう院いん高たか丸まる、専任武官の志し波ばもいる。

　あえて空港に向かわなかった彼らは今、埋め立て地に来ていた。

　福ふく岡おかアイランドシティ──。

　福岡市の北東、博はか多た湾の東端に造られた人工島だ。かつては商業施設や高層マンションを次々と建てて、再開発が進められていた。しかし『大撤退』以降、市の中心部から遠いこともあり、住民のいない土地となった。

　この埋め立て地の端っこに、だだっ広い空き地がある。

　なつきたちはそこにいた。何かの建設予定地だったらしいが、もう工事を進める業者もいない。むき出しの土ばかりであった。

　志波が心配そうに言った。

「今頃、ナダル理事はアインさんのところに着いているかな？」

「……たぶん。理事だけだとだいぶ不安ッスけど、佐さ久く間まさんも護衛についていったから、大丈夫じゃないッスかね？」

　自信なさそうに伊集院が答える。

　超奇人である亡命エルフの策略家に天才の頭脳はあっても、まだ本調子でない姫君のもとに颯さつ爽そうと駆けつけ、手際よく保護するような実務遂行能力はない。重度の方向音痴なので、空港内で延々と迷いかねなかった。

　志波たちがここに来たのは、市民を戦闘に巻きこみたくなかったからだ。

『……あの大魔術師、アスラフレームのことをきちんと研究してるんスよね。地上に残ったオレら、て言うかなつき先輩を狙ってきたりして……』

　すこし前に伊集院が発言すると、志波もうなずいた。

『クリーチャーを送りこんでくる、というのは十分にありえるね』

『そんときはなつきさんががんばって、返り討ちにするけど──難民の人たちを守りながらってのはちょっときついかなー』

　と、なつきも同意して──

　無人の埋め立て地まで、車を飛ばしてきたのである。

　持ち出した装輪装甲車は梶かじ准尉が手配したもので、一応、電子戦ネットワークシステムを搭載した車種だった。

　が、志波以外の全員がナノマシン移植者。

　旧式のシステムなどより、自分自身の肉体の方が遥はるかに役立つ。アスラフレームを用いた戦闘となれば、尚なおのことだろう。

「じゃあ──いよいよはじめようか、ヴリトラくん！」

　なつきの腕には、みごとな青せい龍りゆう偃えん月げつ刀があった。

　アスラフレーム六号機《06ヴリトラ》。その大ぶりな刃やいばをなつきは天に突きつけ、満を持して情報連結コムリンクのメッセージを送る。

「お願い、アインさん──！」

　はたして『まかせろ！』という返信が即座にとどいた。

　いつもよりもすこしだけ弱々しい、しかし、十分に覇気の宿る声。さらに待望の福音ゴスペルコードも送信されてくる。




　──汝なんじ、自じ心しんの月がち輪りんに於おいて、金剛の形を思し惟ゆいせよ！

　──覚かく者しやは言う。我、月輪の中に金剛を見ると……！




　途端に《プレイホイール》が高速回転し出す。

　青龍偃月刀の柄に取りつけられた、車輪型の石突き。これこそが六号フレーム《06ヴリトラ》の動力源。

　回りつづける車輪からは、都市ひとつ分をまかなうに足る電力が生まれていく。

　さらに今回は──莫ばく大だいな量の可変ナノ粒子までも。

　燦きらめく光の粒子は天へと昇っていき、なつきたちの上空に光の群れ──無数の星々がうずまく銀河系のごとき代物を創り出した。

　途方もないスケールの輝きを見あげて、梶かじ准尉が感嘆していた。

「こんなにたくさんの粒子を見たのは初めて！　そりゃレオのやつもあのエルフさんを欲しがるわけや……！」

「まだまだあ。ここからが本番だよおっ！」

　なつきが力強く宣言した。

　その言葉どおりに、拡張ドロイドの構築がはじまった。

　ただし、今まで造り出した機体のどれよりも巨大な──体長二〇〇メートルはあろう、長大な『蛇』型のドロイドであった。

　その機械造りの大蛇おろちは、空中の高みでとぐろを巻いていた。

「見ようによっては、超でかい『空飛ぶ円盤』にも見えるッス……。とぐろを巻いて、丸くなってるから……」

「いやあ。これがうわさに聞く竜神さまかあ……」

　伊い集じゆう院いんおよび志し波ばが呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「完全攻撃型フレームである六号機の火力を最大限に発揮させるための機体……。拡張ドロイドでありながら、六号フレームの分身でもあるっていう」

「さあ、切り札くん！　お星さまたちの大軍を蹴散らしてきておくれーっ！」

　なつきが片手で、青せい龍りゆう偃えん月げつ刀を高々と突きあげた。

　鋭い切っ先によって指し示されたのは、遥はるかな天空の高み。すると『長大すぎる蛇』はとぐろを巻いたまま、急上昇していった。

　機体名《ＭＵＶヴリトラアバター》。

　六号フレームと同じ名前を冠する、まさに分身であった。

　あの巨体を飛行させている反重力リフター。

　磁界共鳴によって、動力を無線供給している《プレイホイール》。

　どちらもなつきの手中にある。あくまで地上に残った青龍偃月刀こそが竜のアスラの本体なのだ。

　なつきは明るい声で言った。

「空の上には、先に飛んでいった不良少年くんもいるしねーっ。あの子とうちの切り札が共闘すれば、隕いん石せき群の壊滅も問題ないはずだって理事のおっちゃんも言ってたし！　大丈夫、きっと何とかなるよ！」

　しかし、この数分後──。

　なつきの期待は意外すぎる形で裏切られてしまう。
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　光子フレームのアスラ《07アグニ》をまとった巻まき志し摩まレオ。

　彼を守護する光の力場、通常時の比ではないほどに巨大だった。

　光の巨人《ＭＵＶアグニアバター》を構築したからだ。光子フレームを『巨大な人型』の形状に具現化させた拡張ドロイドである。その力場は防御のみならず、物理的な圧力としても転用できる。

　全長四〇メートルの巨体は光の羽を広げ、急上昇をつづけて──

　ついに高度三〇キロの高みにまで到達していた。

「へえ。これが成層圏から見る景色、ってやつか……」

　さすがのレオも感嘆した。

　眼下に広がるものは、まさに絶景。海の青さと雲の白さのあざやかなコントラストが遥かな彼方かなたまでつづいている。

　しかも、この海と空の果てはゆるやかに弧を描いていた。

　地球という世界が丸いからこそ、このような景色となるのである。

　ここ成層圏中層部まで、地上からほんの数分で駆けあがった。人類のいかなる高速戦闘機をもしのぐアスラフレームの速度があればこそだ。

　そして、七号フレーム《07アグニ》のセンサーは『標的』を捉えている。

　全部で七二個もの隕いん石せき群、その第一波。

　高度八〇キロあたりを通過していった隕石数個。落下速度は秒速一五キロ、音速に換算すればマッハ四四だ。ただし、この速度は除々に落ちつつある。

　が、それは隕石の威力が弱まることを意味しない。

「落下が速すぎると大気の圧力が大きくなり、隕石は崩壊していく……なるほどな」

　目の前に情報のウインドウが空間投影されている。

　七号フレームが表示したものだ。実体装甲やモニター類を持たない《07アグニ》はこういう形で、必要な情報を提示してくれる。

　さっき梶かじ希き里り子こと通信したとき、作戦概要のデータも受信したのだ。

　そこから七号フレームが抜粋した情報。

　多くの隕石が大気中で燃えつきて、石ころほどのかけらしか地上にはとどかない。原因は大気の圧力であるという。

　しかも今回、その落下に急制動をかける魔力まで働いていて──

「ブレーキをかけて、でかい塊のまま地上へ激突させるつもりなのか。その方が爆発と衝撃波の規模は大きくなる──大魔術師のやつら、芸が細かいな！」

　だからこそ、倒す価値がある──。レオは叫んだ。

「やるぞアグニ！　フォトンレーザーだ！」

　レオを体内に取りこんだ光の巨人。

　その長大な両腕が動き出す。光り輝く左右の巨腕を『Ｘ』の形に交差させる──すると両腕の交点から、光線がほとばしり出た。

　いつもの戦闘でも、レオの指先から同種の光線が放たれる。

　だが、あれよりも遥はるかに強力な、宇宙戦をも想定した対空兵装であった。光線はレオと光の巨人の現在位置よりも遥か上空へと疾駆していく。

　──宇宙とは、地上から高度一〇〇キロ以上の領域を指す。

　レオのいるあたりは高度三〇キロ前後。そして、標的とした隕石は高度八〇キロあたりを突き進んでいた。

　地上に対して、ななめに墜落していく軌道であった。

　狙った隕石の直径は一八メートル──。

　たしかに大きいことは大きい。が、決して常軌を逸する巨大さではない。

　しかし、ひとたび地上に激突すれば大爆発を引き起こし、深く、巨大なクレーターを穿うがつという。

　さらに大地は激動し、強い衝撃波が一〇〇キロ先まで到達する──。

　その災厄の元凶となる隕石は、激しく燃焼しながら落下中だった。

　そこにレオの放ったフォトンレーザーが命中し、さらなる熱を加えていった。数万度にまで達した隕いん石せきの表面は、ぼろぼろとあちこち崩れ出す。

　崩壊のはじまり。

　あとは地上めがけて墜落している間に燃焼と崩壊はさらに進み、原形をとどめないほどに粉々になる──

　そのシミュレーションＣＧを、七号フレームが映像ウインドウで投影した。

「次のレーザーを撃てるようになるまで、どれくらいかかる？　五秒後か。《プレイホイール》をもっと回せ、アグニ！」

　レオは炎と閃せん光こうのアスラを叱しつ咤たした。

　レーザーの次弾を放つために、七号フレームは電力を充じゆう填てん中なのだ。

「パワーの供給を増やして、一秒でも速く次の攻撃を加えるんだ！」

　腰のベルトで祈りの輪が歌い出す。

　Gateガテー・Gateガテー・Paragateパーラガテー──!　Parasamgateパーラサンガテー・Bodhisvahaボーデイスヴアーハー──!　Gateガテー・Gateガテー・Paragateパーラガテー──!　Parasamgateパーラサンガテー・Bodhisvahaボーデイスヴアーハー──!

　荘そう厳ごんな歌声をイライラしながら聞きつつ、レオは次の標的を探す。

　流星雨と言っても、七二個全ての隕石が密集しているわけではない。隕石同士の距離はかなり離れている。しかも五月雨のように数個ずつ、あるいは一個だけ、バラバラのタイミングで断続的に降ってくるのだ。

「まとめて灼やき払えるなら、楽だったんだけどな！」

　充填完了。二発目のフォトンレーザー。

　レオを取りこんだ光の巨人はふたたび両腕をクロスさせ、腕と腕が交わったところより灼しやく熱ねつの光線を射出する。

　ふたつめの隕石に命中。表面崩壊のはじまり。

　それを確認したレオ──だが、せっかくの戦果にも満足できなかった。

「まだるっこしい！　こんなペースで本当に全部の隕石を破壊できるのか!?」

　自らの苛烈さ、気性の激しさをレオは自覚している。

　その性分にまかせて、《必滅法典ドウームズデイ・ブツク》による広範囲攻撃を加える衝動に駆られた。複数の隕石をまとめて消滅させていくのだ。

　必滅の一撃は《プレイホイール》の魔力・電力を大量消費する。

　どうせエネルギーの充填を待つなら、より破壊力の激烈な《必滅法典》を使う戦法の方がレオには好ましかった。

『でも、どうせどこかで戦うんなら今や』

『あたしらは命が助かる、あんたはこっちに大きな貸しを作って、さらにでっかい顔ができるようになる』

「……ちっ」

　一瞬、希き里り子この言葉を思い出してしまった。

　レオは舌打ちした。多数の標的をまとめて消し去る──その快楽を愉たのしみたい気持ちがたしかにある。しかし、ただひとつの〝撃ちもらし〟も許さないことが作戦目標なら、雑な広範囲攻撃よりも丁寧な狙撃の方がたしかに合理的──。

「…………ふん」

　たしかに苛烈さこそが巻まき志し摩まレオの本領。

　だが、いつも嘲ちよう笑しようしている大人たちのように、理詰めで思考することもできないような愚物になる気はない。

「急げ、アグニ！　おれをあまり待たせるな！」

　レオの腰で、祈りの輪が歌っている。

　その讃さん歌かの荘そう厳ごんさ、高らかさはいまや頂点に達しており、七号フレーム《07アグニ》の出力をかつてないほどに増強させていた。

　光の巨人がクロスさせた両腕は、ついに連射をはじめた。

　フォトンレーザーを立てつづけに撃ち出す。撃ち出していく。

　もはや充じゆう填てん時間もほとんどない。第二波、第三波と押しよせてくる隕いん石せきたちを次々と捉え、加熱していく。

　レーザーを照射した隕石はすでに一五個ほど。

　そのうち三分の一が粉々に完全分解していた。落下する間に隕石表面の崩壊が進み、燃えつきていったのである。

　しかし、まだ五○個以上もの隕石が宇宙より接近中だった。

　こんなペースで標的を全て撃滅できるのか？　またしてもレオがいらついたとき、七号フレームが映像ウインドウを投影した。

　それは飛行物体の出現と、その名称・スペックを報しらせるものだった。

「……何？」

　レオのいる成層圏中層部に、べつの機体が浮上してきた。

　とぐろを巻いた白銀の大蛇おろち──。その巨体は全長二〇〇メートルであると、情報ウインドウの但し書きにある。

　機体名《ＭＵＶヴリトラアバター》。

　六号フレーム──あの赤毛女の拡張ドロイド！

　とぐろを巻いて丸まっているため、空飛ぶ円盤フライング・ソーサーにも見える。

　反重力リフターによる飛行は、そもそもＵＦＯに喩たとえられるほどになめらかで縦横無尽なのだ。似るのは必然とも言えた。

　この円盤の各所から──光線が放たれ出す。

　フォトンレーザー。七号フレーム《07アグニ》と同じ兵装。

　ただし、竜のアスラの分身には八門もの発射口があり、一度に八発もの熱光線を遥はるかな上空めがけて射出している。

　高度六〇キロあたりをななめに墜落中の隕いん石せきへ、レーザーは次々と突き刺さる。

　レオはつぶやいた。

「この出力、それにあのドロイドを出せたということは……ちっ。下に残してきたエルフ女を水上租界のやつらに取り返されたか──」

　クローンエルフのアシストなしには構築できない。

　その点では、レオが操る『光の巨人』と同じレベルの切り札なのだ。

「ふん。むかつくが、今は見逃してやる。この際だから、使えるものは何でも使って──この戦闘で勝つことを優先すべきだ」

　武器を増やし、戦闘経験を積み、勝利を重ねる。

　それこそがレオの生いき甲が斐いであり、唯一の存在理由だった。ほかに愉たのしめることなど何もなかった。趣味も目標も自分にはない。

　この生き方をつらぬくために、今よりも誰よりも強くならなければいけない。

　だからこその選択──

「…………ん？」

　レオは違和感を覚えた。

　誰かに耳元でささやかれた──気がした。この声は何だ？

『──その闇を解きはなて。地上の英雄のひとりよ』

　男らしい美声。聞き覚えがある。どこで聞いた？

『強者との戦いを心ゆくまで愉しむがいい。わかるだろう、今この戦場で最も手て強ごわい者が誰であるか……とてもかんたんな話ではないか？』

「そう、だな……」

　そそのかされるままに、レオは心を定めた。

　目を閉じると、逞たくましい美青年の姿が思い浮かぶ。青いローブを着た大魔術師。以前、たしかにどこかで出会っている。

『あの折にかけた修羅の呪じゆ詛そ……今こそ解きはなとう。戦え。戦え。戦え……』

　そう。自分はあのとき《旋風のクアルダルド》に敗れ、何か魔法をかけられた。

　そこまで思い出しながら、レオは命じた。

「アグニ！　あのでかい竜を狙え！　図ずう体たいの分、いい的になるぞ！」

　光の巨人がクロスさせた両腕。

　そこから放たれるフォトンレーザーが、今度は《ＭＵＶヴリトラアバター》を獲物とすべく天あま翔かけていく。

　……長い胴体のまんなかあたりに命中した。

　その箇所がふきとんで、大蛇おろちの体がまっぷたつにちぎれる。

「はははは！　いいざまだ！」

　あまりに爽快で、レオは高笑いした。

　が、すぐに顔を引き締める。ふたつにちぎれた大蛇の巨体、ふたたび結合した。

　さすがナノマシンで構築されたドロイド──。ふつうの機械とちがい、こんな修復の仕方もできるのだ。

「アグニ──追い打ちを掛けるぞ……うおっ!?」

　意表を突かれて、レオは驚いた。

　なんと復元したばかりの大蛇が──レオを取りこんでいる光の巨人《ＭＵＶアグニアバター》へとレーザーを撃ち返してきたからだ。

　輝く巨人の肉体は、光子フレームと同様の防御力場でもある。

　フォトンレーザーの直撃を浴びながらも、光の巨人は無傷だった。そのなかでレオは獰どう猛もうに微笑ほほえんでいた。

「やるな、赤毛女！　即座に反撃して追い打ちを牽けん制せいするか！」

　みごとな勝負勘だった。

　敵対しているとはいえ、同じ地球人種の陣営である。凡庸な戦士なら、即反撃に出るのを躊ちゆう躇ちよしたことだろう。

　一瞬の判断力がすばらしい。初めて赤毛女のことを好ましく思った。

「もっとおれを熱くさせろ！　愉たのしませてくれよ！」

　叫びながらレーザー発射を命じようとしたレオ。

　その前に七号フレーム《07アグニ》が警告の映像ウインドウを投影した。成層圏めがけて急上昇してくる機体の空撮映像だった。

　黒と黄金のナノ装甲。アスラフレーム三号機《03ルドラ》──。

　ただし、手足を拡張ドロイドで伸張し、さらに追加装甲をまとったフルアーマー仕様の形態であった。

「へえ。まっすぐおれのところに向かってくるか！」

　より歯ごたえのある『敵』が接近中。

　その事実を知って、心からの歓喜がレオのなかに込みあげてきた。





　　　　　　　　　３






『着装者七号──巻まき志し摩まレオは寝返ったのか!?』

　衛星通信によって、一いち之の瀬せユウの声が伝達されてきた。

『いや、べつにもともと味方じゃなかったけど。ただ、この土壇場でなつき先輩の出したドロイドを攻撃するなんて──ちょっと予想外で……』

「わかるぞ、ユウ。たしかに、すこしあの者らしくない」

　アインはうなずいた。

　まだ空港の航空局庁舎、最上階にいる。

　すぐそばに同族のナダル理事、そして地上人種の佐さ久く間ま武官も控えていた。クローンエルフの姫を救出しに駆けつけたのだ。

　しかし時を同じくして、遥はるか上空の成層圏では事件が起きていた。

　巻まき志し摩まレオと七号フレームが、拡張ドロイド《ＭＵＶヴリトラアバター》に攻撃をはじめてしまうという──。

「あのレオという少年……物わかりの悪い愚者となるには、あまりに頭が回りすぎる。局面がここまで来れば、渋々でも共闘を受け入れる気はわたしもしていた。が、こうとなっては仕方あるまい」

　全長二〇〇メートルの竜神型ドロイドが映像と情報を転送してきた。

　飛来する隕いん石せき群を放置して、共闘すべきアスラフレームの分身にフォトンレーザーを放つ巻志摩レオ──。

『とにかく、僕があいつを止めに行ってくる！』

『頼むよ、三号くん！　なつきさんは地上から分身くんを操って、全部の隕石を撃ち落としてみせるから！』

　海沿いの埋め立て地に陣取った波は多た野のなつき。

　彼女からの情報連結コムリンクがとどいた。だが、本来は七号フレーム《07アグニ》と共にとりくむはずだったタスクである。どこまで遂行できるか──。

　アインは毛布状に変化した聖骸布にくるまりながら、天を見あげた。

　現在、成層圏の高みをめざして、彼女のパートナーが急加速・急上昇しているはずの空であった。




　本来、ユウ＝着装者三号の役目は『後衛』だった。

　高度一〇キロメートル付近に待機し、万一、成層圏を突破してきた隕石があった場合は攻撃し、地上へ落ちる前に完全破壊する──。

　だが今、巻志摩レオが作戦を妨害しはじめていた。

　ならばと三種のドロイドを構築。それらを拡張パーツとして装着し、フルアーマー仕様で成層圏まで駆けあがってきた。

　右腕、左腕には爪つきの籠こ手て《ＭＵＶクロウガントレット》。

　機銃やロケットランチャーを内蔵する《ＭＵＶランチャーブーツ》。一見すると『縦長の金属ケース』で、これが二機、両足に取りついている。

　そして、飛行機の翼を『∧』の形に組み合わせた拡張ドロイド。

　胴体正面と背面に結合した翼たち、追加の飛ひ翔しよう翼にして装甲板である。《ＭＵＶウイングドクローク》だ。

　……こうして、ユウは巻まき志し摩まレオとふたたび対たい峙じした。

　白髪の着装者は全長四〇メートルもの光の巨人、拡張ドロイド《ＭＵＶアグニアバター》と同化していた。

　おかげで、彼のすさんだ顔つきは見えない。

　だが、レオの荒々しい声は三号フレームのヘルメット内に伝わってくる。アスラシリーズ同士、自動的に情報連結コムリンクがつながったのだ。

「よく来た、三号！　おれを愉たのしませるためにわざわざご苦労だな！」

「愉しませる、だって!?」

「ああ。おれは歯ごたえのある敵と──戦いたいんだ！　そして、今この戦場で最も手て強ごわい相手はおまえと、六号フレームの赤毛女だろうが!?」

「そんな理由で……僕たちの作戦を妨害したのか!?　ふざけるな！」

「ふざけてなんかいない。真剣だぞ、おれは」

　光の巨人が左右の腕を『Ｘ』の形にクロスさせた。

　そこから放たれる熱光線──。フォトンレーザーの射線上から、ユウは急上昇することで離脱した。

「おまえに必ず勝利してみせる……おれが今よりも強い自分になるために！」

　フォトンレーザーが間断なく連射される。

　しかも今度は、ユウのまとう三号フレーム《03ルドラ》が逃れる先へ、先へと、光線が追いかけてくる！

（僕の動きが予測されてる!?）

　まさか、炎と閃せん光こうの七号フレームにはそんな機能があるのか？

　たしかに着装中、『中の人』の意識とアスラシリーズの人工意識体は連動状態になっているのだとは聞く。

　着装者たちに常人を凌りよう駕がする──超常の反射速度を付与するために。

　そうでなくては、超音速の領域にまで踏み込む戦闘に対応できないからと。だが、それと未来予測はちがう。

　おそらく──巻志摩レオ個人の資質だ。

　ユウの空中機動を直感で読み、瞬時に次弾の照準を調整しているのだろう。

　当て勘とでも言おうか。敵ながらみごとだった。

「ルドラ！　君も撃ってくれ！」

　フルアーマー時の両足は、三号フレームの火力を増強させる追加兵装。

　脛すねの部位には発射口が八つあり、極超音速ミサイルを撃ち出してくれる。しかも誘導式。ユウの指示に応えて、両足が火を噴いた。

　左右の足から、計一六発のミサイルが躍り出た。

　それぞれ異なる軌道を描きながら、光の巨人の各部位へ殺到する。

　全弾命中──しかし。

「はははは！　その程度の火力で光子フレームが破れるものか！」

「そうか。通常モードよりも大きくなった分、防御力もアップしたのか……」

　レオは勝ちほこり、ユウはひとりごちる。

　輝く二枚の羽を広げた巨人。その光り輝く巨体は防御力場でもあり、前回の戦闘時とは比較にならないほど堅けん牢ろうであった。

　ある意味、レオは要塞にこもっているのも同然なのだ。

　しかも、威力絶大かつ多彩な大砲をいくつも取りそろえた要塞に。

　今も《03ルドラ》は新たな攻撃にさらされていた。光の巨人──そのうつろな眼がん窩かから放出される電磁熱波動に。

　それは不可視の視線ながら、見つめる対象を加熱し、灼やき殺す兵装だった。

「く────っ！」

　ユウはじぐざぐに飛んで、電磁熱波動の照射範囲から抜け出した。

　間髪入れずに、追撃のフォトンレーザーが襲ってくる。が、変則的な動きで逃げていたことが功を奏して、当たりはしなかった。

　もし、まっすぐな軌道で離脱を図ったら──たぶん命中していた。

　やはり、巻まき志し摩まレオは天性の射手であるようだ。

　その才を後押しするのは、異様と言ってもよいほどに過剰な闘争心。ただ勝利のみを欲する執念。情念。炎のごとき激情。

　ユウの愛したプロサッカーの世界にも、このタイプが稀まれにいる。

　プロである以上、一流・超一流の技術とフィジカルを持つのは当然。そこに勝利への執着心を掛け合わせ、鬼神のごとくフィールドを駆けまわり、恐ろしいほどの強引さでチームを牽けん引いんする存在──。

　そんな怪物と対たい峙じするにあたり、《着装者三号》はどうすべきか？

　敵の闘志と執念に、同じもので立ち向かうのは一いち之の瀬せユウの流儀ではない……！

「撃ち合っていたら勝てない。戦術を変えるよ、ルドラ！」

　局面が変われば最適解の戦術も変わる。

　それをいち早く見み出いだし、臨機応変に『適応』することこそが自分の理想。ユウの意気に応えて、《プレイホイール》の回転速度が上がる。

　黒と黄金のアスラフレームは一気に加速した。

　その飛ひ翔しようを止めるべくレーザー、熱波動、ナノマシンによって構築されたミサイルなどが雨あられと襲来する。

　しかし、たくみに旋回しながら、ユウは攻撃をすり抜けていく。

　その空中機動、まさに吹き抜ける旋風のそれ。空と嵐のアスラがそなえた疾風迅雷の機動力で、ついにユウは敵のふところに飛びこんだ。

　目の前には光の巨人の『胸』がある。

　ここにこそ、心臓に相当する部位にこそ、巻まき志し摩まレオはひそんでいる！

「近接攻撃──！」

「はっ！　アグニの光子フレーム……生半可な攻撃で破れると思うな！」

「だろうね。でも、これならどうかな!?」

　ユウは両手を突き出して、巨人の胸にさわった。

　パンチなどの打撃ではない。ただの接触。だが《03ルドラ》の手のひらからは超振動音撃が放たれ、内部に浸透していく。

　さらに、指向性を持たせた非致死性麻ま痺ひ音波も──。

　要塞にこもった敵・着装者を苛さいなむべく、超音波と麻痺音波を巨人の体内に浸透させるという攻撃であった。はたして。

「う────うあああああああああああっ!?」

　巻志摩レオの絶叫が聞こえてきた。相当に堪こたえているようだ。

　これをつづければ勝てる。ユウは確信したのだが。

「アグニ！　こちらも機動性を上げるぞ！」

　レオの苦しそうな叫び。途端に変化が起きた。

　全長四〇メートルはあろう光の巨人、そのサイズが縮小したのである。今度は全長四メートルというところだろう。

　フルアーマー化した《03ルドラ》より、ひとまわりほど大きい程度だ。

「実体装甲じゃないから、伸縮自在ってことか……」

「いいぜ、三号！　ここまで噛かみ応えのある敵は──初めてだ！」

　羽持つ巨人がユウの背後に、音もなく飛来してきた。

　漆黒の宇宙を駆ける彗すい星せいにも似た動きである。今までよりも格段にすばやい。だが、ユウもまた旋風の軽やかさで敵の背後へと回りこむ。

　光と風の対決。超高速のドッグファイトがはじまった。

　たがいにたがいの背後を取り合い、絶対的に優位なポジションからの攻撃を狙う。あるいは敵の頭上を取って、位置エネルギー上の優位を得ようとする。

　より直線的かつ、ひらめく稲妻めいた軌道は《07アグニ》のもの。

　より曲線的かつ、軽やかな疾風めいた軌道は《03ルドラ》のもの。

　スピードと機動性で勝負のドッグファイトは、まったくの互角であった。

「だったら、こいつに賭けるしかないよなあ！」

　嬉き々きとしてレオが叫んだ。

「《必滅法典ドウームズデイ・ブツク》を仕掛けるぞ、アグニ！」

「こっちもやろう、ルドラ！　アインも福音ゴスペルコードを頼む！」

　ユウも要請すれば、衛星通信を介して、麗しい詠唱がすかさずとどく。




　──凡ぼん夫ぷは善悪に迷い、因果あることを信ぜず。何ぞ地獄の火を知らん。

　──羞はづることなく十じゆう悪あくを造り、空むなしく神しん我がありと論ず。誰たれか煩悩の鎖を脱のがれん……




　地上の航空局庁舎から、アインが唱えてくれた呪文であった。

　ユウを想おもい、ユウの勝利のために、心を込めて。しかし──まったく同じ美声による詠唱がはじまった。

「え……っ!?」

　七号フレーム《07アグニ》の化身たる巨人の内部から聞こえる呪文。

　アインの声だったため、ユウは驚きよう愕がくした。ただし、こちらにはまったく感情がこもっていない。機械的な詠唱であった。




　──三さん界がいは安きことなし、火宅のごとし。常に生しよう老ろう病びよう死しの憂う患げんあり

　──是かくのごとき等らの炎、熾し然ねんとして息やまず……




『ユウっ。眠っているわたしに送信させた福音ゴスペルコードだ……！』

「おたがいバックアップは万全ってことか……」

　アインからの衛星通信を受けて、ユウはつぶやいた。

　そして、必滅の一撃同士が衝突をはじめる──。フルアーマー化した《03ルドラ》の全身からは、無数の雷撃が絶え間なく撃ち出されていく。

　一方、光の巨人と化した《07アグニ》の全身は恒星さながらに熱と光を発していた。

　空と嵐のアスラは、我が身そのものを雷雲に変えた。

　炎と閃せん光こうのアスラは、我が身を燃焼する恒星そのものに変えた。

　電撃放出を無限につづける三号フレーム。数え切れないほどの雷を放ち、熱と衝撃で敵アスラを打ちのめそうとしている。

　対して、超高熱と爆炎のかたまりと化した七号フレーム。

　己の周囲を灼しやく熱ねつの空間に変貌させ、目の前にいる敵アスラを燃やし尽くし、そのナノ装甲を焦がすのみでなく、融解させ、ついには蒸発へ追い込もうと火力を全開にしている。

　まさに互角の破壊力であった。はじめのうちは。

「……む、向こうの威力が上がってきた!?」

　ユウは愕がく然ぜんとした。

　アスラフレーム同士、《必滅法典ドウームズデイ・ブツク》の魔術で攻撃し合っている。共に我が身を対魔術外殻アンチマジツクシエルの機能で守護しながら。

　しかし、《07アグニ》の発する魔力の方がだんだん強くなっていた。

『まずいぞ、ユウ！』

　アインからの警告がとどいた。

『今はまだ双方の《必滅法典》が拮きつ抗こうしている……。だが、このまま行けば破綻の時が来るだろう。あなたとルドラがはじけ飛び、その電光がかき消される形で！』

「みたいだね……」

　着装したユウの背中を、冷や汗が伝う。

「僕よりも巻まき志し摩まレオの方が着装者として上ってことなのか……」

　この劣勢、そうとしか説明がつかない。

　敗北に刻一刻と近づきつつある。自らの死、そして『みんな』を守り切れなかったという現実に、ユウは打ちのめされそうになった。

　しかし──アインは言った。

『いいや！　あなたとレオなる者の生まれ持った資質は、たしかに互角かもしれない。だが現時点では、一いち之の瀬せユウの方が……選ばれし者として、よりすぐれているだろう。王家の誇りにかけて、わたしが断言する！』

「……本当にそう思う？」

『ああ。だから必ず、ほかの要因があるはずなんだ──ん？』

　何かに気づいたらしく、アインは衛星通信越しに訴えてきた。

『見ろ、ユウ。ルドラが妙な魔術を検知していた。いつ、誰が使ったんだ……？』

「あ、ほんとだ。『強制の呪詛カース・オブ・ギアス』の魔法？」

　視界の端に表示されていた情報ウインドウ。

　魔法を検知したというメッセージ。アインが操作したらしく、ユウの見やすい位置にまで移動してきた。

『ある者に呪いをかけ──何かをせよ、もしくはするなと強制する術だ。かかった者は感情を暴走させたり、あるいは感情を失った状態になり、望まぬ行いをしなくてはならなくなる。人を思いどおりに操れるゆえ……禁呪のひとつとされる』

「ねえアイン。もしかして」

　ふと気づいて、ユウは訊たずねた。

「着装者の感情が暴走していたりすると、アスラフレームもひきずられて、パワーが暴走気味になったりするのかな？」

『してもおかしくはないだろう。それもまた人とアスラの絆きずなの在り方だ』

　アインに教えられて、ユウは深く息を吸いこんだ。

　いろいろつながった気がする。〝らしくない〟巻まき志し摩まレオの暴発。あれこれと画策していたらしい大魔術師クアルダルドの言動。

「いずれにしても、ここで負けたら意味がない……ルドラ」

　ユウは相棒に呼びかけた。

「相手の暴走につきあったらダメだ。もう《必滅法典ドウームズデイ・ブツク》は中断していい。対魔術外殻アンチマジツクシエルにパワーの全てをつぎ込んで、全力で防御してくれ！」

『おお。勝負に出るんだな、ユウ！』

「上う手まくいくかは賭けだけど──このままじゃ勝ち目はない。アインの言葉を信じて、チャレンジしてみるよ！」

　自分ひとりだけなら、こんな決断はできなかっただろう。

　しかし、一いち之の瀬せユウ／着装者三号にはかけがえのない仲間たちがいて、勝利の女神にも等しいパートナーまでいてくれるのだ。

　ここが瀬戸際、挑戦の時──。ユウは自らを叱しつ咤たした。





　　　　　　　　　４






　七号フレーム《07アグニ》がまばゆい光と超高熱を発している。

　それは、光の巨人と化したアスラを中心とする灼しやく熱ねつの空間であった。直径三〇メートルほどの球状である。

　この閃せん光こうと灼熱の渦中に《03ルドラ》とユウはいた。

　三号フレームのナノ装甲、表面温度はなんと三〇〇〇度に達している。

　幸いスーツの内部はそこまでの熱さではない。それでもユウは耐えがたい熱気と吐き気に苦しみ、ときどき意識が飛びかけていた。

　──本当なら、すでにユウたちはどろどろに融解しているはずだった。

　三号フレームの対魔術外殻がよく機能し、《07アグニ》の灼熱魔法をどうにか弱体化させているおかげで、ぎりぎり耐えられているのである。

　だが、身を守るだけで精いっぱい。とても反撃などできない。

　超高熱の空間上で静止してしまった《03ルドラ》。全パワーを対魔術外殻とフレーム内部の生命維持に注ぎこんでいる。

　対してレオは──意い気き軒けん昂こうだった。

「回せ回せ！　アグニ、《プレイホイール》を全開だ！　おれのためにもっと力を、どんな敵でも圧倒できる力を捧ささげてみせろ！」

　レオのテンションはどこか狂的なほどに高かった。

　ユウは『やっぱり』と確信し、静かに《03ルドラ》へ告げる。

「もうすぐだ。もうすぐ……僕たちの時間が来る。なんとか耐えきってくれ……」

　そして、そのときは唐突に来た。

　不意にレオが愕がく然ぜんとして、自らのアスラへ問いかけた。

「どうした、アグニ!?　ホイールが遅くなっていくぞ!?」

「来た……！」

　ユウはある情報ウインドウに注目し、歓喜した。

　七号フレーム《07アグニ》が発する魔力を計測した数値。今まで毎秒『九万プラーナ』であった数値がぐんぐん下降していく。

　八万五〇〇〇、六万、二万三〇〇〇、ついに一万を切って七三〇〇──。

　以前、ユウは訊たずねたことがあった。アスラシリーズの開発総責任者である亡命エルフ、アザリン大僧正に。

『僕たちのフレームって、アインの福音ゴスペルコードでものすごいパワーを出してくれますけど……。あれ、どのくらいで限界が来るんですか？』

『それは着装者とアスラの相性、適合度によるところが大きいから』

　可か憐れんな美少女エルフという容姿のアザリン大僧正。

　一〇代なかばにしか見えないものの、かつては王家の相談役であったらしい。彼女は幼子のように目をきらきらさせながら、語ったものだ。

『一概にここまでとは言えないのだけど。でも、限界が来ると《プレイホイール》の出力はどんどん下がっていくから、あまり無理させないように気をつけてね♪』

『出力が下がる？』

『ええ。オーバーヒートを防ぐための安全機構が作動するの♪』

　ふつうに話すときでも、弾むようなリズムでアザリン大僧正は言葉をつむぐ。

　彼女との何気ない会話が勝負の鍵となった──。

　ついに勝機を見み出いだしたユウの眼前では、《07アグニ》の発する灼しやく熱ねつ空間がどんどん縮小していき、そのまま消滅してしまい──

　さらには、閃せん光こうのアスラの分身である『光の巨人』まで消え失うせた。

　今、通常の光子フレームのみをまとった巻まき志し摩まレオが突然の変化に驚きよう愕がくし、腰のベルトに目を落としていた。

　すっかり回転の遅くなった《プレイホイール》を凝視している。

　強敵の見せた隙に、ユウは躊ちゆう躇ちよなく叫んだ。

「行こうルドラ！　近接攻撃だ！」

　旋風の機動力でユウは《着装者七号》に肉薄する。

　フルアーマー仕様の右腕を突き出し、レオを守護する光子フレームに接触。そして、ふたたびの超振動音撃と非致死性麻ま痺ひ音波を繰り出す……！

「お……ぉぉぉぉぉぉぉおおおおおっ!?」

　レオは絶叫して、そのまま昏こん倒とうしてしまった。

　すかさずユウは指示した。

「ルドラ！　七号フレームの人工意識に介入して、飛行を制御！　生命維持機能もオンにしてくれ！」

　巻まき志し摩まレオは、ユウの仲間ではない。

　しかし、このまま意識不明の状態ではアスラフレームも操れず、成層圏の超高空より墜落していきかねなかった。実体装甲のない《07アグニ》の光子フレームは、着装者の精神活動に呼応して弱体化すると聞いていたからだ。

　どうにか勝利を得られて、ユウが安あん堵どしたとき──。

　深刻すぎる報しらせが、地上の波は多た野のなつきよりとどけられた。

『ごめんよ、ユウくん！　なつきさん、かなーりがんばったけど……三つ、隕いん石せきを撃墜しそこねた！』

「え……っ!?」

『でも、まだ地上には墜落してないっ。こっちを手伝ってくれるかにゃ!?』

「もちろんです！」

　ユウはすぐさま急降下をはじめた。




　福ふく岡おか市内の端っこ、北東エリアの埋め立て地。

　だだっ広い空き地に陣取って、波多野なつきは《ＭＵＶヴリトラアバター》の遠隔操作にずっと専念していた。

　六号フレーム《06ヴリトラ》の拡張ドロイドにして分身である。

　空飛ぶ円盤にも似た大蛇おろち型の巨大機械は、成層圏の高みにあって、ありったけの火器を総動員して、隕石群の破壊に努めていたのだ。

　フォトンレーザー。極超音速ミサイル。高エネルギーヘリウム粒子砲など──。

　はじめ六七個もあった隕石群をことごとく打ち砕くため、なつきの持つ青せい龍りゆう偃えん月げつ刀型のアスラは《プレイホイール》を回しつづけた。

『到達者への讃さん歌か』も高らかに歌い、電力と魔力を限界まで生産していた。

　そして、ついに六四個もの隕石が成層圏内で燃えつき、完全崩壊し、塵ちりとなって消滅していったのだが──

「ううっ。三個だけ討ちもらしちったよおっ！」

　なつきは天を仰いで、慨嘆した。

　高度五〇キロから一〇キロまでの領域が成層圏である。

　そのエリアを突破して、地球の大気のなかをななめに墜落していく隕いん石せきが三つ。すこし前から、肉眼でも確認できるようになっていた。

　埋め立て地から空を見あげて、伊い集じゆう院いんが悲鳴を上げた。

「うわああ……。動画じゃなくて、せっかく『生』でとんでもないものを見物できているのに──このままじゃオレたち全滅だぞ！」

　輝く飛ひ翔しよう体が三つ、光の尾を引きずりながら墜落中だった。

　四〇度ほどの角度で、まっすぐななめに降下してくる。

　しかも西──日本海方面の空から、明らかにこちらへ、自分たちのいる九州北部の方へと向かってくる。

　このスピードなら、あと数分で地上に激突するのではないか。

　なつき、伊集院、そして武官の志し波ばと、国防陸軍の制服を着た梶かじ准尉。居合わせた全員でうなずき合った。

「よっしゃ！　なつきさん、三号くんといっしょに悪あがきしてくるよ！」

「今までの攻撃で隕石もかなり損傷して、小さくなっています！」

　あわてふためきながらも、志波が言った。

「このまま空中で崩壊する可能性も十分ありますっ。着装者のみなさんが最後までベストを尽くしてくれれば、まだまだわかりませんよ！」

「あっ。隕石は空中で爆発するときも、すげえ衝撃波を出すんスよ！」

「マ、マジかあっ。せっかくレオのやつを三号氏が止めてくれたのに……うちらもどこかに隠れんとダメやん！」

　伊集院の補足に、梶准尉が頭をかかえる。

　それを尻目に、なつきは青せい龍りゆう偃えん月げつ刀のアスラフレーム《06ヴリトラ》を一振り。ふわりと宙に浮きあがり、そのまま高速で天へ駆けあがっていく。

「アインさん！　いつものやつをおねがいっ！」

『心得た。あなたの武運を祈るぞ、なつき！』

　情報連結コムリンクによるやりとりで、クローンエルフの姫は激励して──

　即座に福音ゴスペルコードを転送してくれた。




　──生まれたる時、生を知らねば、生まれながら生を離れん

　──死する時も死の分別あるうちは息を引き取らず。その分別を覚えなき時、死するなれば死も死を離れて死するなり……！




「おっしゃあ！　いくよヴリトラくんの《必滅法典ドウームズデイ・ブツク》・第二弾！」

　空の高みに躍り出て、なつきは青せい龍りゆう偃えん月げつ刀を前方に突き出した。

　アスラフレームの切っ先が指ししめす先──ほんの一キロほど先では、まさに隕いん石せきのひとつが地上へ落下中であった。

　隕石は光り輝く火球となり、光の尾と白い煙をひきずっていた。

　それを標的と見据えて、なつきは青龍偃月刀を一振りした。途端に、落ちゆく隕石を切り裂くように、一筋の光が駆け抜けた。

　火球と化していた隕石が──まっぷたつに切断された。

　ひどくあっさりと、カッターで紙でも切るように。しかも、奇跡はそれにとどまらず、切断された火球の墜落が止まる。

　引きずっていた光の尾と白い煙もいっしょに、ぴたりと空中に静止したのだ。

　そのまますこしずつ、切断された隕石に『黒い染み』が広がっていく。そして、光り輝く火球と白煙の全体が黒く染まったとき──

　両断された隕石はきれいに消滅してしまった。

　これこそ《06ヴリトラ》必滅法典・第二の書『因果断絶』。

「斬った相手の因果……そこに存在するに至った理由・原因ごと断ち切る剣。だから、どんなに硬い物質でも、大質量の物体でも抹殺できる──だっけ？　とにかく、隕石ひとつ取ったどおっ！」

　なつきが勝ちほこったのと同じ頃。

　フルアーマー仕様の三号フレーム《03ルドラ》が、輝く火球となった隕石のひとつに追いついていた。

「ルドラ、アイン！　ドロイドの構築を頼む！」

　ユウの要請によって、大量の可変ナノ粒子が散布された。

　それは五〇〇体もの拡張ドロイド《ＭＵＶクロウガントレット》に変化した。フルアーマー時の『腕』となる爪付きのロボアームだ。

　数百もの『腕』は、墜落する隕石と併走するように飛ぶだけではない。

　距離を詰め、光の尾と白煙を引きずる隕石へ接近し、包囲の陣形を完成させた。そして五〇〇体の全機が電磁熱放射──。

　近距離からの熱攻撃を受けて、ふたつめの隕石はついに爆散した。

　すさまじい衝撃波が空震となって大気を揺さぶり、一〇〇キロ先まで駆け抜けていく。しかし、幸いにも日本海の洋上であった。

　被害を受けた市街地は、いまや無人となった対馬つしま列島のみ──。

　これでふたつの隕石を撃破できた。

　成層圏を突破できた隕石も、もうひとつだけ。その輝く軌跡を空の一点より見守る青年がいた。当たり前のように空中浮揚している。

「……さあ、天空の剣よ。私の前でみごとに散華してみせよ……」

　青年の名は、旋風のクアルダルド。

　魔ま杖じよう《星を呼ぶもの》を、軽く一振りしたところだった。

　同時に、地上で爆発が起きた。三つ目の隕いん石せきが福ふく岡おか市の端っこ──海辺の埋め立て地へとついに到達したのである。

　そこは波は多た野のなつきら、ナノ移植者たちが集っていた場所であった。
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　地上に到達したとき、隕石の直径は三〇〇メートル以下に縮んでいた。

　大気の圧力によって激しく燃焼していたことと、何より波多野なつきの《ＭＵＶヴリトラアバター》の攻撃にさらされて、質量を大幅に削られたのだ。

　結果的に、そのことが幸いした。

　埋め立て地・福岡アイランドシティに、隕石は墜落──。

　すさまじい爆発が起こり、爆風と、またしても衝撃波が駆け抜けていった。

　福岡市内はもちろん、近隣の春日市や古賀市にまで影響がおよんだ。各市の大地と建造物は激しく揺れ、窓ガラスという窓ガラスが砕け散ったのである。

　ガラスが割れずに済んだ建物は、きわめて稀まれであった。

（とはいえ、福岡市の中心地区をのぞけば無人の廃はい墟きよばかりなので、住民への影響はすくないとも言えたが──）

　隕石の落ちた埋め立て地は、きれいにふきとんだ。

　博はか多た湾の東端に位置する人工島だったので、湾の形がすこし変わってしまった。

　しかし、それ以上の地形変化は発生しなかった。隕石のサイズが縮小していたおかげで、墜落時の破壊力も大きく減ったのだ。

　そう。たしかに被害はきわめて軽微になった。

　が、埋め立て地の地表に立っていた全てが消し飛んだのも事実である。




　報しらせを受けて、クローンエルフの姫は瞑めい目もくした。

　異世界パーラムで過ごした『前世』の記憶はあいまいだ。しかし、アインの前身であるエルフ女性は武人であり、女王であった。

　武門に生まれ、いくさの折には先陣にも立った。

　だから──友や知己、兵、臣下の〝死〟には慣れている。

　このときもただ瞑目し、彼らのことを想おもい、死出の旅が安らかであれと祈った。若すぎる死とはこんなにもくやしく、いたましいものだったかと痛感しながら。

　そして、隣で同じ報しらせを聞いた亡命エルフのナダル理事は──

「……そうか」

　とだけ言って、天を仰いだ。

　この日はいつもの長いへらず口を披露することなく、ぎゅっと唇を結び、就寝するまで無言をつらぬいたという。

　──伊い集じゆう院いん高たか丸まる、志し波ば十じゆう郎ろう太た、梶かじ希き里り子こ。

　この三名が行方不明であった。だが、失踪現場は消滅した埋め立て地である。

　それは実質、死亡を意味していた。




　……巻まき志し摩まレオがめざめたとき、ゆっくりと空を降下中であった。

　意識を喪失したのに、《07アグニ》の光子フレームは健在。レオは今も光の力場をまとったままだ。

　反重力リフターも機能して、レオの体を地上へと運んでいる。

「おれに一体……何があった？」

　呆ぼう然ぜんとレオはつぶやいた。

　さっきまで成層圏の超高空にいた。突然、衝動を抑えきれなくなり、水上租界の拡張ドロイドとアスラフレームに襲いかかってしまった。

　その原因はおそらく、かつて敗れた大魔術師──。

　そこまで思い出したとき、レオは眼下の景色に気づいた。

　空から眺める博はか多た湾。夕焼けの西日に照らされて、紅あかく染まっている。

　そして──東の端にあったはずの埋め立て地が消えていた。周囲の地形もあちこち削られて、微妙に記憶とちがう。

「……何があった、希里子？　希里子！」

　上官の少女と、情報連結コムリンクで通信しようとした。

　だが、反応はない。位置情報の確認を試みるも失敗した。

「アグニ。最後に確認できた希里子の座標を教えろ」

　地図と位置情報がレオの目の前に空間投影される。

　福ふく岡おかアイランドシティであった。レオが気絶していた間に、なぜか消滅してしまった埋め立て地である。

「おれが寝ていた間に何があった、アグニ!?」

　……記録映像が再生される。

　全てを知ったレオは、一気に加速した。

　隕いん石せき墜落でふきとんだ埋め立て地──その場所にはすでに濁った海水が流れこみ、博多湾の一部と化していた。

　海底にはまちがいなく、クレーターが穿うがたれていることだろう。

　そして、新たな地図と位置情報が投影される。《07アグニ》が同じアスラシリーズの信号を捉えたのだ。

　三号フレーム《03ルドラ》および六号フレーム《06ヴリトラ》。

　レオは反射的にそちらへ向かっていた。自分の行動がいかなる結果を生んだのか、知らねばならないと思ったからだ。

　──そこは、消えた埋め立て地からも近いサッカー場だった。

　もはや手入れをする者もいない芝生は荒れ放題で、その上に着装者三号と青せい龍りゆう偃えん月げつ刀を持つ赤毛女がいた。しかも。

　ふたりのすぐ前には、青いローブの大魔術師までいる！

「貴様！」

　すぐさまレオは芝生に降り立ち、人差し指を『彼』に向けた。

　旋風のクアルダルド。初対決のとき、たしかにそう名乗った大魔術師の胸を、指先より放ったフォトンレーザーがあざやかに射ぬいた。

　しかし、クアルダルドはレオを見て、平然と笑いかけてくる。

「やあ。此こ度たびは君に迷惑をかけたな！」

「幻影の魔法、だと……！」

　魔法検知の情報ウインドウを一いち瞥べつし、レオは歯は噛がみした。

　一方、クアルダルドはどこまでも快活だった。

「許してくれ。生半可な者では金剛をまとう英雄諸君にかなわぬと踏み、同じく金剛の光明まとう勇士に助太刀を請うたのだ。……もっとも、私もただ眺めているだけでは肩身がせまい。最後の一撃には、手を加えさせてもらったがね」

「……どういう意味だ？」

　レオはイライラと訊たずねた。

　尚なお、スーツ型フレームをまとう着装者三号はずっと無言。ヘルメットの下の表情はまったく見えない。

　青龍偃月刀を持つ赤毛女は、静かにクアルダルドを見つめていた。

　感情を表に一切出さず、ひどく冷静な顔つきだ。ただし、その視線に宿る強い意志──レオにはわかる。殺意だった。

　半端な怒りや憎悪など、足下にもおよぶまい。

　目の前にいる男を絶対に抹殺する。その意志が赤毛女の視線に現れていた。

　だが、異世界の大魔術師はそれを平然と受けとめるばかりか、心からの朗らかさで楽しげに語った。

「此こ度たびのいくさは、あくまで星のかけらにこだわりたかったのでね！　我が軍団を解きはなつのも無粋と思い、最後の流れ星には私の念を送っていた。地上の英雄諸君が築いた本陣を突きくずせと──」

　命がけであるはずの戦闘を、ゲームか何かのように語る。

　旋風の大魔術師は今、安あん堵どの表情を浮かべていた。

「いや、いや、そこだけはどうにか上う手まくいって、クアルダルドの面目も保たれた。実に冷や冷やしたよ！」

「本陣……」

　レオは悟った。そう、あそこなのだ。

　梶かじ希き里り子こが最後に立っていた場所。おそらく水上租界のナノ移植者もいっしょにいたであろう場所。消えた埋め立て地が──。

　不思議だった。初めて味わう種類の怒りがレオの胸に込みあげてきた。

「…………よくもあいつを──」

　怨えん嗟さの言葉を口にしかけて、レオはうつむいた。

　そもそも、巻まき志し摩まレオがやつの術中に落ちなかったら、全ての隕いん石せき群を時間内に撃破できていたはずなのだ。

　ほかの者はともかく、自分がそれを言うことは許されない。

　レオは右手を強くにぎりしめた。五指の爪が皮膚に食い込み、血が流れ出る。だが、こんな痛みでは到底ものたりない。

　今、巻志摩レオの内なる怒りは自分自身に向かっていた。

　いつもは世界を憎み、他者に怒り、きれいごとをぬかす輩やからに苛いら立だって、負のオーラを外へとまき散らすばかりであったが──。

「さて。此度の儀式ですっかり魔ま杖じようもすり減った」

　クアルダルドの幻影は、ずっと短い杖つえを持っていた。

　魔杖《星を呼ぶもの》だろう。梶希里子から受信した作戦概要書に書かれていた。その杖をクアルダルドはからりと投げ捨てた。

　すると、いかなる魔法の作用なのか──。

　レオたちの目の前に、その魔杖がどこからか飛んできた。

　荒れた芝生の上に転がり落ちた。長さ五〇センチほどの杖は燃えつきたかのような灰色で、そのまま本物の灰になって、朽ち果てた。

「不思議だ。貴重な秘宝を台無しにしたというのに、こんなにも心が晴れやかだ。やはり、君たち相手のいくさはいい！」

　最後の言葉を残して、クアルダルドの幻影は消え失うせた。

「待っていてくれ！　次は私自身が──諸君らとあいまみえるぞ！」

　こうして、芝生の上はアスラフレーム着装者のみとなった。

　三号、六号、七号。誰も口を開けようとしない。静寂のみがサッカー場を支配する。その空気を最初に打ち破ったのは──

「おい三号。赤毛女でもいい。おれを殴れ！」

　レオだった。

「おれは自分の無様さが許せない……。おれを殴り殺せ。できるだろう？　おまえたちの仲間が死んだ原因はおれなんだからな！」

「そんなことは──しない！」

　ずっと沈黙していた着装者三号が叫んだ。

　そして、黒い左腕を真横に一いつ閃せんさせる。レオではなく、すぐそばに立っていた夜間用の照明塔を殴りつけたのだ。

　その一撃でなんと金属製の照明塔が、きれいに断ち切られた。

　チェーンソーで切った樹木のように、サッカー場の照明設備は倒れこんでいく。着装者の怒りに応えて、高周波斬撃の兵装がオンになったのだ。

「僕たちの敵は同じ人間同士じゃ……ない！」

　黒と黄金のナノ装甲をまとう三号は、震える声で言った。

「そして僕は……『みんな』を守る者だ。たとえ君が──親友を殺したやつでも、君がピンチのときは必ず守りにいく。助けにいく。忘れないでくれ……」

　今、着装者三号はすかしても、気取ってもいなかった。

　よろよろと力ない足取りでレオから離れ、サッカー場から出ていくところだった。こちらを一度も振りかえらずに。

　芝生から『三号』が出たところで、迎える者がいた。

　あのクローンエルフの女。裸にして、保護睡眠ポッドに閉じ込めたエルフ女はもう衣服を着ており、心配そうにアスラフレーム着装者へ駆けよった。

　アイン。たしかそんな名前のエルフ女は『三号』をやさしく抱きしめた。

　以前のレオなら、侮蔑したことだろう。

　誰より強い戦士でありながら、弱った心を安っぽい抱擁で慰めてもらう《着装者三号》が無様だと。不ふ甲が斐いないと。

　ガキでもあやすように抱きしめるエルフ女はあざとい、信用できないと。

　しかし今、レオは自分自身の無様さ、みじめさに打ちのめされて、ぼんやりとふたりを眺めるばかりであった。

「ねえ、不良少年くん」

　不意に赤毛女──たしか波は多た野のなつきが話しかけてきた。

　クアルダルドに向けていた殺気はもうない。むしろ『おだやか』と形容しても問題なさそうな、柔らかい顔つきで告げた。

「梶かじちゃんが言ってたよ。君も一〇〇％の悪党じゃないんやなーって思えるときもある、なんちて。この先、どうするつもりとか訊きく気はないけど。たまに梶ちゃんのことを思い出してくれると……なつきさん、ちょっとうれしいよ」

　それだけ言って、波は多た野のなつきも去っていった。

　レオはひとり芝生の上に立ち尽くし、ひたすら拳をにぎりしめ、爪を手のひらに食い込ませて、いつまでも血を流すばかりであった。
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「……あれえ？」

　伊い集じゆう院いん高たか丸まるは見知らぬ部屋で目を覚ました。

　どうやら医務室らしく、ベッドがいくつもならんでいる。戸棚には薬材とおぼしきビンが多数、収まっていた。

　寝起きのせいか、ぼーっとする頭で伊集院は考える。

「何でこんなところにいるんだ、オレ……？」

　伊集院自身もベッドの上に寝かされていたようだ。

　衣服もいつのまにかベージュ色の患者衣になっていた。見れば、両隣のベッドでは顔見知りが眠っていた。

　水上租界『那な由ゆ多た』専任武官の志し波ば十じゆう郎ろう太た。

　そして、福ふく岡おかで出会った国防軍准尉、梶かじ希き里り子こ──。

　ふたりとも熟睡しているようで、まだ起きそうにない。伊集院はベッドを抜け出して、医務室の窓へと向かった。

「海──！」

　窓の外はよく晴れており、しかも広大な海であった。

　おまけに伊集院たちのいる『部屋』は、洋上をかなりの速さで進んでいる。ここは船、それもかなりの大型船の内部なのだ。

　そういえば眠りに落ちる前、自分たちは──

『起きたのね？　今そっちに行くわ』

　ナノマシンの情報連結コムリンクによる音声メッセージ。

　いきなり聴覚にとどいた声には、聞き覚えがある。ただし、彼女との情報連結を承認した覚えはまったくない。

（まさかオレが寝ている間に、何か裏技かツールでも使って……？）

　伊集院はぼんやりと思った。

　そうだ。自分たちがあの埋め立て地でアスラフレーム着装者たちのバックアップに努めていたとき、彼女はやってきたのだ。

　──あなたたち、この私に感謝することね。

　──説明する時間がないから、簡潔に言うけど。今から私がすることは人命救助。だから抵抗するんじゃないわよ。

　──とりあえず、運びやすいように眠ってて頂戴。

「とか何とか言って、オレらに催眠ガスぶっかけて！」

　そう。まちがいなく女性の声だった。

　素顔はわからない。メタリックな青色の装甲スーツを着装していたからだ。彼女は反重力リフター特有のなめらかすぎる飛行でやってきた。

　そして、伊い集じゆう院いんらに突きつけた人差し指からは白いガスが噴出して──

　志し波ば、梶かじ准尉ともども、眠らされてしまった。

「あれは中国配備の五号フレーム！　ってことはあの女、中国軍所属か!?」

「あの女とは、失礼な言い草ね」

　いきなり医務室のドアが開き、流りゆう暢ちような日本語で声をかけられた。

　振り向けば、どきりとしてしまうほどに繊細な美貌の黒髪少女がいて、ずかずかと伊集院のそばへやってきた。

「周雪麗チヨウ・シユエリーよ。よろしく。あ、そうそう。あらためて事情を説明してあげるから、ちゃんと私に感謝して、礼を言いなさいね」

「じ、事情って、何なんスかっ？」

　少女の美貌に圧倒されて、伊集院は敬語で答えてしまった。

　実際、一四歳の自分より歳とし上うえだろう。軍用の革ジャンを着ているところは軍人らしいが、その下はピンク色のパーカーと黒タイツである。

　その雪麗が尊大な口ぶりで言う。

「激務の合間を縫って、何か大事件が起きているらしい日本の九州北部まで駆けつけて、隕いん石せき墜落の犠牲者になるはずだったあなたたちを間一髪で救出した……私、周雪麗が偉大なヒーローだということよ」

「はあ」

　伊集院はぼんやり言ってから、ハッとした。

「オレらって死ぬところだったんスか!?」

「ええ。そんなわけだから、感謝の気持ちを行動で表して頂戴」

　雪麗は高らかに告げた。

「助けたなかに貴重なナノ移植者がいたことは、まさしく天の采配！　あなたたち、このまま私のバックアップスタッフになりなさい！」

「うえっ!?　に、日本に返してくんないんスか!?」

「国家としての日本なんて、とっくに壊滅状態だし。それにこの船、上海シヤンハイに向かっているところだし。ちょうどいい機会だと思わない？」

「全っ然、思わないッス！」

　自分たちを乗せた船は中国海軍の駆逐艦──。

　そう雪麗シユエリーに教えられて、呆ぼう然ぜんとする伊い集じゆう院いんであった。





　　　　　　　　　２






　旋風の砦とりで──。

　大魔術師クアルダルドの居城である。

　城主は《選ばれしダルヴァの門主》の称号を持つ美丈夫。風の呪法をきわめた英傑にして、魔軍の長でもある。

　彼、旋風のクアルダルドは城主の間にいた。

　数本のロウソクのみが照明で、ゆらゆら小さな炎を揺らしている。

　そのささやかな光を浴びながら、クアルダルドは白い仮面を手に取った。両目のみが描かれた、簡素な面である。

　クアルダルドは己の精せい悍かんな美貌に、白き仮面をはめた。

　そして、唱える一言は──

「……着装」

　大魔術師はいつもの青い長衣を着ていた。

　が、すぐさま姿が変化する。彼の肉体を頭からつま先まで、真しん鍮ちゆう色の金属鎧よろいが隙間なくおおってしまう。

　ただし、この鎧はあくまで体の線に密着したもの。

　板金だらけの仰々しい甲かつ冑ちゆうとはちがう。むしろ金属製の衣と呼ぶのがふさわしい。

　そう。地上世界の英雄たちがまとうアスラフレームに近い。

　あの武装を再現するため、クアルダルドが妖精鍛冶師らに特注し、さらに、秘蔵の呪具・神宝をあれもこれもと組み込ませた。

　まさしく、地上のアスラたちと類似の工法によって完成させたものだ。

　ただし、宿敵である彼らとちがい、異形であった。

「ふふふふ……よい仕上がりだ」

　姿見の前に立ち、クアルダルドは我が身を惚ほれ惚ぼれと眺めた。

　顔を隠す白面は先ほど手に取ったもの。だが、左右の両耳に当たる二箇所にも小さな仮面が付随していた。

　さらに、左右の両肩からは『大ぶりな金属の腕』が生えている。

　そして脇腹。ここにも『やや小ぶりな細い腕』が左右双方にあり、意のままに動く。試しに腹の前で魔術の印契ムドラーを組ませてみた。

　三さん面めん六ろつ臂ぴ──三つの顔と六本の腕という異形。

「地上世界の着装者たちよ。私もまた『金剛をまとう者』となり……君たちと雌雄を決しよう！」

　究極の武具を完成させるために、時間が欲しかった──。

　そのために流星群を降らせた大魔術師クアルダルドは、三面六臂の魔神となった我が身に心から満足した。





あとがき







　みなさま、おひさしぶりです。

　……と言いますか、前巻から間隔が空きすぎです（汗）。

　いや、このシリーズには『諸事情』あって、一巻からして原稿の完成から一年、この三巻も半年ほど経たってから、ようやく本が刊行されるという、いかんジンクスができてしまいましてね……。

　今回も書いた内容をすっかり忘れた頃に、著者として校正をするという事態に相成ってしまいました。

　いやはや、その辺の諸事情、ふだんならＭＦ文庫Ｊの新編集長氏に、

「この件はあのときにああしていれば、回避できていたのですぞ☆」

　と、スマイルしながら、ちょっと京きよう都と風に申告するところなのですが（苦笑）。

　現在も尚なお、本邦はコロナ禍のまっただなか。

　マスクは必須、対面での打ち合わせもなかなかままならぬ情勢下です。そういうたわいのない会話もすぐにはかなわない、もどかしい事態となっております。




　とはいえ、かの病の蔓まん延えんから、すでに一年以上。

　諸外国には十分な経済保障を施したうえでのロックダウン・検査体制の拡充・ワクチンの大量確保・効率的な摂取方式の確立などによって、早くも疫病を抑え込みつつあるところも散見できるわけでして……（もちろん、さらなる変異株の発生によって、新たなワクチンが必要となる可能性もございますが）。

　当シリーズ、昨今の世界情勢と妙にシンクロしている面もあり、作者としては少々困惑しております。

　一巻あとがきにも書きましたが、本邦が『日本沈没』しているという、ひたすら荒唐無稽なシチュエーションでのヒーローアクションを描くつもりで諸々の設定を決めていったのですけどねえ……（汗）。

　何はともあれ『異世界、襲来03』、ようやくの刊行と相成りました。

　読者のみなさまにお楽しみいただければ、何よりの幸いです。
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